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( 松村雄吉氏、高橋慶夫氏、帰朝歓迎をかねて行う)

越市 新年の; ; rff兄併を申述べ各位九年々 f ，J . fl 多言容を祈ります。新乙竿午餐会を下記のjni り開催いたしますn

新年の御挨Ｍｉｾ交倹努々、旧臓 号 是々欧米より帰朝されました、松村正且社長松村雄吉氏 、 大阪建築事務所有 ｊ 多

} 夜締役高矯康夫氏の歓迎を兼ねて行います何等多数者叩参加下さい内

1.  時 1 月14円 ( 木) 11時3051去にz 合

1. 所 大勝、ガスピノレ 7 階企堂

1. 会 費 500円 ( 整理上申込と同時に御届け限度い j

1.  締 切 13 日迄至IJTI治するよう申込の事

申込後欠ftDの1均台て・も準備考11合上会資の御負担既日います。

日 本 建 築 協 会

新 年 観 慶IJ

必』

コ玄
開 f雀

恒 例 に よ る 新 年 観 刷会 を 大 阪 道頓掘中座「松竹菊i喜際IIJ で 開 催 い た し ま す。 家 族 御 同 伴 多 数

抑止11席下さし 、。

言E

時 1 月14日( 木) 午後 4時 、i' 間的( 夜の都)

所 道知捌 I.t ｭｾ＠

会 費 会員 300円 同伴者 350円 ( 1等機敷間劇料に充当 j

締 切 1 月12日( 火) までに会費を添え申込み下さし、。但し予定人員60名に遥した時は期 H前で

も締切りまずから御了承下さい。

旬開ＮＱＲＧ ｾｾｩ ! 月7 fl より会n と引換えに件11渡し; 放しますから当円は閲窓河入場下さし、n

観割券は当日混線数しますので必ず前以てお受取り願います。

申 込 所 大阪市東区京僑 ＳｾＷＸ Ｈ ｻｮ ￯ｬＱ旬実例 ｬ 矯下車大料。組西隣Ｉ大阪建設会館 Ｒ 階日本建築協会分室

昭 和 2 9 年 1 月 1 目

日 本 建 築 協 会 会 勢 委 員 長 浅 沼 猪 之 吉

( 建築設計と火災保険j 講演会予告

「シリンダーシヤレーの設計j 講演会予告

標記二つの翁演会合只今当会災主主委員会等に於て食画中であります。手自主二月上旬、会場決定広明会記;

叉はハガキにて御通知数しますn

{  謹 ん で 新 春 の 御 祝 詞 申 上 げ ま す

会員各行/ の主iE 令御感栄と御健勝を iJr りi仇' せて会員倍1Jn主tの{ 山本会の発展に一層の御協力を

お闘い致します。

昭 和 二 + 九 年 元 旦

社団法人 日 本 建 築 協 会

理 事 会 一 同 事 務 局 一 同

(  

I  (  

一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一 … 一 一 、 F 一、- Ｍ一一一一一一一一一一、、…町、‘Ｍ ｟Ｍ ＮＮＮＮＮ、，司ＭｾＭＢＮＮｾ，ＮＮＮＮＮＮ



.6.. 

Z 玄

tt::. 

Eヨ 一

「建 設 資 料 便 覧 出 来 上 る」

年内出版の目標を以て鋭意諸般の進捗を図ったが当初の企画より遁に予定

を突破し遂に12月中を印刷に費し年末から製本中である。. l ; l 、上の結果1954年

版として愈々一月中旬より頒布する事となった。

待望されている各方商党関係各位の御諒及を乞い拡〈宣伝頒布に御協力さ

れん事をお顕する。

術予約募集中は特別割引額で申込を受けたが一 月以后は下の価格でお頒ち

申上げる。

昭 和28年12 月初日

記念事業出版部長 尾 崎 久

B 5 雪国! 6凶 頁 !7 ロー ス茨主主

広告一部ア { ト 紙 本文用紙60斤 写爽凸版150

:持 価 ￥ω0円

本協会員￥回目円

申 込 所

売 扮l 所

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

京都、兵庫、和歎山、中国、九州各支部

東京 日 本 建 築 学

. b.  

;z:，. 
った阪

振積ミ

柳 々

国 立 国 会 図 書 館 懸 賞 競 技 設 計 募 集

下記募集要項によ って、閤守ー盟会図書館の懸賞競技害指十を行いますから奮って御応募下さいっ

国

1. 飽 旨 及 目 的

..... 
とL 国 会 図

大阪

堂

書

助

史、送料

39975番

• 底

館

図説国会図書館の使命目的にかえりみ、内容外観共我が国文化の象徴として最も相応しい清新にして気品の

南.jl" 、優秀な建築を完成するため、その設計を一般競技によって募集する勺

2.  I量 計 に 関 す る 事 項

1. 建 築 男 聖 地 東京都千代田区麹町永田町 1 丁目。

2. 建 物 地階共 7 層・延床面積 5 万平方米以内。

3. 構 造 耐震耐火構造とし完全綬冷房を施す。

4  様 式 自由であるが国会議事堂との調和を害はないこと 。

5. 鴨 庫 中央審庫式とするの

3  応 糞 に 関 す る 事 項

1. 応 募 先 東京都港区赤坂 1 の 1 国3T . . 国会図書館建築部

2. 応 募 期 限 昭和29年 2 月末日限り

3. 提 出 図 書 イ 、 配 置 図 縮 尺 1月∞ ロ、各階平 面 図 縮尺 1/2∞ へ 立 国 図 ( 4 薗〉

縮尺 1川) ( ) ニ、断面図) 閲覧室及び喬摩を含縦・横断面図 2 回以上) 縮尺 1/2∞

ホ、透視図( 建物の東南方を示すもの) へ、概略説明書

4. 審 査 に 関 す る 事 項

1. 審査員は次の通りで・あるの ( 田 音 I1贋)

参 議 院 事 務 総 長 芥 川 治

早 稲 田 大 学 教 授 今 井 兼 次

衆 務 院 事 務 総 長 大 池 真

国 立 国 会 図 曾 館 長 金森徳次郎

建 設 省 営 繕 局 長 木 村 恵 一

国 立 国 会 図 書 館 建 築 部 長 武内時之助

国立国会図書館副館長事務代週 中 根 秀 雄

京 都 大 学 教 授 工 博 森 田 鹿-

2. 審査発表期日 昭和29年 3 月中

5. 賞 金 に 関 す る . 項

衆 議 院 図 書 館 運 営 委 員 長

文 化 財 保 護 委 員

芸 術 大 学 教 授

国立国会図書館建築委員会委員

参 議 院 図 書 館 運 営 委 員 長

東 京 工 業 大 学 教 授

東 京 大 学 教 授

1  等 1  名 1∞万円 2  等 1  名 60万円

3 等 2  名 各 30万円 佳 作 5 名以 内 各 5 万円

工博

I t事

ヱ博

工博

伊 東 岩 男

内 田 禅 三

岡図書量五郎

岸田日出万

高 橋 道 男

谷 口 吉 郎

武藤 消

6. 応募に関する照会叉は「国立国会図書館建築設計懸賞募集要項」その他諦・十参考資; 階希望される l匂は、

WJ;i 己応募先に甲込まれたし 、。( 郵送の場合は郵券 8 円添付の‘こと)

なお募集要項の詳細は官報 ( 11月20日付) を参照されたい。
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1  9 5 4 年 を 迎 へ て

日本建築協会会長 竹 腰 健 造

五に我々は終戦以来の占領状態を脱し、独立后第二の新春、を迎へるのであるが、 戦后八年

の過去を顧み、 次に来るべき年を居、ふ時、我々の将来に幾多の難関の横たわるのを思うので

ある。

世界は今や、深刻なる対立を示す二つの国家群に分れ、其聞の相克は懐惨な気を含み、世

の推移は容易に端侃し得ベらざるものがある。

新かる世界情勢の許にあって、我国の方般の状態を懸るに、経済界は極めて不安定であっ

て、然も輸出の振興によってのみ、経済の均衡を保ち得る状態にあるに不拘、生産品の価格

は世界の水準を上廻り、 内にあっては不断のストライキのために更に其傾向に拍車をかくる

状態に陥り、資本の不足と諸事業の経営の不誠実のため、 近き将来にイ可等か根本的の変撃を

余儀なくせらるるが如き不安なる予感をさへ感ずるのである 。

新かる状態の許にあって、ヌド年が必ずしも栄光に輝く年であるとは、如何にしても、考へ

る事が出来ないが、然し、我々身を建築界に置く者も、新かる状態下にあっても 、徒 らに悲

観去る事なく 、 我国運を転じて光慨に充ちたものに導く様、 最善の努力を尽すべきであると

考へる。

今、 我建築界を見るに戦后のパラ Y グ建築は鉄筋アパ ート に、 寄合世帯式の事務所は高層

建築に替り 、 主要都市の目抜の街路を見る時、其進展は実に戦后の世界各都市にも見る事の

出来ぬ程の世紀の偉観であって、従って建築業界も繁栄を極めて居る と云はねばならない。

他方叉、 本協会主主に其姉妹団体が多年世論を喚起して居た、建築基準法、建築士法、不燃

建築助成法等も遂に其制定、実現を見、将来の建築史に特筆さるる事と考へる。

我日本建築協会は戦后定訟の改正によ って新生の息吹を得、一昨年来三十五周年の紀念事

業を遂行して来たが、咋幕、 記念史を会誌の特輯として発行し、建設資料便覧も同時に印刷

を終了し、今は残務の整理を残すのみとなったのである。

本会は昭和二十三年以来、技術、建設請負、電気、管工の設備及び建材の五部門で構成さ

れ、而して、各部門の連携協力によって、建築界各般の業務に携るものの親陸連鎖を計り、

建築界の総力の結合によって、我国の建築の進歩発達に資し、更に進んで国家社会の向上発

展に客与せんと志すものであるが、 改組后、 日筒浅く 、 今日までは云はば基礎工作であっ

て、会の事業は今后に待つものが多いのである。 今后は各部門の問、縦横の連繋を一層密に

し、本会の進展を計りたいと念願してやまない。素より各部門より選ばれた委員役員各位の

熱意が其の第一要件ではあるが、会員各位の会の運営に対する支援に待つ事は更に多いので

ある。

今年も、経済界多難な中にあって建築界は向繁忙の中に過E て行くのでは ないかと思はれ

るが、載に新春に際し、本会の進; l ! ! を会員諸賢と共に祈るものである。

セ セ * *  * セ 謹 賀 新 年 交交ｾ *  * 会



建 築 設 備 に 就 い 寸

自然界の内で生活している人聞がいろいろな生産並に

再生産活動をする為にある程度自然界の制約を離れた場

を作る必要から生れてきたのが「建築」であり 、更に進

んでその建物の使用目的にそって、 より快適な具合の良

い叉はどうしても必要な人工環境を作り出すための設備

が所謂「建築設備J である。

このようなわかりきった理胞をわざわざ冒頭に持ち出

したのは、突は辰近の「近代建築J と祢せられるものの

内に 、上に述べた建築とその設備との木質的な使命が、

見掛けの造型意図のために機 ｉｾ 主になっている例が時に見

受けられるし、しかもこうしづ本当の意味の パラy スが

とれていない建築に手放しで随喜の涙を流すあわて者が

核行し、向一層困った事にはこう云う連中が新しがった

翻訳詞の舌足らずの表現でこのような「本筋」でない建

築をもてはやすこ k によって 、立派な建築家にならうと

して勉強している若い人々を恕しているのではないかと

云う成れを往々にして持つからである。

苔々は先づ対象物の根本的な意味をしっかり掴まねば

ならぬ。上記の意味から「建築設備」はその建築のもつ

べき性質に最もよく適合していることが第ーであり「設

備」そのものとしては技術的に建築と一体になっていな

ければならない。

私は建築設備の今後の進む方向としては

1  設備貨、維持哉、人件殺共に経済的であること

2  能率の良いこと

3  機備がコムパタトで単純であること

の{ 也に建築との一体化と云うことを積極的に考えたい。

給排水はともかくとしても 、F令媛関空気吉雄に対して

は大きい出管を建物内に横行させて、望ましい状態にし

た空気を運ぼうと云う考え方、照明に就ては穏: 灯器具を

摂出( 叉は隠蔽) して「取付ける」と云う態度、交通運

搬に対しては人貨を簡につめて上下に動かすと云う考え

方等と云うものが、なんとなくもう一歩進められないも

のかと云う不満足感に私を駆りたてるのでまb る。

人間の血管神経などが肉体をつ き破って横行している

のではなくて 、身体を組織する他の要素と絡み合ひ織合

っている様に( ー勿論私の云うのは見かけの形状の如何

を云っているのではなく 、その成立ちの本質的な意味を

さしている ー〉配管配線というものが従来の考え方から

綴れてもっと建築にとけこめないものであろうか。こう

山 ｴ Ｎ ｾ＠ 正 次 Rs 

は云っても勿論私に具体的方策のある訳ではないが、そ

の設備の目的とするところをよく見きわめた上で、現在

の方式にとらわれずより進んだ方法を採って見る態度が

ほしいと思う。此れには電気機械工学等の発速をまつべ

きであり仙の方面からは生盟、心理学の協力をも要する

問題であるが、もし此の様な態度で研究が進められるな

らばi重い将来には「建築設備J !. 主現在とは会〈ちがった

様相を呈しているのではなかろうか。おそらく「附待」

設備と云う云い表わし方は完全になくなっているにちが

し、なし 、。

。

人聞の快感はm. 度、，湿度、空気の動き 、汚染度に関係

すると云われている。此れ等の諸要素を最も望ましい状

態にした人: Js星境をイ乍り出す設備が冷燦関空気調EZ装置

である。従喜ｾ施工されてきた普通の方法の根本的な考え

方は、そういう最も望 ましい状態( 突際には仲々完全に

はならないが) にした空気を所要の室へ送ると云う考え

方であって、普通には経済的考慮から動かす空気全量の

% は室内空気の還流tこより 、% は新鮮外気の取入れによ

ってまかなうものでゐる。そのため給気管及び遊気管、

新鮮外気収入管が安錯して垂直水平両方向に建築内の相

当な容績を占有し且つ選気流の通路に当る壁や扉には通

気孔をうがつ必要がおこり叉此れが防火区御! とからんで

来てその空間的処理は突に復雑となり更に配管隠慌のた

めの建築的処理の費用も摺し、時には鉄骨組梁の真中を

貫通して配管する1象な不自然な場合も起り得るし、彩、の

云う「建築との一体化」ならざる欠点の大変多いもので

あった。

最近になって此れらの欠点を補うべく二三の考案がな

された。 rConduit Syste mJ はその一つで、調整済空

気を静圧水柱 8 吋程度の高庄送風機7こよりコシジツ ト管

を通じて各室に置かれた rWeat her Ma ster J に送り

込み、この空気の噴出駿引力によって室内空気を混合 し

て冷却( 加害現〉し室内へ循還させるものである。 此の装

置は初めに述べた中央に機織を集中装置する従来の方式

に比べると数段の進歩と云えよう。即ち配管が著しく小

さくなったこと 、rWe ather Mast er J によって各室毎

にある範問調整の加減が出来ること、がその主な特徴で

あるが、 rWeat her J の空気循還到達範囲がら まり速

くまで及ばないため大室に於ては補助的の小ダグ トを設
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置して従来の送気方法をとる必要が起るし叉 rWeat her

Mast erj を室内におくため旧来の直接接房放黙認に対

すると同様な建築的処理が必要となり、叉コ γ ジツト管

は従来のダクトに比べれば遥かに小さいがそれでも建築

の規模により元管はかなり大きくなる場合も見うけられ

る。 特に折角比れだけの装置を作り乍ら大室の場合に補

助〆グトを要すると云う事は何.と云つでも不徹底の感を

免がれ難く従って一次供給空気量が増してくると経済的

見地から換気を必要とする状態に追い込まれることにな

るのではないかとも考えられる。結論としては、病院、

ホテル、アバート、叉は室の奥行の浅い事務室等には極

めて好適であるが、銀行蛍業室とか劇場の様に容積の大

きい建築に対しては不適当な方式である。街 r Wea，her

Mas t erj 内の空気噴出時の騒音は私の経験では全く 心

配ないものの様である。

此p他、少量の一次空気を〆グ トを通じて各階に送り

各分岐点に送風機、二次コイル、フイノレター を置いて此

処で i VVeat her Mas t erj と同じー様な操作をさせる方

式も考えられている。此れは室内に大きいボックスを据

えることもなく、還鋳管をなくし、送風管を小さくして

占有面積の滋少を図る等、従来の方弐を色々の点で改善

している努力は認められる様である。

上の方式は共に室内空気をあ、る場所で加熱( 冷却) し

機械室から送られてきた調獲済空気と混和して所要の状

態に遂せしめようとする考え方である。

此の他に別の方式で、 轄射によるものがある。即ち何

らかの方法で室内のある面を熱源として轄射によって冷

却( 媛房〉を行うもので、此れに新鮮調鐙空気を所要量

加えることによっで所期の目的を逮せんとするもので此

の場合、 「室内のある面」としては室内空間を構成する

周囲の内で、外壁の開孔性、内壁の移動性を考えると天

井か床が最も使い易い函となる。しかも天井、床と云う

ものは建築空間を構成する上に必撚的になくてはならな

いものであるから、之と熱源函との結びつきと云う問題

は、さきに述べた様な「設備」の考え方としてすぐれた

発展を暗示している様な気がする。

既にこういう考え方に就ては圏外に於いて研究され実

施の段階に進んでいる様である。J i ! Uち二重天井を組立て

る骨組部材を給温( 冷〉水管兼用とし、熱伝導に有利な

材斜を用いた天井菌を車高射面とし、一次空気の必姿な場

合はその吹出口も此の商の一部に設け、更に進んでは後

述の照明装置も同様にこの函に設置して、見掛けは単純

な一つの天井商であり乍ら、冷援E害空気調整、照明、駁

音を織込んだ機構を作る訳である。私はまだその技術的

詳細を知らないけれとも、建築の設備としての考え方、

建築との一体化と云う様な考え方から見て、望ましい発

展の仕方ではないかと思う。勿論吾が国に於ても 、メネ

ルヒ ーテイシグ〈グ{ リシグ) は最近大建築に施工せら

れた実例もあるが、その成果は( 特にグーリ γ グの場合
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に於て) 必ずしも完全ではなく幾多の問題が残されてい

る様である。

以上幾つかの方法を述べてきたが、その どれに対して

も望ましいのは工費の低減であろう。諸設備費の建築費

に対する% は次第に高くなってきている。此れは設備の

発達を示すものであると同時に、筒経済的改善の余地を

残している惑を物語るもので、その研究目標の一つに

「経済性」が挙げられる所以である。

。
蛍光灯照明は最近急激に普及して来た。少し急激過ぎ

る様でらる。 r過ぎる」と云ったのは 「流行」におくれ

まいとして急ぐあまり盗塁光灯の性質をよ く消化していな

い傾向が見受けられるからである。蛍光灯の電気的特質

に就ては今更述べる必要もないと思うが最近の著しい改

善と しては rDe L u:. a j 叉は「天然白色」品の出現によ

って従来の色の欠点が殆んど解決されたこと 、寿命の長

くなってきたこと、故障が比較的滋少してきたこと等で

あろう。只一つ残された欠点は設備費の高価なことで為

って自然電球に比して電力費が% ですむ利点を持ち乍ら

倫大きな障害となっている。

蛍光灯を建築に使用する場合、その 「細長い」と云う

特異な形、光源自身の輝度が低く散光であることをよく

理解して用いねばならない。従来の白熱電球を使用する

場合と同じ様に考えて、只 「細長さ」をうまく納める様

な形の器具を考案するだけで・は非常な物足りなさを感ず

る。此れも蛍光灯が建築によ丈消化されていないと云っ

た理由の} つであるが、併し最近の使い方には仲々巧妙

なものも現われてきている様である。特に J レ{ パーの巧

みな使用によってその照明目的を完全に果している場合

など、照明技術の著しい進歩を感ぜしめるものがある。

併し白書車電球にしても蛍光灯にしても 、 とにかくらる

発光体を器具に納めて建築物同原付けると云う考えに変

りはない。此れは所E賢建築化照明と云った方法によって

その形の変化を求めても根本的な考えとしては同じであ

る。此れを更に一歩進めてもっと建築と一体とならない

ものであろうか。

1951年アメリカの電球会社 Syl vani a Li ght i ng は

rPANE L I T Ej なる新製品を研究中であることを発表

した。J i ! Uちフイラメ γ トが電流で加熱されて発光する白

熱電球や低圧放窓により蛍光物質が刺戟されて発光する

蛍光灯とは全く異なり 、厚さ25/ 1∞粍程度の踏を入れた

放電休を一方は導電世を与えたガラス( 叉は合成樹脂板

〉に、他方は蒸発アノレミニウムの様なうすい金属板では

さんだもので、此のガラス板の一辺と金属板とにそれぞ

れ電極を接続して電流を流すと燐が発光してガラス板の

侭lから光を出すもの予ある。そこで此のガラス板を天井

板とすれば、室空間を構成する天井函がそのまま照明の

ための発光商となる訳であって従来の照明観念とは全く



ちがった新しい照問分野を展開するものと云えよう。併

しこの f PANEL I TE j は現在の段階ではまだ発光が弱

く、非常に低照度で良い室とか、スイッチボード、 サイ

シボード類などに用いられている様でおるが、色は各種

のものが出来るそうであるし、 とにかく近い将来に於て

次第に実用化されて くる様な気がする。それは大きい面

積の冷たいうE源を求める研究と一致しているし、初めに

述べた様に建築設備が理想的な人工環境を作り出すこと

を目的とするものである以上、こういうものが前述の二

重天井と組合された冷箆房空気調整装置と更に一体とな

って建築物に 「取付ける」のではなく「融けこむ」方向

を目指している以上、此れは当然進むべき途であり従っ

て将来の燦かしい発展が予測されそうな気がするからで

ある。

ともあれ最近の照明技術、電気工学の進歩は、他の建

築設備の発達と共に、建築の本質的形態を次第に変えつ

つあると云える。只最近の建築では照明の本来の意味の

効果が、意匠効果のためにかなり犠性になっている様な

例を見るのは、吾々建築家の陥り易い通弊として反省す

べき点であろう。

。

昇降機設備に於ても他の分野と同じく経済的且つ能率

的と云う点に研究の目標がおかれている。その他人件費

の高い外国では数台の昇降機の Correct i ve Cont r ol  

によって運転手をつけない統制運転が考えられているが

、此れもやはり背景となるその国の社会的文化水準と共

に進むべきもので為って極めて高精度の機構もその完全

な利用は之を使用する人聞の機械的知識、国11れの程度に

、影響されるし、何よりも第一に設備費、維持費、 占有

面積などがすべて建築物と綜合的に考えられて行かねば

ならない。速度に就いて見ても外国の高層建築に於ては

120島町1400択のものも設置されている様てあるが、苔が

国では建築の高さ制限から最高 田O沢位が限度と考えら

れるし、ギ、ヤードとギヤ V スの境闘に当る 350沢程度が

経済的に凡て最高 とも見られる。筒君主械室の大きさとか

鎚の四周のクリアラシスと云ったものも次第に小さくて

君主む様;こ改善されているが、従来のものと全く呉った機

構の昇降機は出現していない様である。但し米国では全

く別の考え方で、 機械室を設けず丞直に箆下部を支える

シャフ トの上下迩勤によって運転される IOi l draul i c

Passenger  El evat or j があるが今適当な資料が手許に

ないので:待目に就ては不明である。

最近著が国では百貨庖の増改築がかなり見られるが此

れに伴って自動階段が盛んに採用されている。此れも細

かし、点でいろいろと改善されていて、その高い運搬能率

を発E在している様でゐる。日本ではそれを使用する建築

が主として百貨底に限定されているが、これは事務所建

築その他にも広く用いられて良いのではな し、かと思われ

る。併し何と云ってもその普及を妨げているのは高価な

ことであって此れが何とか解決されなければ恐らく現在

の使用範囲から一歩も踏出せないのではないかと恩われ

る。米国では銀行建築がその営業室を 2 階に置いて 1階

を商庖その他に利用し答を道き入れるのに自動陪段を大

いに活用している様である。その性能に就いて次のよう

な資料がある。即ち 7 階建の建築で自動階段を上下用別

々に交叉して各階に設置した場合、途搬量は80∞人/ 時と

なり此れに匹敵する昇降機は25台となる。此の場合それ

ぞれの、占有面積が500平方択/ 階と 日00平方! ! R/ 階、設 備

費が312，∞0$ と625，∞0$、その他維持費、動力費、人件費

の等すべて点で前者が極めて有利であると云うのである

併し一般の建築で・は、第ーに80∞人/ 時の迩搬の必要性が

あるかどうかが問題であるし、叉 7 階建でt ヒれだけの昇

降機を要する建築の階面積は膨大なものであろうし従っ

て昇降機は各所に散在させなければならないことになる

が一方自動階段を数ヶ所に散在させればその費用は莫大

なものになる駅であるから、此の様な数字だけから自動

階段が有利と云う給読者は出て来ない。けれども費用の点

さえ解決に近づけば、之は昇降機に比して大変進んだ運

搬設備として発展するであろうことは朗らカ主である。

。

私に与えられた題目は「建築設備の概論に就いて」で

あるが、設備の全範囲に亘って述べることは到底紙数が

許さないし叉それだけの十分な知識を持っている訳で も

ない。以上平素から考えていたことなどを勝手に記して

見たが間違った点などあれば諸先輩の御指導をまちたい

私の友人である医師が「人聞を作ったものは何である

か分らないがもしそれを御とよぶならば自分は医師と し

て一歩でも神に近づこうと努力したい」と云った事があ

るが一つの定見であると思う。吾々が人工環境を作ろう

とする時、 「その場合j f その物」を取巻くららゆる条

件のパラ γ スを考えて、一方向にかたよらない様どこ ま

でも円満さをもって各種の技術を駆使すべきであると 云

う点をくりかえして強調したい。それからこうして立派

な人工環境が作られるのはすべて所誇大建築に限られて

いて、吾々の公の生活は益々改善進歩して行くであろう

が、反面最も大切な再生産墓地である住宅の殆んど全部

は依然として長い期間このような意味での改善は全く見

られない。此れは別な菌からの社会的ア γ パラ y スであ

って何とか解決したいと窓われる問題である。1mち住宅

用として先づ何よりも安価で、能率よく便利で簡便な家

庭設備装置が発達してくれることを苦手皐したし、。此れは

同時に家屋の構造の改善変化を伴うものでみり仲々簡単

に進むものではないがそれにしても公共建築物に比べて

住宅設備の立ちおくれは不均衡の度を過ぎている様であ

る。勿論この様な問題は技術家のみのカの及ぶものでは

なく 、世界の歩みを背景とする社会機構によるものであ

ろうが苔々としても許された範囲内での出来る限りの努

力はつくしたいものである。

( 筆者 日建設計工務K K技師〉
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建築学会誌の昭和27年10月号は、建築設備の特輯号で

あった。これには伊藤会長を初め、英の道の権威が夫々

の専門について甚だ有益な紹介や見解が発表されていて

之を通読すると設備の変遺や将来の見通しは、はっきり

とつかめる。それから本年に入って 9 月号で再び「建築

設備計画特集J : 号が編縞され、昨年から見ると一段階進

んだ内容がもられている事が判る。そして設備に関する

問題は、 も早や云い尽されている様であるが、屋上に慶

を重ねて、設備の健全な発達の為には建築家は何をすれ

ばよいかについて私見を述べてみようと思う。

確かに現在の設備の発達過程は、必ずしも健全である

とは云えない。設備は科学の発達に伴ってどんどん進む

建築総工費の30%から60%近く迄設備費に充当した建物

がみられるようになった。そ・うして当分は米国の真似を

しておれば、新新な建築として誇る事が出来る。( 最も

何処迄が真似で?、何処からが創作であるかについては議

論の余地はらるが。〉しかし之は甚だ敏行的である。宛

かも一般大衆が例え 9 尺 2 聞でもいいから安らかに憩え

る住宅を求め、せめてものラジオの娯楽技送を聞きなが

ら、一杯の焼酎に昼間の疲れを慰やす算段をしている時

一方ではテレピジョ γ が出来、電気冷蔵庫が百貨庖にな

らび、電気洗濯機が宣伝されているのとよく似ている現

象であろう。

明かに富の偏在である。坪当り 20万円以上もする建築

設計の機会を持ち得るのは特殊な人に限られ、叉群小の

建物では仲々建築学会賞も得られない。そして之が文化

なのである。但し此の現象はひがんで考えてはいけない

と思う。全体がよくなる一つの段階として是非共斯う云

う時代が崎要なのであろう。経済力を平均せしむべきだ

と云っても当分はそうはいかない。けれども、テレピジ

ョγ は試作し初めなければ、そうして次第に改良して普

及せしめコストを下げて行かなければ、何日迄待つでも

日本の大衆にテレピジヨ γ は来ない。同様にいくら電力

を喰ってもヒ{ トポ γ プは必要であり 、ai r condi t i on-

i ng は設ける必要がある。只そう云う場合に米国では、

大衆をも満足せしめるような設備が、日本よりは余程早

く市場に出て来る。之は、あながち富の平均ばかりでな

田 中 夏 太 良日

されると殆んど同時に uni t het ear が、 unit ∞ol er  

が比較的安く市販される。電気冷蔵庫が月賦で買える、

果して日本で、 ( 購買力も問題ではあるが〉突際にそう

なる様に工業が発達しているだろうか ?

紙と鉛筆だけで出来る研究はどんどん進む。金のかか

る施設を要する研究は決して之に伴っていなし、。建築設

備の研究は、それが実用化 される為には、特に規模の大

きい研究施設を必要とする分野である。残念乍ら、建築

学全般を通じてこう云う研究は、応用化学等の如く 、直

ちに p ay しない為に仲々資本家の理解が得難いので、

優秀な学者も、つい紙と鉛筆の学問に走ってしまい勝ち

で' <J 7. : ，る。( 処が実際は、特に工場等に於ては、設備の改善

は充分生産増加によって補償し得ている々ではあるが。

但 し工場の設備を生産設備と建築設備とに厳密な分類を

しないと承知しない人があるが、之はむつかしい。はっ

きりしている様で突は分ける事が出来ない場合が相当に

ある。生産能率に関係< J 7 . : ，る設備がすべて生産設備とみる

位なら、此の区別はしない方がよ L 、。〉

設備の改善について最近甚だ喜ばしい傾向が見えて来

た事をつけ加えておきたい。従来工場に於ては労働基準

法によって従業員の安全且つ保健的な生活を保証する組

織と企劃がある。 ｾｮ ち専門家による保健管理から初まっ

て医療施設、事業場内外の保健の為の建築設備等、色々

と計画実施されているが、事務所建築に於ては殆んど考

えられていなかったと云ってよい程、従業員の保健管理

主主にそれから来る施設は放置せられて来たo 処が最近事

務所建築に於ても上記の問題が真剣に考えられるように

なった事が見られる。従業員の優遇は即ち能率憎強であ

り、之には設備が関与する。

いささか余談に渡ったが、紙と鉛筆の学問が進み過ぎ

実際的な研究がついて行けなくなって、学問と実際が

i sol ate してしまうのである。

研究に従事するものも、平生心掛けてはし、るが、設計

者及ひ施工者共に、資本家の理解を得るべく不断の努力

を必要とする問題である。

く、 ヒー トポ γ プが、バネノレヒ { テイ γ グが、発達する 建築設備と云う言葉は、建築学の研究者及び設計者{ 中

科学の基盤と工業力が日本と全然追う事に起因するので 間では、どうも嫌われて来たようである。実際、構造ゃ

ある。複雑な規模の ai r condi t i oni ng の装置が考案 設計部門程はなやかでないので人材も少ない。そして
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建 築 般 備 の 問 題

「基礎計画」とか「計画原論」とか云われる方に人物が

走 り易い。元来建築なるものは空間芸術であると云 う。

その事はまづょ いとして、生活活動が充分に可能な環境

を造りあげる仕事が建築学である。

そして内外の環境とそれを短てる盛体或は屋根等に関

粉して必裳な空間を創る為に、三次元的な計画を行うの

が設計活動である。そして所謂 「原論J 的な研究が行わ

れ、実際設計に叉充分之を取入れる。

処が芙の潔境を機械的操作によって造る時は、之を設

備部門として敬遠しているのだ。之は少しおかしい。問

題が自然的であるのと機械的であるのとの差違だけであ

るに拘らず、自然違風は設計者の考える範囲であり 、機

械換気は設備業者に聞かなければならないと言うのが現

状ではないだろうか。そうでなければ誠に幸である。只

機械換気は少し彼雑ではある。イ中々 そこまでは手が廻り

かねると云われるかもしれぬ。処が実は単に桜滅的に複

雑だと云うだけで、所要空間を造 る事は、理論的には機

械カを利用した方が、自然力に頼 るよりもむしろ易 しい

のだと云う事を再乱識して見る必裂がありはしないか。

私は常に日本の建築家は外国の arcbi t ect と違うこと

をむしろ正しいと信じている。外国の如 く、芸術教育を

充分受けて、科学の専門教育を うけないのが、真の建築

家だとは思っていない。 日本の如く芸術撤育も受けるが

科学教育も充分たたき込まれるのでなければ真の建築教

育ではないと信じている。その意味に於て、機械、電気

と聞くと直ちに敬遠していては真の desi gner になれ

ないと思う 。之は叉議論の余地が大いにあろうが、とに

かく 、非常に複雑な設計過程になる大きな建物では、勿

論独りの建築家が、設計活動を遂行する4 l . + は出来ないの

が原則であるから、夫々の専門家が協同設計を行うべき

で、決して、設計が出来、次に構造がきまり 、最後に、

共の中に設備を入れるのでなく 、同時に総てが平行的に

決定されて行かねばならぬ筈である。この時の設備計画

若者はやはり建築家でなければならない。たとえ業者の一

人であろう共、設計過裂では建築家側て:.t，る。建築家は

設備に関して、単に必要データを知るのみならず、英の

本質について充分な研究を必主要とするのである。

只照明設備についてのみは従来建築家は相当の関心が

あつに。 しかL 突は照明の本質でなく 、装飾 としての灯

器に興味があったのではなかろうか。

後光灯が流行し出す と、 これ見よが しに、灯器に凝っ

てむしろ灯器に注意を引く様なデザイシがなされる。元

器で部屋を飾なければな らないのはむしろ設計の貧困で

ある。 灯器も最近はそ う云う傾向を帯びて来た。 光学面

積は次第に拡がり 、どうしても必要なスポッ ト灯器のデ

ザイシは出来るだけ簡単な形をと るよ うになった。

版照明だとかルーパ{ ロ{ ノレが、今後の照聞方法にな

るだろうが、現在の霊長光灯照明に しても 、之を機具的な

取扱いをしないで、建築化照明的な扱いをするのが本質

で、ある。

照度も最近は相当憎して来て、推奨照度の上限当り が

普通になっているが、今後は照明効果について、もっ と

建築家が考えなければならな い。従って近い将来照明計

算法も変るであろう。( ついでであるが、蛍光灯は白熱

電灯にくらべて% の電力ですみ、ひいては同じワッ ト数

で、 3f音の閉るがさあると云われている。これは理論的

にはその通りであるが、実際は仲々 3 倍の効果はt ，がら

ないのが普辺である。 ましてデラツ F スが用い られふと

筒更で、競 | 値としては 2 倍か、或は 2 f音半位に考えて

お く方が無難である。〉

東京都庁舎の競技設宕樗廷で丹下氏がコアシステムなる

言葉を使用された。 これは設備が非常に重視された計画

であるとの崎がある。コアシステムは設備、構造等すべ

てにわたって特徴がらるので・設備のみ重視されたとみ る

のは誤 りであるが、進歩した設備を充分取入れなければ

コア システムは成立しないことは事実である。此の考え

ば機能的に Wal l ace のロツ F フエラ ー セγ タ{ に初

まり 、Ski dmor e のフォ ード管理セ γ タ { 、ピ ヅカパ

ツグオアイスピノレディシグ、 レパ{ ハウス等、 或は叉

Wal l ace  Har i son や Mi es V a n  der  Robe の作品に

見られるアメリカ式の設計の型である。J i ! Pち機能的な も

のを中心に集め、 まわりを事務室にすることは、甚だ直

裁簡闘である。事務室部が多少っきはなされたきらいは

あるが。 自然をすべて遮断し只機械的な空間のみに頼る

誌が充分出来る場合にのみ可能な平面計画である。英の

点設備が重要視された建物と云えるかもしれない。 しか

し壁体材料の問題が解決されないで、之を真似る事は危

険である。高級建築を安い材料で間に合わす辛苦が日 本

の. 建築家の腕前だとすれば、我身があわれになる。それ

は余談であるが、色々な設備が容量よくまとめられ、充

分なスペースがあたえられる事は確かに設備にとっては

有難い進歩であろう。ついで、に地下室に働く従業員が優

遇されるなら更に優れた建築と云いたし、。

来灯器と云うのは必要と しない時は出来るだけ目立たな 次に、建築設備分野の育成には、建築家が もっと積右翼

い、むしろ全然目立ないで、照明す る時にのみ本来の使 的になってもらいたい と云う事について、付け加えてお

命を発揮すると云 うのが正しい設計ではなかろうか。 灯 きたい。
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建 築 鮫 備 の 問 題

設備部門は甚だしく範囲が広い。空気、光、音、水、 う。そして多くの人が各々芙の仕事を分担すれば、 もつ

然、等あらゆる建築の物理的性質から、輸送、衛生、通 と進歩は早 くな るであろう 。

信英他に至るあらゆる分野が含まれているのだから、之 最後にもう一つ。新しい設備が新設された時、それが

等の総てについて知っている事は至難である。設備専門 果して計画通り行っているかどうかの検討が建築の各部

家でさえも之等総てにわたって日々英の智識を新たにし 門の人全員で調査 して見る必要がある。こ れは勿論設備

て行ける人はないので、. どうしても分化した専門家にな 業者は非常に希望している。処が建築家の方は少 し極端

らざるを得なくなり、結局設計計画にあたっては、前述 な言い方かもしれないが、施主に建物を渡してしまった

の如 く協同計画の形をとらなければならない。茶の場合 らもうそれで縁が切れたと考え勝であるまいか。必ず突

に 「協同」の精神に立脚した計画をしてほしいと云いた 態調査をして、設備芙物の欠陥、或は運転方法の誤り、

いのである。 これが一つ。 或は監理の不備等々があれば、充分之を権討すべきであ

ーそれからもう一つは、建築計画をやる人に設備計画が る。これに建築設計者側も充分関心を持って頂いて、色

出来る人がもっと出てほしいと云う事。前に述べた様な 4 の立場の人が協力してナイープな気持 で、将来の為検

理由で設備に関係する人は、今の処あまり 多くな い。ー 討しておくべきだと思う。

方設備都門の発達の為には応用物理とでも云おうか、基 建築tこ限らず、我々が将来こうあるべきだと患って見

礎科学の研究が必要になって来るが、此の方面は若し理 ても、 実際は仲々そ うは行かない場合が多い。官吏が多

学関係の人がどしどしやってくれるものなら、我々建築 過ぎる事はわかっていても仲々滋らせない。銀行建築は

学を学んだものが、そんなに深入りしなくても、応用方 金をかけすれと裁いてみても、やはり豪華な量桁が日

面の研究のみで済む筈である。処が実際は理学者はむし に日に増えて行く 。人件費の非常に高い米国に発達した

ろ彼等の好む方に深入りしてしまって、仲荷我々の主要求 工業を真似るよりは、欧洲式を真似たいと思っても 、米

する線に来てくれないのが一般であって、しかたがない 国の文明がどしどし入って来る。一般大衆が「設備の恩

から我々の方からよちよちと彼等の足跡を模索している 窓」を象るのはまだまだ何十年か先の話である。

のである。こ れは時間的 d スも甚だしいが現状だから致 ともあれ、設備はどこまでも縁の下の力持ちで、あって

し方がなし、。之を救う道は只、 もっと此の方閣の担当者 、如何に優れた設備と路もおれ表面にのさばり出て来て

が増える事につきると思う。 bui l di ng engi neer は は建築はぶちこわしである。と同時に、立派な設備や僅

archi t ect ではないとか、建築は工学でないとかそんな れた構造の奉仕に支えられてこそ立派な建築と三支えるで

駁論はさておいて、 「設備専門の建築家J で結構だと恩 あろう。 ( 筆者大阪市立大学理工学部教授)
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殴 備 外 鎗 (39頁より続く〉 以上様々な投書はみな国民が建築設備に対して持って

トにてらされて眼がくらみ、電気の行先はその上にある いる、不平不満で・あり 、それらはすべて容易に解決の見

ヘッドライトのためにみえず、また夜間学校では黒板が 出されない生活の矛盾の中に表れたー技術の姿である。

光ってみえず、照度不足も原因でス学約 1 年聞に正視の 金活の仕組みにおけるー技術の状態と位置とをより問

視力のある者が24%もへるというめが実状で、ある (1953 かにすることが我身に探せられた問題であり、そこから

6. 19 京都、朝 日〉。 大阪の定時制高校の先生は次のよう 学問や技術が国民のためのものとなる道が示されると恩

なさ与やかな改善をうったえている「第 1 に黒板照明用 う。 ( 19田 . 11. 18)

の電球を 2 つづっとりつけること、第 2 に教室の壁及び ( 筆者 京都工芸繊維大助教授〉

天井を白色にすること 、第 3 に線電球をなくす

こと」。また全国通信教育会の島谷氏は「夜学施

設の点で全国に共通した」悩みは夜学生を朗る

く勉強きせるための照明が完備していないこと

です。県や市町村の予算はごく僅かであり 、も

ともと経済的にめぐまれていない働く青少年で

すから P T A を通じて金銭上の補助など期待出

来ず、生徒は暗い灯火の下で勉強しなければな

りませんJ (1953 7. 4 朝日)
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農村の住宅と公営アバ ー ト主 、此の二つが今特に私

の頭に浮ぶ。

農村は近年急に縁が深くなって来て、私の興味を刺戟

して居る。叉、公営アパートは、現在私が住んで居るの

で、利用者の一人として考える事が多い。設備を改善す

べき住宅は、決して此の二種類のみに限られる筈のもの

では勿論なく 、如何なる住宅でもよりよくならなければ

ならないのは当然であるけれども 、此処では頭に浮んで

来た儲tこ、之等に就いてのみ密きたいと思う。

' 農 村 の 場 合

J

1. 農 村 と 私

幼少の頃、母に遣れられて田舎の叔母の家に毎年一回

か二回行ったものである。其の叔母の家と云うのは純粋

の農家で、者f会の私の家とは余りにも呉って} きたので、

殊に広い土問の台所( 工、私をキヨトキヨトさせるに充分

であった。そして変って居るのは家ばかりでなく 、衣類

食物、習慣等々 、何から何迄、私の生家とはまるで臭っ

ていたので、その珍らしさも手伝って私以叔母の家に行

くのが大好きで、その台所で襲の腰掛けに掛けて草だん

ご等を食べるのが楽しみであった。

そんな記憶はあっても成長するに従って所謂自分事に

かまけるようになり 、忙しい事に追われて 、田舎行きは

とんと御無沙汰になってしまった。そして何時とはなし

に田舎の生活と直接関係を持たないような生活に朗け暮

れして来た。

ところが近年になって急に叉、農村との縁が深くなっ

て来た。と云うのは、 .先ず戦時中の田舎疎開で誰しも経

験した事でゐるが、この時には田舎の面倒な習慣や不便

な家屋を身をもって充分知る事が出来た。

戦争が終ると叉阪神地方に帰り 、昭和25年から神戸山

手女子短期大学に勤めるようになったが、この学校の学

生は半数近く迄農村家庭の娘である。叉数年このかた婦

人会とか講演会とか云って農村から招聴される事が多く

なった。それやこれや兎に角農村との繋がりが深くなっ

た事は事実で、斯 うなって来ると 、 どうしても農村を学

んだり、農村の事を考えたりしなければならなくなって

来る。そうすると叉不思議なもので、自分の育った、そ

して現に住んで居る者桧とは正反対の農村に却って興味

竹 内 さ く

が出て来るものである。

2. 量農村の実 glJ

兵庫県下でもずっと北部、 日本海に近いK 地方へ行っ

た時の事を先ず記してみたい。その時、地域婦人会の役

員の方の案内で、種々の農家の台所を見せて頂く事の出

来たのは大変仕合せであった。

A 票実は広い短形の台所で、決して便利とは云えないが

窓を新たに抜いて明るくし、かまどを新式に して煙突を

つけたので、芙の二点に誇りを持って居た。

B家は I 図のプラ ν の様な台所で、然、流しが低く 、窓

は小さく、土聞は土が凸凹して居て 、不便とも何ともお話

しにならないけれども 、そのま L 見せてどう したら良い

だろうか ? と相談されたのには本当に好意が持てた。叉

この家では、納還に紙羊を飼って居て、毎年能れる羊毛

のお金を台所改善資金にするべく積立てて居るから手近

な所からE主主主して行きたい、と旺盛な所を見せられたっ

C 家; 主只台所と云う場があるだけで、何の設備もなく

位置も惑く 、七輸を土の上に置いて、その側にしゃがん

で煮炊きして居たが、止tの家に対しては周囲からもっと

. 良く しなければいけないと喧し く云うので、改善す.る気

になって居た。 K 地方の如きは、今はまだ充分改善され

ていないが、非常に改善意欲が旺盛であるので額もしく

思った。

次に記したいのは、やはり兵庫県下、中部の山と山に

固まれた小盆地の T 村の有様で ある。此処へ行った時、

4母 校の校長先生と親しくする僚会を得たので、お願い

して、そのらたりの民家を見せて貰うことにした。案内

された民家は、いづれ も此の地方における最高級の家ば

かりであったので、更に、極〈普: 湿の農家を、 と頼んで

挿図 1 B家の台所

今

川 医 ]

-
k
l

マ

←雪
亡3
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住 宅 の 般 備 改 善 に つ い て

見たが、そう云う家は嫌がって見せない、と云う事であ える。そして個人を向上 させ、家族を向上させ、土地を

った。此処でもう既に前例のK 地方とは大分異った雰囲 向上させ、その地方を現世における極楽君事土化するには

気を感ぜざるを得なかった。そんな訳で、拝見した家は、 各人の心の余裕が要り 、時間の余裕が姿り、知識の獲得

概 して家屋も大きく普請もよく 、板戸は鏡の如く臆かれ が必主主であり、その為には、 日々の家庭労働が楽に蛍ま

塵一つ止めぬ掃除振りで・あったけれども、英処には気の れるように、家屋が合理化 される事に依って、時間と労

惑なばかりのだだ広さと、間取りの無駄があり 、台所は カの余裕を出さねばならぬことに気がつかなし、。英処迄

全くなって居なかった、 と云うより台所らしいものがな 心を開いて見ょうとして居ない。此の頑固な封建的思想

くて、能率の悪いかまどと、低い流しと、大きな戸棚が こそ、金銭の不足のまだその奥にある改善を阻むもの、

暗い台所に置かれて居るのみで、あとは屋外の井戸端で

石の上に組を置いて切る程度の事であった。然もその内

の一軒は、最近立派な書院造り風の内橡を廻らしたこ問

つづきの殴れ座敷を新築して居るのに、台所は少しも顧

みられて居なかった。筒、驚いた事に、此の家の若夫人は

京都の采女専家政科出当者であると聞いた。止tの地では

新時代の教育を受けた奥様も 、此処迄順応しなければ生

きて行けないのだろうか。金持でも、イy テリでもそれ

以上の何物かに押えつけられて自己を殺して順応するう

ち、家を便利にすると云うような進歩的な正しい欲望を

失ってしまうのではないだろうか? よりよい生活への

慣れも 、夢も、修く消え失せてしまうのではなかろうか?

3. 改善を阻むも の

兵庫県のK 地方、 T 地方は、私が見た農村のほんの一

例に過ぎないが、凡そ農村住宅と云うものは、何処へ行っ

ても随分非科学的に出来て居る。この事は兵庫県下ばか

りでなく、恐らく全国農村共通の事実とも云たるのでは

ないだろうか? 何故何時迄もこんな状態が続いて来た

ρだろうか? 最近農村住宅の改善と云う事をよく聞く

が、それでも何故なかなか改善されないのであろうか。

私が斯う云う事を云い出すと、極って相手= それが農

村の人でも、都会の人でも、或は指導者と云われる人で

さえも= は、資金が足りないからと云う。そしてそれで

片付けてしまって居る。しかし農村をよく見てみると 、

まだまだ無駄な事にお金を使って居る。叉新しく建てる、

家も昔のまんまの何等改善されないものである事を目撃

する。こんな処を見るとお金の足とない事のみが設備改

善を阻むものとも云えなくなって来る。本当に生活を合

理化する惑を望んで居るのかどうか疑いたくなる。便利

で、朗るくて、楽しい家。そうした物への要求がないの

ではないか知ら‘ と疑いたくなる。

私が農村高校の家政の先生方の認定講習に行った時、

先生方のリポ{ トの中に、その原因を、封建的思想の威圧

によるもの、と烈しく衝いて居るものが幾つかあった。

封建的思想の酷い処になると、家を閉るく、働きょく住

みょくする事が、良い事である普であると思わない人々

が、今だに沢山居て努力を持って居る。そう云う人達は

或いは若い綴に楽させる事: は身の毒だと云い、烈しい労

働に従事しない事は勿体ないと云い、我盛者を作ると考

12 

と云わねばならない。

4  アメ リカて視たこと

1951年アメリカへ旅行した時に視た向うの農家の生活

改善について記してみたい。

その時私はオハイオ大学に暫く止って居たが、此の大

学の家政学部の建物の中にオハイオ州、| 庁の拡張事業課

( Extensi on Work) の事務所があって、大学の家政

科で研究された結果を、拡張事業の働により、村々の婦

人会、高 ・中・小学校を通じて、各家庭に行き渡らせて

居るのを見た。

叉ワシ γ トシチ|、| へ行った時には、ワシ γ トγ 大学農学

部に農務省拡張事業訴があって大学農学部と農務省が相

提携して、農村改善問題にらたって居るのを見た。此処

の大倉庫に入ると 、丸で図書館の議庫に入ったようにず

らりと整理棚が取りつけられて居て、何百極と云う 一一

或は何千種かも知れなし、戸一寸く Y ブレツトが、整然と整

理されて居る。之等のメ γ フレツトは、農業に関するも

の農民生活に関するもので、農民住宅の建て方や、農家

の台所の作り方等の指導脅もあった。拡張事業課では、

地方に行って、之等のメ y フレツトを配布して、大学: r : '研

究された結果を教えたり 、時には地方の指導者を大学に

集めて短期間勉強させたり、等しく徹底を計って居る。

叉バ γ ブレツトは何時何処から註文して来ても無料で応

じて居る。

バ γ プレ Y ト中、農家の住宅建築や生活関係の指導書

は、農務省が、農学部、建築学部、家政学部と共力して

作ったものであり、定等を配布し言、正しい住宅とその

住み方の知識を与えると同時に、直接建築の指導にも当

って居るのを見て、アメリカの農家が、たとえそれがど

んな僻地に為っても、能率のよい立派な台所と、 気持の

よいパスル{ ムを持ち、緯度の相当高い地方に於ても完

全な媛房を備えて活て寒さ知らずに冬を過す等、家庭に

於ける彼等の生活を充分ェ γ ジョイして居る事が領ずけ

た。

日本でもアメリカの農民住宅改善の方法を取り入れる

事は出来ないものだろうか。農林省とか府、県とかが中

心となって、住みよい農家の設計をしては如何なものだ

ろうか。寒地、緩地、風向き、その他種々の条件がある

から、その種類も棺当の数にのぼると思うが、ーっそう



住 宅 の 鮫 倫 改 善 に つ い て

明，.. (1望

↑  挿図 E アメリカ l主務省発行のバ γ プレツト

挿図E アメリカ農務省設計の農家透槻図の左手、樹木の →

はるか向うに見えるのは牛小屋

云う事を真剣にやってみてはどうだろうか。出来たもの

は農林雀或は県庁の仕事として 、之を奨励するならばき

っと成績が上ると恩われる 。すでに改善意欲旺盛なK 地

方の如きは、その指導に依って実行は渉どる事だろうし

封建的思想に曹、いされて居る処も 、夫がお上からの奨励

となれば、封建的地方であればある程、一層上からのカ

には従う事だろう c しかしその指導案なるものは、何処

何処までも、農村を深く理解した上に立ったものでなけ

ればならぬ。外形ばかり農民の気を引くものでなくて 、

農民の生活の底から理解し、哀

発したものでなけねばならな Lい、、。そこでで、日 2本転でで‘ も 、その

指導策を作るに当つては、農科、、建築科、家政科が、各

々の立場から研究し、協力して良いものを作ると云う風

にしては、如何であろうか。斯うすれば農家の改善はは

か取るだろうし、これ等の科に於ても 、彼等の研究が生

きるので益々励みとなる事だろうし、教師も学生も農村

を理解し愛する様になって 、 日本の将来を幸福にするだ

ろうと思う 。

区長三五雪j

1 . 住 ん で み て

都会は勿論のこと、君s部にも鉄筋アメートが随分建設

された。それ等の内には、会社や、役所の舎宅も相当あ

るが、大部分は、府営、県営、市営、等の所謂公営アメ

{ ドである。私も一昨年一月に公営アメートの一つに入

居して、今で丁度二年になる。阪神間の風光明眉な位置

にある鉄筋四階建アメ ー トの四階の住民である。アバ ー

ト住居は便利でらる。瓦斯、水道、電気の生活でほんと

に手聞が省ける。一軒家を構えて居た頃と比べると 、お

話にならない程、毎日の家庭労働が楽に営まれる。私の

家庭は、夫婦と娘二人の四人家族で 、同人とも勤めを持

って居るか、学生かで、毎日家庭の仕事以外に自分の仕

事を持って居るものばかりである。それでも女中無 しで

四人が助け合って、どうにか暮して行けるのはアメ ート

住居のお蔭だと思って居る。塵芥は 、ダスト シユ ートに

ほり込めば良いし、風呂は瓦斯風呂だし、電話も取りつ

ける事が出来た し、 狭いから毎日の掃除も極めて簡単に

済む し、 ほん とうに便利である。叉入口が欽の扉であ る

から、鍵をかければ完全とは云えない迄も 、比較的安全

である。便利はアバ ート の大きな特徴と云えよう。

叉家主の都合で立退を命ぜられる心配の無いのも 、こ

れ叉、有難い事である。此の前住んで・居た家は、家主が

他へ売却したために立退かねばならなかった。話がこ・た

ごたしてから立退く迄の問、全く燥な思いを重ねねばな

らなかった。率いアメ { トに入居が許されたからよい よ

うなものの、ゆるされなかったら、まだまだ苦労は続い

た事だろう 。それを思うと公営アメ{ トは突に有難い。

しかし公営アバ ー トと云えども良い事ばかりではない

一野のスペースはどう考えても狭い。間取りは随分上芋

に考えてあるし、私も出来る限り荷物を制限し簡易会湾

に徹しようと努力はして居るが、何としても狭い。だか

ら、今後はも少し広い物を建てられるとよいと思う。

叉合所の流し 、 調理台 、 等の高さが低過ぎる。 ＷＵｾＸＰ

涯が適当と思われるのに、 私の家のは九糎よりない。
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住 宅 の 重 量 繍 改 善 に つ い て

洗濯場の流しの上端は76短あるが、槽が深いので結局低

いのと同じ結果になり、台所仕事も 、洗滋も腰をかがめ

なければ出来ないので、いつも腰が痛くて疲れる。その

他、棚の高さ、奥行、等々凡そそう去った処の寸法が重

要視されて居ない。これは使用者に取っては痛切な問題

で、もっと寸法を丁寧に扱って貰いたい。ただ広し・家な

ら、少々流しゃ台が広くても、狭くても、大した事には

ならないが、公営アメートの如く狭い所では、平商も高

さも余程寸法を尊重しなければならない。

筒、洗濯場' の事について一言したい。私のアバートで

は屋上吹放しにあるので、冬は寒くて出来ないし、夏は

カ γ カγ 照りで熱くて、余程早朝でないと出来ない。或

会社の社宅用のアメートは、随分上等のアバ{ トで屋上

にガラス張りの立派な洗濯室を設けて居るけれども住民

が余り利用しなし、。と云う事で、私が行って見Jたら洗沼

室に湯を沸す設備が熱、。詑十者には、洗濯に湯がつき

ものである事が解らないらしい。その他私の見た範囲で‘

は何の アメ{ トも洗濯場については無知と云いたし、程不

充分で、ある 。

私共のアバートの地下に倉庫がらるが、毎度水浸しに

なって図って居る。汲み出しでも浪み出しても湧いて出

る。倉庫に入れた物が濡れたり、高い処に置いたもので

さえ徽て図る つ大ピノレディ y グでは、地下二階三階迄も

使って居るのに、どうしてアバートばかり地下僅か四尺

ばかりで、 7. K が出るのだろうか。

住宅は住んで居ると、ちょいちよい故障があるもので

ある。アメートで・は殊に給水排水に関する故障が多い。

地下浸水も共通した大故障と云える。電気の故障〈殊に

共同スイッチの故障〉も綴繁である。斯んな時、修絡が

中々手取早く行かない場合が多い。住宅協会に修絡係が

あって、定期的に巡回して、小破損の内に修繕せられる

ならどんなに助かるかと思う。

筒ｾ で乍ら 、住民の心得と でも云ったら良いだろう

か。アバートは大勢の人が一つ屋根の下に住むのである

14 

から、互に個人尊重と共同の精神の下に生活が蛍まれな

ければならない。共同の場所の掃除等、心掛けの良い人

達ばかりが 、いつもやって 、我健な人は少しもして居ない

有様でゐる。叉住民の中にわんぱくな子供が居て、庭木

の葉や校をもぎ取ったり、垣根に登って壊したりするの

にその両親は少しもたしなめない。それに依って一般住

民は嫌な惣をし、住宅協会は迷惑して居る。子供に社会

人としての教育は幼少の時から施さねばならない事は誰

ーでも認める処で・あって 、アバ ー トは一つの共同社会であ

るから特にそれが必要で、叉子供の社会教育を施す上に

最も適した所と云わねばならない。

以上記したように、アメ{ トで・は住民一般に共通した

明題があるから、委員を作って 、夫等共通の問題につい

て討議し、善処する制度を取ると良いと思う 。

2.  よりよいアパートをめざして

台所、洗濯場の不備、地下倉庫浸水問題等々、住んで見

てこそ痛切に感じられるので、住まない人に本当の苦し

さは解らない。そこで、これからはアメートの設備を設

計される方のうち、少くとも一人は、その家族と 共に、ア

パートに住まれると良いと思う 。そうするとその体験を

適して良いものが生れて来ると思う 。叉住民の体験を聞

く事も良いと思う 。今迄にも開いて貰った窃: は無きにし

も非ずであるけれども 、もっと突込んで、真面目に、よ

りよきものを目指して 、協力しなけれ; まならないと思う。

住民と云っても、台所の寸法や洗濯場の不備に悩むのは、

主に主婦であるから、その声にもっと: 専を傾けて貰わね

ばならない。一体男子だけで、住宅の設備を設計するの

が無理なのではないだろうか。広い無駄の多い家屋の場

合は余り目立たないけれど、アメートの様に、小スペー

スを最大効果に使わねばならない場合には、裁に慎重を

要するので、アメ戸ト住民の、然も、炊事に、洗濯に経

験の多い主婦を、その設備の設計に参加させられるよう、

特に希望して止まない。

( 筆者神戸山手女子短期大学教授〉



' 交 温 計 算 に よ る 1 I !l II IIl

i  エレベータ及びエスカレータの台数の選び方 ;  

1. ま え が き

新建築物について申せば、その附常設備であるエレベ

ー夕、 エスカレ{ 夕、冷暖房、水道衛生、配雷、照明等

が適当な選び方をしていなし、と 、 ピル自体の能力は低下

してせっかく投資された資本も完全に利用されない結果

となる。特に高層建築になる程エレベータの性能、台数

の選摂が直接ヒ勺レの効率に影響するから出来るだけ合理

的な方法で決める必要がある 。

古い建物で戦争中供出のため徹去した所誘拐ハツチを

利用してエレベータを復活する場合に於ても、戦争前と

今日とでは性能に於℃長足の進歩をしているから、事情

の許す限り最高能率( 速度の早いもののみの意味でない

〕のものを選ぶ必要がある。

合理的な台数の選定をするには交透測定叉( 土交遊計算

によることが唯一の方法であって以下その概要を述べる

2. 交 通 測 定

A  調査すべき項目

(1) ピノレの性質、位置と交通主主 ( 交通機関の停車場

との関係〉

(2)ピJ レの階数、階問高さ、エレベータの行程

(3) ピルの人口及びその分布状態

(4) 各階の使用床面積

(5) 1 人当 りの床使用面積( アメリカに於ける一例)

a  ピノレ全体を一つの事築体が占有していると

き 1人当り 1. 9坪

b  大都市の混雑するピルで 11 2. 5坪

c  中都市の商業地区のピルで 11 2. 8.坪

d  小都市の閑散な交通で 。 3. 3坪

B 受 適 量

5 分間にエレ ベ{ タ へ出入する人数で、算定する。

一般のピルでは朝のピーグが最大であるから 5 分

単位に実測して台数算定の基礎にする。( 後述の

実施例参照〉概略の目安としては、

(1) 比較的経漫な交通状態では 5 分間にピル人口の

12% 

(2)普通の交通状態では 1 3 %

似顔繁な交通状態では 1 4 % 

(4)専用事務所文は同時出動の貸ピノレに於ては主主か

木 ヰサ 武 雄

に多く 25% 位に取る必要がある。

C 扉 開 閉 時 間

扉の幡、扉の開き方( 片聞き 、両開き〉及び戸閉

機械によって異なるが電動戸閉の場合

片聞き 2 - 3 秒

両開き 1. 5- 2 秒

D  乗客出入時間

乗客の種類、人数の多少、扉の有効関幅等に関係

するが

(1漣続出入の場合 L事務所ピルの朝のラッシユ時

や百貨底の 1階乗場等〉は 1人当り出入会計2 秒

(2)不定続出入の場合 3 - 4 秒

E 停 止 数

始発階と途中階の予想停止数との和である。予想

停止数は乗客数とサービスする階床数に関係して

確率で決めた値である ( 第 1 図次頁〉

F 走 行 時 間

加速滋速の時間と定格速度で走る時間との和であ

る、途中階停止の多いエレベ ータに余りに早い速

度のものを選んでも加速の終らぬ内に蹴速が始る

から、毎分 105米が最高である 、但し 8 階以上の

建物で急行叉は掛皆飛び運転の場合は早い方が勿

論能率的で、日 本では毎分 150米が最高である。

G  平均一周時間

乗客出入時間と扉開閉時間と走行時間との集計で

交通計算上の重要な要素となるもので昔| 算と共に

出来るだけ実演1闘を参考にして決め加まならぬ。

H  集客運綴能力

エレベータの安格容量を75で除した数をカプの定

員とする。容量、定員、標準 カプの大さを例示す

ると第 1表の通りである。

第 1表

容量k g 定 員 ( 漂 わ に 五 大 ふ 粍
月 途

750 I  9  I  1650 1400 一般用

1，000 12 1950 1400 
。

1，200 15 2150 1500 f/ 

1，必O 18 2100 1800 //  

1，600 21 2400 1800 
// 

1，800 24 2400 2000 
// 

1，必O 1600 2400 病院用

15 
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第 1 図 予 想 停 止 階 数

5分間に 1 合のエレベータの乗客運搬能力を見出

すには、 朝夕のラッシユ時{ 主定員そのまま即ち

1∞%  ( 片方向 95 %他方向 5 %) に取って、定員

をC 、一周時聞をT 秒とすれば

ｰ ］ ＶＰ ｾ ｾ＠ ><'c 
= 一 τ 一 一 .... ー・・ー… ・・… ・・(1)

3. 交 通 計 算

次の符号を用いる

s=エレペ{ タの昇降行程

v=定格速度 米/ 秒

t a=加速叉は滋速時間 秒

t d=扉の開閉時間 秒

t  = 乗客出入時間 秒

s  = 加速叉は減迦巨離 ラj(;:

h = 各階高さ 米

n = 全停止数= n 十1

n' = 予想停止数〈第 1 図により求める)

T =一周時間 秒

N = エレベ ー タ台数

エレベ{ タの運転は、建物の極類、乗客の種類、運

転台数、迩転時刻、制御方式等によっていろいろの選ひ・

方があるが一例と L て次の運転方法による T の値を示す

計算式を表わして見ょう。

( 幼往復共各階サ F ビス運転

カプ内の乗客の行財皆及び乗場からの呼に応ずる階

に停止するもの

。cーの- 一
ｔ］ｴＫＲｮｴ､ 十 Ｒｮｴ｡ 十ーす ｾＮｵＢ ・・ ・....・ H ・，(2)

最後の項は全速走行時間を示しているが実測した結

16  

16品

果によると各階サ ーピスの場合最大

速度は毎分 1∞米位であるから毎分

105米以上の場合には

V > 1 0 5  T = t 十 2nt d+2n

x 1. 42 f / h....... 一(2)

但し加速度率をl. 4米/ 秒にした

(b) 往復の何れか一方向のみ各階サ

ーピス 、他方向は急行溜去、 ( 事務

所ピルの朝夕のラッシユ時に用いる

迩転方法である)

T = t + 2 nt d十2nt a十

2 S - 2  

V 旦2 … ・・ ・ ・・ (3) 

但し (2) 式と同一式となる

ＱＳｾ＠

e
h噌

e

e

e

h

v

@
掴

q
市

川

川

川

3

8

7

V > 105の時は

10 

T = t 十 2nt d十2n' x 1. 42 V l l

円 R

+2t a 十- V2. ・・・・ ・・ … (3' )

ヤ) 往復共急行潤去、 ( 百貨庖で乗

客が 1階で続敵した時 1 パ γ グの半数叉はそれ以上

の台数を急行に用いる〉

Ｏ ｮｾ＠ _  • ｮｾ＠ S  - 2 5  

T  =  t  ＫＲ Ｈ Ｒｴ､ＫＲｴ ｡ 十 一一 ｾ ｾＩ・・・・… ー い ＨＴＩ

(d) 1階始発で 1 階飛ばし (2 fi oor r un) に造転す

る ( 2 台並列の場合奇数階停止と偶数階停止とに分

ける 、中小ピルで‘ 朝夕のラッシ ユにこのような運転

を行う) ( 註計算式は紙面の都合上省略する )

ta及びs の値は直流可変電圧エレベ ータでは第 2 表

のイ直に採る。

第 2 表

V 米/ 分 ta 君主 s  米

75 1. 89 1. 18 

90 2. 07 1. 55 

105 2. 23 1. 95 

J 20 2. 39 2. 39 

150 2. 67 3. 33 

容量1，0∞廷、1，400活のエレベ ータで(a) (bl :めの運

転方法につき一周時間の値をE吟草して図示すれば第

2 図、第 3 図のようになる。

T はカコ" が始発階で戸が聞いて乗客を乗せ目的階に

サ{ ピスして始発階に帰り戸が開く迄の時間である

Ｈ ｢ Ｉ 及び信Ｉの往叉は復の何れかは 、 カプがｾで帰る計

算にしたから若し乗客を乗せる場合は乗客出入時間

を加算せねばならぬ。

4. 台 数 の 算 出

(1)式で 5 分間に 1 台のエレベータが運ぶ能力は

60.x 5  x  C  

P  =VV:' i  であるから Q = 5 分間に運ぼう と
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第 2 図 一 周 時 間

する乗客数とすれば

エ レ ペ イ 台 数 N = 争 朋

ここで注意せねばならぬことは、カプの容量・を大きく

すれば台数は減ずるがT が増加して輸送能率は低下し乗

場に於ける待時間が長くなる 。従って価絡、据付場所の

面積、ライトピ{ グ時の一時休止さ事を考慮して適当な大

きさのエレペ{ タを選沢する必要がある。

使用目的からエレベータの容量と速度の適当なものを

わが国の現状から見て例宏すれば第 3 表となる。

5. ヱスカレータによる交通に就て

A 百 貨 庖

百貨庖の交通状態は一般ピノレと薪しく趣を具にしてい
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第 3 図

第 3 表

一 周 時 間

7以 上

4 - 5  

6 以 上

在主※ 印は交流二段速度エレベ { タとす。

R の値は2( ド25で25以上になる と輸送設備が能率的に

る。米国に於てはDenci t y R atio をもって表わしてい

いっていないと君主している。

る。Ji! Pち D enci ty R at io R =  

2 階以上の売場の全閣桜( 平方吹) 日本の大百貨庖のエレベ ータに乗る時の混雑探りか ら

・・・何)

1 時間の輸送能力 察するとこの値は遥かに超過していると恩われる。
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新丸ピルエレベ ータ午前 9 時前後の交通状況

百貨庖ではエスカレ { タと エレベ ータとを併用する

か、或はエスカ C〆{ タ を主にエレベ ータを副として設備

することが最も望ましい方法であって、米国では盛んに

この方式が行われている。

エスカレ { タ の 1時間の運搬容量は釦O裂( 内側バネル

の偲叙沿粍〉で5，α) ( ) 名、1笈治型 ( 12∞粍〉で8，α) ( ) 名であ

る。これをエレベ ータの輸送能力と比較すると、容量16

∞冠( 定員22名〉速度毎分120米の直流ギヤレスエレベー

タで 1階到瑠間を各階造転すれば毎時の輸送能力は約4∞

名である。 E日ち8∞型で12倍、 1200型で突に20f奮となる。

然もエスカレータは乗り 乍ら; 売場が見られて購売欲を誘

うし 、エレベータに反し待たずに乗れるし、据付面積l主主主

かに僅少で、経常費は少ないからう! と国に於て百貨庖は勿

論寸主事務所ピノレの 8 階位迄多く用いられる訳である。

B  事務所ピル周其他

一般ピノレ内の銀行は一般に1階を占有しているが、エス

カレ ータを設けると2糟で銀行業務が円滑に行われ時皆

は大商庖に貸すことが出来る、英他地下鉄、停車場等に

設けると殺到する乗降客の流れを円滑に捌かれ得る。

6.  交通翻査の実施例 ( 新丸ピル〉

三菱地所会社と三菱電機協同して昭和28年 2 月11 日

12日に実施した交通調査の概要は次の通りでエレベー

タ台数決定の参考資粉になると思う 。

(1) エレベ{ タ 三菱電機製、直流ギヤレス 、スーバ γ

グナルオベレ{ シヨ γ 、容量 1，∞0キロ( 定員11名)

速度毎分150米、行程 1 - 8階25・572米、7 - 8 階3・454

米、 1 - 4 階11・7日米、 1 - 6 階18・弱4米

(2)位置及台数

東玄関左側 ( Aパシグ) 4 台 行財皆7，郡皆

同右側 ( Bパシク) 4 台( 内 3 台迩転〉行財皆 4

- 6階

(3) 調査項目

時 刻 午 前8. 30より 9. 30迄 1 時間

1 階戸が開き初めた時刻測定

1 階戸が閉り切った時刻測定

1 階並に停止階に於ける乗降人数測定

ビ、ノレ各出入口に於ける入館者の人数を15杉毎に測定

調査結果を図示した一例は第 4 図の通りである。

仏) 実浸l蹄 果

( 例入貴重者とエレベ ータ利用者との割合は第 4 表の通

り

第 4 図 新丸ピル東玄関A パンク 3 号エレベータ一周時間J 乗客数、実演l図表
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第 4 表

数

一

グ

一

客一

γ

一

m

m

時

回

総

伺
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劇

祭
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一

1

1

1

一

8

タ一
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一

ニ

グ

一
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ペ一

ν
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切
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ω
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m
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4

4

一
Q

U
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岡

西

、
-

4

7

司

、

南

一

ル

和

一

味

一

刻

分
与

す

時

日

8. 45- 8. 50 

8. 50- 8. 55  

8. 55- 9. 00 I  702 

9.00- 9. 05 !  449 

9. 05- 9. 10 I  258 

9. 10- 9. 15 2 2 9  

の合計〉

A パ γ グ、 B パンタエレベータの上記 1 時間の乗客数は

各パ γ グを利用する夫々の会社の間勤者数 ( Cパγ F利

用者を除ぷ〉に硲等しい、 5 分間の最大輸送人員は各パ

シタ共8. 55- 9. ∞ の聞で三全国空輸送主皇の比率は A  

出霊訪者霊友

220 x 1∞ 115 x 1∞ 
・ーー ーτ ー =23・5% ，B パγ グ・・ 一 一 一 = 13% と

935 、 880

なる。A パγ F利用会社は 7 及 8 階を占有する同一会社

で、 B パシタ利用会社は数社に分割されているから上記

の値は第 2 項 B に示す値に路一致している。

(b) 実測による一周時間

最も乗客の稿較する 8. 55- 9. 00の問に於ては

第 5表 一周時間 〈秒〉

エ ア A 4 ａｾ＠ ａｾ＠ ａｾｉｂＴ＠ ｂｾ＠ ｂｾ＠

57 66 60 84 100 67 82 

63 59 62 66 70 76 80 

66 63 63 52 75 59 67 

60 61 59 39 67 81 74 

62 41  76 73 

平均 62. 6秒 平均 74秒

平均符時間 15. 6秒 平均待時間 24. 6秒

(c) 実測巴よる乗客出入時間

A パ y !l に於ては 1 人当り平均1. 0秒

ｂ パ γ ＿ＧｴこＱｩｾて ￭￬ 1. 4秒

似) 計算に よる一周時間

A パγ グ 行 先i7J 卸皆へ急行、降は 8階より直通

S - 2 s .  S - h- 2 s  

ｔ］ｴ 十 Ｖｴ､ＫＴｴ ｡Ｋｾ V 一 十一ーす一一

+  2  x  1. 4 2 V  h  =  62.  71秒

B パγ ク、行先，4，5，E精折返運転、降は 6 階より直通

S. ー28 ー

T = t + 8 t d十4 . ta-トー士v 十 4x l. 42 V h

F否。ー28

+ ...::.=v 一 =72. 9秒

即ち突額引直と路一致する。

よの式中で

Sl は 1 - 4階 間 11・756米

S2 は 6 - 1階 問 18・田 4米

で、ある。

収) 台数の検討

A ハ γ グ l

T =62 . 6秒 |

P 6 0X 5 x 11 h  l  

= 一一一一一一一 =52. 7名 |

62. 6 凶 1

220 • ｮｾ Ｎ ｟＠ i  

N = ー =4. 35合

52. 7 -. - - '-' 

B パシグ

T = 74秒

6Ox 5 x l 1 

p = 一一一一一一一 =44. 6名

74 
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笑運転台数 4 台 |  実運転台数 3 台

4 台使用するも8. 日 - 9. I  最繁使用時に於ても乗場

00の問は乗場の前に定員数| で行列する様なことはな い

待機してエレ民ータを待つ

状態である。

結論としてラッシユ時には 7 - 8 階符と して A パシ グ

4 台、 B パ y t/ の内 1 台計 5 台を使用し 4 - 6 階行と

して B パ γ タ3 台、言十 8 台を使用すれば最も能率的で

乗客に対し最上のサ ーピス遂転となる。

7. む す び

以上エレベータ及びエスカレ { タの設備台数の選び方

の概要を述べたが、我国に於ても建築設計者がこの点に

つき関心を持たれて来たことは誠に喜ばしい次第であ

り、拙稿がエ ν ペ{ タの交透測定並に計算に よる台数の

計画に多少の参考になれば望外の幸である 。 以 上

( 筆者三菱電機K K機械技術部長)

- 圃-

レ ベ ー タ

エスカ
λ  

一 菱 工-圃・圃圃-

レ ー タ

最新の技術を以ク℃各種の建物に最も適するものを設計施工致します

三予三電後執会C曾枇

本 社 東京都千代田区丸ノ内 2 の 3 東京ピル 電 和 国 会 (20) 1臼 1，2231 霊

大阪営業所 大目立市北区堂島北町 8 の 1 電福島( 4 . 5) 5251- 9 霊
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1. Ｈましｴｊｾき

「電話と云うものはらればうるさく、無ければ不便だ

」と誰かに開いたことがあります。電話の一面を語って

いて仲々面白い見方だと思います。この話も「無いとき

」の不便はノ、ツキリ分ってもらへますが、 「ある場合」

はた r 一言のも' とに「うるさし、」とかたずけられて、便

利さの面はスツキリ忘れられております。電話ーと云うも

のはどうもこう云うものらしいp 電話自体が事業の対象

である場合は勿論別でありますが、多くの場合は事業を

おこなうための補助手段にすぎませんので、電話が「う

まく働いている」時はほとんど誰も注意を払はず、 「ま

ずくなる」と不便が身にこたへ、腹立たしくさへな りま

す。こうして電話に関係している者にとっては、逆説的

な云い方をすれば電話と云うものを忘れぞ賞へるような

らこれに越したことはない訳であります。

しかし電話を「忘れる 」ためには、充分に検討して使

用目的にもっとも適し、合理的に設計され、安定した装

置を設備し、その上適切な保守をおこなうことが前提条

件であります。近代建築に電話設備が無いなどは論外で

ありますが、電話設備の適否は建築自体の価値にさへ響

くフアダタ{ のーっと考へるのは必ずしも我田引水とば

かり云へないで、しよう。それはともかく、折角貴重な紙

面を与へられた好隆会に電話設備の大要を述べて、建築

計画の最初から電話設備を考へて頂くよすがともなれば

何よりの事であります。

さて電話は方式から大別していわゆる磁石式、共電式

および自動式の 3 種類がありますが、自動式局管内に磁

石衣講内交管電話( 俗に 「私設」と云っておりました電

話設備は本年 8 月 1 日公布された公衆電気通信で「構内

交換電話」と正式に名づけられた〉は許されておりませ

んし、技術的にも面白くありませんので省略し、近代建

築の設備として最もふさわしい自動式構内交換設備から

進めることに致します。

2.  自動式情肉交換殺備の大要

自動式電話交換の考案は電話が発明された直後に既に

現れてきましたが、技術的な困難のために仲々実用され

るまでに到りませんでした。その後多くの研究者の努力

によって現在のように極めて巧妙な装置にまで発達し大

中都市の大部分の公衆局が自動化されるに到りました。
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構内交換電話装置も本質的にはこの公衆局の装置と全く

同じでありますが、規模の程度や使い方、附属設備、特

殊装置などで構内交換電話にはまた別な特異点がありま

す。

自動式構内交換設備は構内電話機すなわち内線電話機

相玄関の交換接続をおこなう自動交換機、主として局線

からの着信を取扱う手動中経台ならびに配線盤、監視信

号装置‘ 電話設備などから成り立っております。

自i I Y . 成交換機は日回線以下の小容盆の装置から数百回

線のかなり大きいものまで種々の装置がありますが、相

手加入者を呼出すために操作するダ、イヤル数字から云へ

ば、 80乃至90回線までは 2 敏字( 局線発信に“ 0" を使いま

すから 1∞回線を収容することはできません〉それ以上

7∞乃至8∞回線程度まではすべて 3 数字式であります。

電話機のダ・イヤノレを廻して相手番号をダイヤルすると、

ダイヤルの復旧回転時に 1 秒間10回程度の早さで電気回

路を断続して所謂イ γ パルスを選出します。交換機側で

はこのインメノレスを受けて数字どおりに動作して所要の

接続を行います。 この時百位の数字に脳動する選: f R 装置

がセレクターで、十位および単位の数字に応ずるのがコ

γ ネグターであります。第 1 図は一番歴史が古く、我が

園でもまた世界てーも最も広く使用されているストローヂ

ヤー式自動交換機のセレグターであります。コシ ネグタ

{ もほ r 同様の選摂スイッチであります。

これらのスイッチは

特定の電話回線に専用

のものではなく、多く

の電話機に共用される

ものでありますから、

非常に頗繁に動作し、

最も忙しい時一一普通

午前 9 時から11時頃ま

でおよび午後 2 時から

3 時頃ま で 2 、この内

一番忙しい 1 時間を最

繁時と云いますーーに

はほとんど休みのない

， 

程使用され、極めて苛第 1 図セレクター ( S T式)



‘ー・

第2図

自動交換

機械室

( ライ γ

スイッチ

およびコ

シネグタ

第3図 自動交換機械室 ( セレクター架〕

野 村 証 券 実 装500容量700回線自動交換装置

第4図 →

酷な負荷となりますので、寿命の長いものでなければ突 自動交換機

用になりません。このため部品の一点まで材料を吟味し 械室

、精密な工作と適当な仕上を施し、無理のない訳整をお ( 監槻信号

こなうことが大切でありますっ および同級

つぎにセレグタ ーやコシネグタ ーの設備数量は最繁時 装置匁) 日

の負荷にも充分耐へ、中継線不足による話中とならない 本相互銀行

ように設計する必要があり、セレグタ{ に対しては訪中

率 1/1000、 コシネグタ{ に対しては 1/1∞程度にとりま

す。話中主容を大きくすればスイッチの設備数量が減少し

て創設裂が安くなりますが、最繁時にスイッチ数が不足

して話中となる礎率が地力日し、電話本来の目的に沿いま

せん。

加入者の選出するダイヤル数字には直接の関係はあり

ませんが、セレグタ{ を共用するために、発信加入者回路

と空セレタターとを接続する装置が! l L、安で、 これには加

入者側から空セレグターを選出するライシスイッチと空

セレダターから発信加入者を選択するライ γ フアイ ν 〆

ーとがあ ります。いずれも多く佼用されておりますが、

通話が忙しい場合( 最繁時 1 回線当り発信呼数2、平均保

留時分 1∞秒松度以上〉にIt ラインスイッチの方が経済

的であり 、また構造も簡単で保守が容易でありますから

この方式が適当であります。

これらの各種スイッチ類は電荷回線が憎加すると相当

の数になり、装置工事、出来形、保守の便利などを考へ

適当なコ ニッ トや架に装置 L ます。第 2 図i 'J 歪第 d 図は

200 回線以上数千回線までの電話交換に最も適するスト

ローヂヤ式50号形自動交換機械室の一例であります。

自動式交換機の電気的回路は多数の継電器を適当に動

作させて回路を順次切り替へ、所要の動作をおこなうも

ので非常に多くの接点が関与します。例へば 3 数字自動

式構内交換機で 1 回の内線柑互通話に直接関係する接点

の数は約問個で; ( ; ，ります、 このように多数の接点が使用

されますから数百回線の自動交換機の全接点数は莫大な

数に遣し、ことの適否は柑当重大でありますから、スト

ローヂヤ式向動交換機では金 ・銀または金 ・銀 ・白金 ・

合金を使用し、特} こ笈負荷の場合には白金を使用して接

点障碍を起さないように考慮してあります。他の形の交

換機では銀のニ君主接点を使用したものもあります。

内線から局線への発信接続は普通 (( 0" の 1 数字をダイ

ヤノレして直機局線へ接続しますが、局線からの着信接続

では、局加入者のダイヤノレで・直接内線へ接続することは

法規で・禁止されており、また一般には技術的にも困難で

ありその上運用上からも反って不便でありますから、手

動中継台を設けて交換取扱者が受付けて接続 します。手

動中継台にも官気的の回路構成や形式、取扱法などかっ

非常に多くの種類がありますが、形式から大別して有紐

式と無紐式とに分けられますっ
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双組式6座席局線中継台

( 野村証券500回線自動交換機〉

局 線 完 裟 60回線 容 景100回線

内線 。500回線 。700回線

第5図

第8図本配線盤と試験函 ( 日本相互銀行)

第 7 図は一層簡単な亭上形無紐中統合で局線 5 回線まで

収容できます。

構内交換設備は以上のほかに交換装置の保護と試験の

ための回線切分けのための間線盤、回線試験装置などの

附属設備があります。第 B 図は本配線盤と線路および内

線試用の小形試験合の一例であります。

前項に自動式構内交換機の大要を述べましたが、 この

方式の特徴は接続が確実、切断時聞が非常に早く 61続い

て使用するも極めて便利であり 、 自動式でありますから

通話の秘密が保たれ、またサ ーピスが常に一定して良い

ことおよび人件費が少いことなどであります。 また装置

が非常に精巧でありますが、故障が少〈保守も容易で・》

ります。しかし自動式でありますから加入者自身がダイ

ヤルを廻して後続することは避けられず、時々はこの点

が多少不使と云はれることもあります。

これに対して共窃式交換機はた Y 送受器で外すだけで

交換耳支援者が凶答しますから、交換取扱者tこ相手番号を

告げて接続を依頼します。すなわち共電式ではダイヤノレ

を廻す手数が省かれます。共電式ではこのほかに、自動

式に比較して装置が簡単でありますから、創設裂が安い

こと 、保守が極めて容易なことなどの特徴があります。

さて自動式と共電式とにはそれぞれ特徴があり 、いず

れが優るとも一概に断定で・きず、電話設備の使用者側の

事業種別、通話の繁関、その種別、設置場所などの条件

によることで、使用者側! の御判断にまつところが甚だ多

いと恩はれます。一般には附常設備や後Jこ述べる特殊装

置なども考へて、いずれかと云へば自動式が無難である

と推察されます。

自動式と共電式3. 

一座席無紐式中録台第6図
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 卓上形無紐中継台

有紐式は第 5 図のように、正面のパネルに局線と内線

の複式ジヤツグがあって、交換取扱者が接続紐でこの両

ジヤツグを接続する方式のものであります。 この方式で

は電気的回路が簡単でありますから保守が容易もであり 、

また熟練した取扱者て・は接続時聞が非常に短くてすみ、

交換取扱の上でも E敬遠性が大きいなどの利点、がありま

す。

無紐式中継台は局線および内線ジヤツグを省いて、制

御用の電鍵だけを備へ、接続装置および白髭擁壁はすべ

て機械室へ装静致 します。第 6 図は無紐式中継台の一例

であり ます。この中継台は 1 座席形で局線10回線 まで取

扱え ますから、局線数に応じて必要な台数を併設しま す

n  

第 7 図



第 9 図会議電話装置操作函

4.  二、三の特殊荷置

近代建築の電話設備としては、内線相互および局線と

の通話だけでなく種々の特殊装置と組合せて非常に便利

に、また広い範囲の応用がおこなはれています。電話交

換装置は最も巧妙な継電穏回路の応用でありますから、

各種の信号装置、制御装置なども大ていのことは可能で

ありますが、とT ｾには二三の例を挙げるに止めます 。

4. 1  指令官話装置 火災その他の非常時に守衛詰所

そのほか必要な個所に一斉に通報する装置などはこの一

例であります。ゐるいは特定の指令者から必要な部課へ

の一斉指令、または本庖から各支庖への一斉連絡なども

この種の例で、使用者の事業によっては極めて応用範囲

の広い便利な装置であります。

4. 2 会議電話装置 前節の指令官話装置は主として

一方から多数の相手方へ同時に指令通話をおこなうこと

が主目的でありますから、被指令回路からの通話には多

少の制限を設け一方向の通話に優先権が与へられます。

会議電話装置では多数の人が電話を通じて会設をおこな

うものですから、何れの電話も対等の道話ーができるよう

に構成されております。

これらの装置は特定の指令者叉は交換取扱; i f f 占に依頼し

て会議または指令に参加する加入者選択、準備させる方

法が便利であります。第 9 図はこの方式による操作函の

一例であります。

4.3 車宇野呼出装置 ある幹部が隣府している場合、

任意の慢話機からその幹部に決められた特殊番号を〆イ

ヤノレすれば、建物内の主要所要所の凡必い個所に取付けた

色ラシプまたは数字ヲ γ プが点火し、また電鈴が鳴って

どの幹部が呼ばれているかを表示します。そこで呼ばれ

た幹部は任意の電話機から特定番号をダ. イヤノレして発信

加入者と通話することができます内第10図は壁または住

などに取付けるように設計された 5数字用呼出表示ラ γ

プの一例であります。 この例では 5 数字の組合せであり

ますから全部をとれば31種の番号または符号がとれます

4.4  自動共慣併用装置 自動式構内交換設備には局

線よりの着信接続用の手動中継台がゐりますから、この

中継台を利用して一部の内線電話機を共霞式取扱とする

ことも可能であります。例へば社長、重役、部課長など

の特定加入者には釦付電話機を設け、普通のようにた Y

送受器を外せば自動式と して動作し、電話機の釦を押し

噌 ながら送受穏を外せば共宝式となって局線中継台、の交換

手が応答し ますから、交換取扱者に接続を依頼し ます。

この方式で特定加入者の共電式夜扱ができて自動式と共

電式の取扱上の利点、を兼ね備へるこ ι が可能であり ます

以上二J 三の例を述べましたが、電話関係の法規が会

くすf しい構想の下に改められ、移動電話装置、 内線電話

機の噌設機械やブラシチなども許され、また一部接続、

他人使用や専用線、私設線の接続なども一定の基準の下

に正式に認められることになりましたので非常に広い利

用範囲が生れた訳で・あります。電話設備の計画に際して

充分研究すべき事項であります。

5. 電 話 般 備

電話設備に対しては自動交換機を設置する機械室、手

動交換室、電源室、附稽設備、休憩室などの適当な部屋

と、局線の引込、内線の配線などは予め計画すべき事項

であります。初めに述べましたとおり一般の構内交換夜

備では補助設備であり 、装置の特異性を忘れられ易く 、

ともすれば最も不便な場所に落着くおそれが無いでもあ

りませんつ

i

i

ワ

ル

マ

J

I

々

・・・・
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・・・・・

e

-

電話設備は事業の発展に

つれて筏めて急激に僧加し

また呼盆の変動も意外に多

いものでありますから、最

終容量の推定には依重な枇

討を要し、一方保守の面 よ

りも余り狭し劫所では到底

充分な保守成果を挙げるこ

とは困難であります。局 棋

の引込や内線の配線にも匙

築計画の当初より充分考慮

-• r  

，

 

・
4

，

••• 
ｾ、ｴＢｽ

第10図 幹 部 呼 出 装 置 する必要があり ます。電話

表示ランプ 設備の工事に際 し局線の引

込や内線端子函の配置に苦心し、あつるいは内線ケ ープノレ

の布設が露出工事となるなどのことが無いように、ケー

プノレ通1各孔、配線管、配線溝、ケープノレシャフトなど予

め検討して建築途中に施工しておくこと最も大切な事か

と考へられます。 どんな設備でもできる限り美しくする

ことは大切であり ましょう 。電話設備でもただ機能だけ

でなく交換機自体や交換装置の出来形にも充分意を用い

るのが当然であります。 とくに手動交換機などは交換室

の美しい調度としての窓匠が必要と考へられて きまし

た。

構内交換設備について交換装置設計屋の勝手な願をI1買

序も無く磁き立主ベて、貴重な紙面を汚し、また表題から

も大部かけ隊れ ましたことを深くおわび致し ます。

( 筆者 日本電気株式会社技師〉
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銀 行 の 設 備 に つ い て

与えられた課題が「銀行の設備」で・あるが、最近の銀行

建築はその設計様式がすっかり日殻を脱して建築家の新

しい型への探究力とたくましい創造力とが次々と作品化

されてこ L 数年来会く面白を一新した感がある。然し乍

ら銀行設備においてもこの様に画期的な進展が見られた

であろうか。もとより照明設備に於る蛍光灯某他による

新手法、温湿度読整設備に於る新しい試み等幾多の設備

界に於る'目覚しい躍動が感じられるのではあるが之等は

他の用途の建築にも共通したものでま( ， IJ ，銀行のみに限

定されたものではない。今認に各建築に共通した設備に

ふれて見てもあまり意味はないと思う。では銀行設備の

特色は何か。という事ーになると銀行建築が他の建築と特

に異ってい る点が銀行室と金庫、保護摩等にある以上、

銀行設備の特異点も自ら之等に関連したものとならざる

を得ない。こう見で来ると銀行の設備といっても甚だ局

限されたものになってくる。この様な狭義の銀行設備に

ついてではあるが最近大坂附近で竣功した二三の銀行建

築に見られる新しい傾向といった方面から簡単に述べて

見たい。

，.  電; 原般備について

銀行の電気照明はその業務の性絡上停電の際には一瞬

の間に予備灯に切替えられる事が望ましい 3 若しデイー

ゼノレ発電機のみで停電時の切替をしようとすれば点灯迄

に数分間の起動時間を要し、万ーにもその問に不慮、の禍

が生じないとも限らない。その為に最近では停電の際は

鱗時に自動的に蓄電池に切替えて予備灯を点灯し、暫時

の後にデイーゼノレに自動的に切替える様に二段切替装

霊堂にしている処が多い。即ち自動的に供給電源→電池電

源→予備発電機→供給電源? と切替えられる。止t点灯個所

はl:t! j下各室、金庫室、銀行室の要所、廊下、階段等、動

力では給排水ポ γ プ等である。デイ ーゼノレ発電機の容量

を大きくする事: は当初の設備費も、高価となるので必要

最小浪度の容量を採用している。街平時は保安憶力とし

て地下英他要所電灯、給排水ポンプ動力等の電力割当を

受け、冬期等潟水時の霞力不足の制限による停電から免

生 イオ( i ¥ r- - - - (、 交 換 宝

品 細 血 " ｾ、時特ゑ星

主普右克

金庫前T

Jh イ史堂

警 案 審

高 橋 誠 義

れている。叉銀行建築は一般にピル街の中心にあり 、使

用時に於る電圧と非使用時に於る電圧の変動が激しく

( 1l 5 V - 85V) 為に蛍光灯ラシプ等の不点火を起し、

寿命も短くなるので、それ等を防ぐ為に自動電圧誤濫器

を設置するようにしている。

2. 警 報 殴 倫

盗難等の非常の際に絶対に安心の出来る様な警告報設備

を完備する事は理想ではあるが困難である。然 し乍ら被

害 を 最小限度に喰い止める様には考えなければならな

い。カウ γ F ースグリ ーγ を堅固で・厳重にすることは先

づ第一に考えられるが、行員とお客との閑に親近感を与

え、サ{ ピスを主にして考えるならば、スグリー γ は出

来るだけ低くし窓口は広くしなければならない。お客に

対し開放的でサ ーピス向上が考えられれば、それだけ警

報設備を完備する必要があり 、その方法も色々と研究さ

れている。その概要について以下述べる。

a  抑ボタン信号

強盗及ギヤ γ グが受付や営業室に現われた場合直ちに

抑ポタ γ で信号を銀行内、隣接家屋及び轡察皇居に連絡す

る装置として第 1 図の系統がある。

以上二つの系統は別の系統とし、侵入者の入ったその

部屋では、プザー及びベノレが鳴らない様にする事が必要

である 。抑 ポタ γ はプラスチツグ等の透明物を破援して

押切りとし、平常はその意志が無ければ操作出来ないよ

うにする 。音は高音で市も弱音とし音と共に赤ラ γ 7 ' が

点灯する様にすれば関連は少い。

b  非常用コールサイン

非常用超短波無線電話局が警視庁及び消防局7こ設けら

れている。 この発信装置を銀行に設備し前記押ボタ γ の

操作によって発射する。押ポタ ν を押すとテープ ν コー

ダーにより超短波で親局を呼出し、その銀行の所在地、

名前を通報する。現局が信号を確認した場合は確認信号ー

により青ラ γ プが点灯し、バ下ローノレカー叉は消防車が

数分以内に銀行Jこ到達する様になっている。最近の銀行

協会の試験の結果では約二分後にノ什、ローノレカーが到着

i量輸 Q

小{ 史、宝

広長宝

立守安主

立3生生

賦J時家主

E言、1聖堂

警察客

第 1 図
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銀 行 設 備 に つ い て

N O. 1 

する事が出来た内超短波周波数{ 主 61. 7 5 MCで F . M. 電

波( 周波数変調〉が利用されているへ

c  超短波通信般備

超短波: 無線設備は固定局と移動局とに分れ、固定親局

として銀行本社に設備する。一日に二回の現金の運搬作

業を円滑に行い、 危険を防止する為、 移動子局は現金

輸送車に設置せられ現金の迩搬に利用される。周波数( 主

1 E OMCでF. l¥'I 電波が利用される。

d  金庫の警報設備

( 1) 赤 外 線 監 視

人間の限には悠・じられない赤外線を金庫室及び夜間は

銀行周監に発射して収入者がその赤外線を遮断する時に

第 2 図の様に笹報信号を発する設備で司ある。

物体X が赤外線の光の中に入った時、光束が減じ叉l土

iiml t ' r されて光電管室主流が減少し、l哲巾器のグリッド電r : E

芸Z

Ft c.σ)"D.G. 

N O. 2 

がより電流が憎加し、 リレ ーを動作する。リレ ーは上記

押 ポ タ γ をf J i・列に入れると瞥報プザーを鳴らす。向上設

備が働いている事を監秘する為に赤外線ラ y フ・と併列に

バイロットラ γ プを宿直室tこ点灯する。

(2). キヤパシタンス警報装置

上記赤外線の代りに電気的なコシデ γ サー容金による

もの。

m インパルス警報装置

赤外線の代り l' こ衝撃波を発信する方法によるもの

(4)  超音波警報装置

赤外線の代りに超音波によるもの

e  金庫扉開閉表示

金庫の外扉が聞いた時にはこ色表示灯の外の青ランプ

が点灯し、中原を聞くと中の赤ラ y プが点cnす る。二色

表示で扉の531関を表示するランプが底長の卓上 と蛍業室

第 2 図
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銀 行 殴 備

に点灯する様になっている。保護庫、書庫にも同様な設

備をする。筒此表示灯が点I 了されている聞は、継電器を

併用すればE震を関ぢる事が出来ない装置となっているか

ら、不注意の為に銀行員を金庫に閉ぢ込める様な災害を

肪く司Zが出来る

f 其 他

アメリカでは金庫の前室をテレピで映像し、之を盾長

営業部長等の席で監視し得る様にした例もある。

3. 非 常 殴 倫

この場合の非常とは火災、地震、戦災等である。

金庫は非常時に対して電気的に万全の策を講じておか

なければならぬ。金庫室は建築の関係上地下室に置かれ

るのが普通であ るが、湿気が多くなり勝ちであるから電

線はピ ニ- j レ線を使用する。叉他の室と完全に隔離 し、

電気配管は金庫室壁を貫通してはならない。その為に扉

を聞けた場合のみ金庫室の内外をキヤプタイヤコ{ ドで

連絡し、室内を点灯する様になっている。従って金庫扉

を閉ぢた場合は電気的に遮断されている。筒アメリカで

は火災発生の場合は金庫扉を自動的に閉ぢ、同時に周囲

に水をシャワーする装置もしであるとの事であるが日本

ではまだそこまでは行かぬ。

4  銀行室の照明について

銀行の営業は昼間であるが閉庖より点灯時以降の事務

は十分な照度を必要とする。銀行室は天井高く従って机

上国で均一な高い照度を得る為に穏々な工夫がなされて

いる。最近は殆ど蛍光灯照明であるが、器具を天井面に

露出するか或は埋込んで‘ J レーパー叉は硝子で緩い、別に

柱型、壁画等にプラケットを併用して全体の均一化をは

かつている。天井から器具を低く吊下る惑は経済的であ

るが、高い天井の意味が無くなる。国込型君器具 とするの

が得策であり、電球の取替も二軍天井の中でそ子うのが保

守に都合がよい。叉ルーパー使用の場合はその汚れが取

り難く、過箇率は思いが硝子が一番便利である。

7 C 汗面に、照明器具ーを用いず柱、壁面にプラケットを

叉出納室スグリ ーγ の内側に器具を取付けた例もあるが

全体の均一化は劣ると思われる 。以前には天井から大き

な シヤγ デリヤを装飾を兼ねて吊下け. ていたが、止t式は

新しい銀行では殆ど採用されない。稀に蛍光灯で γ ャγ

ヂリヤの形をとったものもあるが、装飾としても照度上

からも蛍光灯の特徴を減殺しているので余り感心出来な

い。叉各机上にスタ γ ドを取付けた例もあるが、それよ

りもスタンドなしで均一で十分な照度を得られる方が机

辺の配線の煩しさもなく好ましいと思われる。但し銀行

室の極〈一部が残業する場合もあり得るので全体を照明

する不経済を避けコシセ γ トを適宜荷量してスタ γ ドを

使用し得る様tこし床上コシセ γ ト等を設ける。最近の例

に見ると銀行室の照度には机上面で平均2∞~ω Oノレツタ

26 

に フ い て

ス位を採用して晴天時、曇天時の照度の差を少くし銀行

員の能率の低下を防いでいる。筒銀行室では札束堪定等

の為、自に疲労感を与えない様に蛍光灯にプリツカレス

回路を使用している。叉明るい処に犯罪なしと 云われる

様に建物の周囲を関る くする外灯照明はあらゆる意味に

於て必要である。銀行室周囲のギャラリーにプノレポツグ

スを置けば保守上便利になる。

5. 事務処理般倫

行内事務を能率良 くスム ースに行いお客へのサーピス

を向上する為に事務を機械化する傾向になりつ. l . . t ; ，る。

以下その方法について述べる。

a 計 算 器

( 1)  セーピングマシーン及アカウンテイング

マシーン

セーピシグマシ ーν は受付に設置し、お客の預金通帳

と銀行元般を同時に記載し預金額を自動的に計算し叉累

計も計算する。アカ ウシ ティ γ グマ γ ーν は当座取引の

お客に対 し向上の計算及ひ事務処理を行う 。上記の機械

の原動力は小型電動機で電力は一台約制ワ ット 、電圧

は 1∞ ポノレト で交直流両用である。停電の際電池でも動

作する。

(2)  I.B. M. 電気計算機

米国の計算機で借りて使用する。圏内でも多く利用さ

れる様になって来たが加減乗除及統計作表を自動的に行

う。先づタイ プ式の穿孔機で穴を明け、それの位置によ

り各カ{ ドの官m絞計を行う。用途により種々あるが一

台に付約 1 キロワ ットの電力を必要とし、動作を確突に

する為直流 1∞ ボノレトを要求される。前頁写真NO. l は穿

孔されたカ ー ドを分類する分類機で、NO. 2は集計記録を

自動的に行う会計機である。以上の機械で高速度に計算

を行い、 2∞人の仕事を20人に短縮する事が出来る。

b  伝票書類等の綴送装置

此装置は銀行室に於て伝票書類等を各役l指各課聞を直

結流通する自動搬送装置であって、その機構は遮続移動

するベノレトに直接に伝察、書類等を乗せて搬送し或は伝

票、書類等を簡易なケ ースに入れて適宜配置したダグト

の中を気送してケースを送達するものであって、事務の

能率化、 経費の節減、客ザービス向上等の為に銀行では

最近欠くヰf . の出来ない設備の一つである。

( 1) ベルトコンベヤー

之は近距荷量の連続搬送に適しており 、小型電動機 ( 単

柑1∞ v 、2∞W 程度〉によって運転され、伝票書類等は

(2 5 m- 3 0 m/mi n. の速度で〉連続的に移動するベルトに

乗って搬送される。之には竪型、平型、昇送型等がある。

( 2) 気 送 管

之は長距般の高速搬送に優れた性能を発慨する。気送

ダグトの内部Jこ包動送風機Jこよって空気の流れを作り 、
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送付しようとする伝票書類等を気送子( キヤリヤー〉或

はケースに収め配置された管内を気送して先方に到芦す

るように設計されている。

イ、丸型気送管装置

小型の気送管を使用し管の内部に空気の流れを作り、

送付し様とする伝票妥類等を丸型気送子ＨキヤリヤｾＩに

ｾｊｬＮめ送信口に挿スしてスイッチを入れると気送子は配置

された管内を高速度で走行し目的のステーショ γ に到着

する。此場合駆動空気は電灯震源で進伝する小型電動送

風機によって供給される。電動送風機はタイムスイッチ

によって操作され気送子が目的のステーショ γ に到達す

るに必要な僅かの時間だけ運転するようになっている。

叉は送信と同時に送風機を逆転し受信口yこ達すると停止

する王えもある。 小型電震IJ 送風機は防音を考慮したステ{

シヨ γ の卓子内の小面積内に据付けられている。気送管

経は5 7 mm叉( i 7 5 mm、走行速度は8 m- 1 5 m/sec 電動

送風機は単中目1∞ V 、伎町刀、 阪込型と押込型とがある。

口、角型気送管装置

通帳の様応大きさが一定し丸く巻けない書類は角型気

送管装置が便利で為る。銅製の短形気送管を使用し、之

を床上、床中、天井下等に配管し管の内部に空気の流れ

を作り 、通帳、伝票等を角型ケ{ ス( 不燃性セルロイド

製〕に収めて送信口より投入する。共他は大体丸型気送

管と同様である。気送管は 2 8 mmx 1 3 0 mm、走行速度

は5 m- 1 0 m/sec 電動送風機は1∞ v 、e∞W、吸込型と

押込型とがある。

c  写真電送及テレタイプ

写真電送は署名された証券等の写真の電送装置であり

テレ F イプはタイプしたものを電送する装置である。何

れも電気容量は 2K W程度で大都市の主要樹子では据付

けている。

6. 銀行室の温謂般備について

銀行室は広〈 天井の高いものが多いので室内の渇湿度

を均一化する為にはユニットコ γ デイシヨナ ーやウェザ

{ マ スタ ー使用による濁認は出来るだけ避ける事が望ま

しい。最も適しているのは中央式エヤーコ y デイシヨニ

シグによる方法であるが、 これは風道管芙の他の為に前

者の三倍程の容績を失うとし、う建築上の欠点があげられ

る。、街此方法とバネノレヒ ーテイ Y グ、グ { リγ グシステ

ムとを併用する方法は一部で採用されているが、今後に

対する新しい方向を示すものといえよう 。天井の高い銀

行室の空気を冷媛開時共にそのディスト リピユーシヨシ

を完全に保つ事は不可能で、あるから、何れにしても夫々

に適応したサ ーキュ ーレーショ γ を考案する惑が必要で

ある。一般に吹出口の高さは余り高くしないで数を成可

〈多くし、1段込口の位置を考えてショ ー トサ{ キユツト

の起らぬ様注意されている。次に建築に関係した事で‘ あ

に つ い て

るが、階高の高い銀行室では窓面積が大きい為特tこ日光

の直射による腕射存在に注意する事: が肝要である。筒止t熱

立は冷房負荷の3 0 %を支配するもので、天候によっては

影響を受ける日もあるので許せるだけ建築構造上この日

光の直射は防ぐ様にしたい。その方法として窓ガラス内

側にベネシヤ γ プライ γ ドを使用した時と外側に使用 し

た時の侵入毅訟を比較すると 、前者( 内側〉が後者( 外

側〉より 2. 6f音多い。依って日除は外側につけた方が冷

房時には者fi 合がよい。

次に音響の点であるが、最近銀行室の墜に防音材を使

っている例もあり 、 ｾ音防止に関心が払はれつ ｫ ある様

である つ 銀行室は一階に設けられる事が多いので特に

地下室の温調関係機減類の音響には注意しなければなら

ぬっ銀行室として許される騒音度は60デシベノレ程度で‘ あ

るが特に音響を少くする為には吹出口に消音装置を取付

けるのも一方法である。騒音の内でも金属的な騒音l主除

去し難いから送風機、ポγ プ、モーター等の選定に注意

し殊に送風管、機械基礎は音響的に建物と遮断されなけ

ればならない。叉吹出口の風速は 日0- 800 吠/ 分が銀行

室長には適当であって、 10∞ 吹/ 分にもなると騒音・もあり

不愉快となってくる。吸込口も仏い銀行室では大きくな

り勝であるから機械室の騒音を消す為には消音装置を考

慮しなければならない。筒殴込口があまり大きいとその

近くでは執務に不適当な空気の状態となるから 、許せる

ならば透路叉は階段照場等の様に静止した人に風速を感

ぜしめない位置に設置する事が望ましいっ叉消音装置; 主

一面塵挨の貯溜し易い所となるから将来消音袋置の取替

叉は紛除の可能な様にして置く事:も肝心である 。援込口

風速は 3∞~田O択/ 分が良い。

以上で明かな織に銀行室の建築の議官で防穀、防音が

特に考慮してあれば源調設備の設計十主楽である 。筒注意

しなければならぬ事だが、銀行室に供給する空気盈は充

分であっても床上に置かれる部類棚、ロッカー 、領主E等

の為に部分的にｾ気の流動が極度に患い場所が出来る事Ｚ

がある。onち最も大切な執務者の居る場所が空気のサ ー

キユレ ーショ γ から取残されたデツドスペースとなる事

が多い為、これら家具( 大きなもの〉の配置を考慮、に入

れてサ ーキユレ ーシヨシを計画し、叉建築完成後家具等

の配置が決定されるときは混調の設計者が相談にのるべ

きである 。

7.  金庫室及保穫庫滅湿法

減湿法としては、エヤ ーコ レディシヨニ γ グに よる方

法と 、うf - : 国グライスラ会社製の滅湿機( 最近円本iこ於て

も三菱重工で製作〉を使用するものと 、今一つアドソ ー

ノレ其他の化学薬品を使用する方法との三通りをあげる事

が出来るつ

a  ヱヤーコンデイシヨニングによる方法
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-岡田園圃・・・・r
銀 行 殴 備 に つ い て

冷凍機を使用し混調機通過の空気の露点、温度を降下さ

せてi威湿し、再熱器により適当な限度に上昇させて金庫

室に供給する方法である。この場合夜間金庫扉を閉めて

いるときは遊転を停止せねばならないので金庫室内の空

気は外気混度の低下により源度降下をきたし、該空気の

ｾ点在員度に近ずくにつれて金属部分某他に水分が附着す

る様になり、鋳を生じ、叉保存物t乙湿気を帯びさせる様

な結果となる。その対策としては金庫扉を閉ぢる際の室

内空気の状態: を予想最低外気温度より 3 - 4度 ( 様氏) 程

低い露点温度の空気にして置く必要がある。 ( 上記の数

字は金庫室構造より伝害事孟を計算する事により正確に出

す司王が出来る。) 夫故に最悪状態を予想し余裕ある冷凍機

及温調機を設備し、閉庖前に安全露点温度迄金庫室内の

空気露点温度を下けP なければならない。理想的な金庫室

としては 、完全に断熱を行う様な建築構造であって 、営業

中は温調機により滋湿した空気を送るとしづ事である 。

b  米国クラスラ一式漉湿織による方法

機械的に水分を取る方法で、小金庫には使用する事が

出来るが開放した大金庫室に於ては相当機械も大きくな

り 、 それ巴之ち ＭＮＮＮＭｓＺＡ むこｾＡ萄積を占め主様主主主主共に ｡

衛生般備談室I i ( 36頁より続く)

涯をとることが出来る。乙れに対し比較的規模の大きく

ない建物とか、あるいは住宅等のときは恩わざる事態を

惹起することがある。か L る建物を保守する事務員とか

あるいは家の主婦は機械器具に手を触れようとせず専問

庖に電話して技術員の派遼を求めるが派遣すべき技術員

がいない、水が出ながしで止まらないといった具合でら

る。ドライパー 1 本、ベγ チ 1 丁と言った家庭的工具さ

えあれば、大ていの衛生設備にはそれぞれ必要な停水芙

他の安全装置が設けられているから必要な応急処置をす

ることができる。要は自分の家なりピルに設けられてい

る衛生設備の要点を施工者から説明せしめ、これを身に

つけて、はじめ一、二回は停水装置あるいは電気刻閉器

等の操作を自分で働かしてみることである。むつかしい

と云うことがいけない、柱時計のねじを巻くのと何等か

わるところがない。なお建物の竣工したときは必ず衛生

設備の詳しい竣工図を作られて保存しておかねばならぬ

大きい事故の修理等の場合その竣工図の有無がし、かに修

の場合の様に減湿した多量の空気を送るのと違って外部

の湿度の高い空気が侵入する為、完全に室内を均一に滅

湿する事は出来ない。米国に於ては、密閉した倉庫等に

使用 L ている状態である。これも営業時間以外には、火

災の危険のゐる電動穫を動力とする為使用するZ誌は避け

るべきである 。

c  アドソール其他薬品を使用する方法

アドソ ーノレ( 酸性白土) を充演した円形タ γ ググに、

高圧送風機を使用して空気を通過させ、空気中の71<分を

吸収して滅湿した空気を金庫室に送気するとし、う方法で

ある。飽和したアドソーノレは 120度( 摂氏〉以上の力目線

空気を送る事により還元する。然しこの方法は巡転及保

守が困難な為にt ; ，まり実用化されていない。

絵 び

以上最近の銀行設備の特色とも去えるものを扮い上げ

た積りではあるが、只単に設備としての一端を紹介した

程度に止り 、綿密な科学的調査研究による 、或は生身し

い体験からにじみ出た尊い記録 といったものではないの

で、内容的にも甚だ物足りぬものとなって申訳ない。今

後共会員各位の街H首訟を念願してやまなL 、。

( 筆者大林組設備課長)

理作業を出産確実にす るか、否かは専問家たらずともわ

かることであろう。

oピノレは生物でゐる 一一水、電力、瓦斯、燃料を受入れ

穀、温湯、蒸汽とし、あるいはエレペー夕、ポ γ 7・を泡i11i長

し、通信施設を働かせ、塵芥、汚物、廃7 l < を放出して人

聞に生存あるいは活動の場を提供する。その生態の分析

と綜; 合の資糾は現在のところなおとぼしい。管理屈の向

上は一つ一つの資料を丹念に集積することによってはじ

めてその第一歩を踏出すもので、これを萱ねることによ

り権威のある統計ができ、やがてこれを参考資料として

より正しく合理的な建築が生れてゆく。それにつけても

衛生設備面の計量化と自働記録化は管理の合迫化を促進

し、それに投ぜられた工事裂をやがて償却せしめ長い年

月には用水夜、動力費、 消耗品費、人件費等を草寺しく節

約せしめるものであることを忘れてはならなし、。今後の

新しい建築にはか L る商の開拓を望んでやまない。

( 筆者須賀工業株式会社工務部次長)

1 -武 智 式 鉄 筋 浪 凝 土 杭 基 礎 工 l  

特 許 | 自信三角型鉄筋混凝土杭基礎工 |  

28 

キ定

f;)，明君主及ピ防潮

樹上、a . i 土地稽

に於 げる実蹟表
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|ー コシポジツト、バイノレ 〔長尺継杭) 基礎工ーl

測 量 ・地 質 調 査 ・地 耐 力 測 定 施 工

特 砂 利 充 填 に よ る 特 殊 施 工 法

長 支持力強大。工事迅速。工費低廉

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取 締 役 社 長 福 留 並 喜

大阪市西区西長郷 じ通四丁目 受O 細野，ピル三六号

電話新町⑬ 九 九 五 ~ 九 九 八 番
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三 建 築 電 気 設 備 に 就 い て E  
E  

1. ま え が き

建築に於ける;m気設備を ri支;1i する場合wこ(二、電力苓i宵

の見返しを必 ｾｲＮ Ｐ ， して 、 電力立の不足に対し内燃力自家発

電を、誌の低下には自動電1玉:7益廷を設: ナて、 ビノレ自体

の技能わ[ 氏 F と{ デ」とをi!}j ぐ」与を考慮. せねばなうな L
、

3

本稿; こ
ILて; 主、この三つの閑務した: < J . i ‘ 柄に付、次? と雑

位、を述べ I ふ・ゥ

2. 電 力 事 情

現在のわが国の電力のあらゆる需要( 土、水力約 700万

( K W) に、火力約 350万 ( K W) を補給用として賄う

ている事は周知の通りでらるが、 これを以て筒需給のパ

ラ γ
スは保たれて いない故、停電或は制定等で消費を抑

制j している現状である。

これの対策として、昨年( 主電源開発促進法が成立し電

源開発調整審議会の設置、電源羽発株式会社の設立等電

源開の体制が整い 、わが国の未開発包蔵yit 力2，∞0万 ( K

W ) の内第一次として昭和三十二年度迄に、水力 560万

( K W) 火力 150万 ( K W) の拡充に進んでL 、る
p ニれ

が計図返りに達成すれば需給事情は明る〈なり不足電力

は完全に僻・消されて信頼の高い良質の電気に忠れる事と

なる。それ迄は過去の在日き甚しき不足異変はないが幾分

の制浪( 主覚悟せねばならないと思わ

3.  内燃カ自家発電

電力が潤沢て・受電が確実であった過去のピノレ建築の予

備発電ィ主、火災とか水害の場合外部電源を断たれた時、

応急防災用電力源として採用していたものであるが、娩

近の電力状況よりして英国的 も変化を来す故、次の三条

件を加えて考慮する必要がある内

a  停電円にも建築の機能をギリギリに続: ? て行く為

に必要なる電力確保。

b  受電包力の最大需要を押さえられた場合の補給弔

C  割当電力量を超過した場合に火力料金を支払う代

りに迩転する場合， ( 本規定: 主1954年務に改訂され

る答〉。

牛
-

言

ロ
，
a伺

E
.&s 次回

従ってこの設怖の容量( 向力) を算定する安祭( よ、資

金とこ ｾｌ をやる為に有形無形の利得を比較検討の上決定

するつその検討の資料を次去にて説明する。

〔第 一 項 建 股 費J G: 幻想

7・

2は合まない)

発電谷売上
1
デイーゼノレ紋

建千設円資

j

|l

焚

K W

当(

り建設

( K W)  

I

関俗世 ( ! p)  ｾ＠ 千円)

10 15 
I  

1，649 160 

20 30  2，492 125 

50  75 4，737 95 

100 150  6，431 79 

200 300 12，860 64 

500 750 24，120 48 

1，000 1，500 41，400 41  

( 昭和27，年 3 月) ( 現在 も大差なし〉

本表は、 円本電機工業会、陸用内燃機協会、東京通産

局が協力して結成 した関東自家用内燃力促進協議会で作

った資料から抜悲 したも のである。

〔第 二 項 運 転 費〕

発電容耐| 震油消

K V

費

V hft)

窓油

K

消

W

焚

h
額)潤(門

K

滑

W H

油)

|  計

( K W)  l( gr /K Wh) ( 門/k Wh)lef'l /k w HU円/K W H)

10 317 4. 28 4. 70 

20 309 4. 16 0. 40 4. 56 

50 390 3. 92 0. 30 4. 22 

100 3 . 72 0. 20 3. 92 

200 3. 57 
。目

18 3. 75 

500 255 3. 44 O. 16 3. 60 

1000 251 3. 39 O. 11 3. 50 

本表も前記協設会の資料から採ったもので、定1由の価

絡11屯当り 13，500円と しての計算である。

〔第 三 項 経 費 〕

20 

50 

100 

200 

500 

1. 000 

294 

457 

] 034 

1453 

2090 
I  

4560 

7345 

本表( 主年一割の金利で、建設資金を借入してこ れを十五
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年で返済すると仮定 L 残存価格を考へに入れた場合の年

間の費用の算定・である

〔第 四 項 発 電 原 価〕

発電原価は下記の式 より決定せられる。

発電原価( 円 j K W H) = 遊j 去費( 円j K W H)

+ ( 第三項の経費( 円/ 年) 十発電電力量 (K W H) )

然るに上式右辺第二項( 括弧内) の経費はピノレの予備

発電機の場合は発電原価に入れる事は不合理である。こ

の予備発電設備は建物の機能の完壁を期するもので、 こ

れによって建物の評価の向上、ひいては賃貸料の収入培 、

保険斜の滅少等を来たす上に災害時の応急発電、並びに

制官の場合に居住者が不安、不便より免がれる等の利点

があるため此の経費は上記と相殺 して一般には考えない

のが普通で為って

発電原価= 運転費

と考えるべきである。

〔 自家事ｾＮと電力料金の比較 〕

全国の電力会社の平均した電力料金概数表

( 大 口電力〉

料 金 種 目IJ

① 需 用 電 カ 料 金

単 位 | 基準料金

| 円( 基本)

2 0 K Wまで

20 K W -

1ヶ月につき 17，000. 00 

l K W I  ｮ ｾｮ＠ nnl  

480 K Wまで
1ヶ月につき I v v v ・v υ

② 電力量: 料金( 使用7 |  

割当まで l K WH につき 4. 00 

割当量超過分

備考

(1) 需用電力料金とは基本籾金の事で 1 ヶ月の中で使

用した最大電力量を以て算定する。例えば 1 ヶ月

の中 1 日だけ冷凍機を使用してその際の電力計の

指示が3∞ K Wであれば平日の指示最高が1∞K W

にであっても 3∞K Wを以って算定される事にな

る。

(2) 電力量斜金とは精算電力計による料金で、 この中

で割当量超過分とは突際使用盆と割当量との差額

に適用さわるものである。

例えば筑間坪のどんに於ける電力使用状況を

割当電力量 20，0∞K W H  

使用電力量 30，( 削K WH

最大需要電力 筑)()KW

と仮定すれば、 ( 上記の表より 〉

① 7，000円( 2 0 K W迄) +350円

x  (3∞K W- 2 0 K W)  = 105，0∞同

② 4∞円 x 20，α) ( ) KWH(割当) +10. 00円

x  ( 30，∞OK WH - 2 0，α ) ( ) KWH) 超過

= 180，ぽ)() 円

① T ①= ￥105，α)() 十￥180，000= ￥お5，α)()

部 5，α)()

・. K WHの単価 = 一一一一一勾9. 50円

30，0∞ 

30 

となる 。 この値段は自家発電の発電原価 ( 第 2 項表〉

を上廻る故に発電容量の撰定と英の運用をあやまらなけ

れば経済的の面よりしても本装置は建築計画の際一応考

慮すべきものであると恩う。

4.  後光燈と自動電動電圧調整器

最近のピルデイ γ グ照聞は主として蛍光灯が採用せら

れる傾向となって来た。これは従来の白熱灯では到底考

えられなかった位の高度が容易に得られる様になった為

で、蛍光灯の発展こそはまことに驚異に値するものと云

える。

この蛍光灯ラ γ プの寿命は各製造業者共公私3( 削時間

( 平均) と称しているが、 これは規絡に適合した部品を

使用し一定の規定電圧で点灯した場合の寿命であって、

若し不良部品使用の場合、或は電圧変動の場合には軒し

くラ γ プの寿命が短縮せられる。前者の不良部品につい

ては優秀製造業者を撰定することによって比較的簡単に

市 解決出来るが、後者の

、。.

，。

柏

‘・

u  

ＨＥｾ＠

電圧変動については近

時の電力不足の折柄供

給電圧の10- 20. %程度

の電圧変動は避けられ

ない現状である。此の

場合に於けるラシプ寿

命と電圧の関係は左図

の通りである。

9 0  ＧＲｾ＠ 9 6 9 8 1∞102 104. 1品 lod

今仮りに電庄の変動

(  ;t.'!Jド J が10% 前後とすれば、

ランプ寿命は平均却∞時間位と考えられる 。例を2(別 坪

程度のピんに取って全蛍光灯2000; ; 1 > : 点灯しているとすれ

ば 1 年間に電圧変動の影響を受けて600- 7'∞本多くラ γ

プを消費する結果となり 1本 6∞円とすれば年間40万円

程度ランプを多く消費することとなる。この場合1 0 K V

A の自動電圧調皇室器の設備費は印万円前後であって、 i  

年間のラ γ プ賓のみでその原価の80% 伎の償却が出来る

こととなる。

次に朗るさと電圧の関係も上図の通りで電圧の降下す

る割合以上に光束が減少し電圧10% の降下に光東20%以

上の減少となる。

更に電圧が甚しく降下した場合は点灯管( グローラ γ

プ〉が始動せず、ひいては蛍光管は点火せぬ等の不使も

考えねばならぬ。

以上の諸点より考慮して後光灯設備に於ける自動電圧

訴盤の設置は是非必要であって、 これによって始めて蛍

光灯本来の長所を充分発慰する事が出来る次第である n

( 筆者、浅海電気取締役技術部長)
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日 時 昭和28年8 月14 日午後

会 場 建築協会事務所( 朝日ピル)

出席者 ( 五十音順、敬称略〉

天白長四郎 ( 栗原電気主任技師〉

岩 本 博 行 ( 竹中工務后設計部〉

牛田信次郎 ( 浅海電気技術部長〉

内田 成之 ( 須賀工業常務取締役〉

笠原 o c東京芝浦電気)

柴 田 伊 ー ( 横河電機〉

庄司 光 ( 生科研 ・市大教授〉

須 賀 栄 一 ( 須賀工業〉

高 得 誠 義 ( 大林組設備課長)

武 田 健 三 ( 安井建築事務所)

( 司会) 田中良太郎 ( 市大王理工学部教授〉

( 司会〉 中村 網 ( 損害保険協会技術課長)

西 川 真 澄 ( 清水建設設計部)

伴 秀夫 ( 西原衛生工業社長〉

和田 昌1尊 ( 関西包カ営業部長〉

アメリカと比べて

仲 村 本日は設備について、色A の立場でお話をしてい

たピこうと思います。先っ・衛生や暖房等の設備はアメリ

カが非常に進んでいると 言われま すが、内国さん如何で

しょ うか。

内 辻 前坐を承りましたね。( 笑声) 突は皆さんは、新し

い設備があちらには沢山あるとお考えでしょうが、戦争

がなければ只今のような設備は日本にもあったはずです

戦後交還が聞けると大きい差があるだろうと恩っていま

したが、左手嬰でもなかった。進駐軍工事に当:った日本人

は 、最初馬鹿にされていたが、実際なかなか良くこなす

ので向うはびっくりしたようです。只施工方面には参考

になるのがあります。

中 村 田中先生、外国の雑誌等から見て、 この点どうで

しょうか。

田中 内田さんの言われたように、外綴は治んど変らな

いが、深さが遣い ます。こちらは向うの文明を吸収して

いる丈ですからね。流行を追う上っつらを止めて、 日本

にある ものを考え直すことです。

中村 突際的方面から高橋さん、 どうぞ

高 徳 田中先生の話から思いついたのですが、大阪の電

話局や香港上海銀行では、冷暖房を全部ヒートポ γ プ式

で自倒的にやるよう計画してい

る。この方法はアメリカでは常

識となっていますが、 日本では

経 済、電力事情で中々出来なか

った。努力次第では我々も負け

ないと思います。

中 村 栗原工業の天目さん一つ

天目 憶力料金の安いアメリカ

と高い日本では同じ設備では無

理ですね。施工の機械化も考え

ねばなりません。

申村 和田さん、アメリカに行って来られたそうですが

如何ですか、

和国 電気籾金の話が出ましたが、 日本の方が二三割安

いです。国連ピノレのファイパ { ダ グト等日本でも取入れ

ると良いでしょう 。蛍光灯が佼われ出 したが、小家庭で

も 270ボノレトで装置出来るようにすべきだ。叉火保災険

協会が電気用品の試験を して、 良質のものを使う よ うに

しているが、こういう制度もほしい。

中村 日本の関西電力等l主内規のようなのがあって、 発

展を害しているのではないでしょうか。

和田 向うでは電力会社が検査していない。州が内規を

作ってやっている。 日本はこれを真似たのです。

百包帯E ピエ ーノレ線の使用状況は どうで・す。

和田 殆んどピニー J レ線を使っています。叉N Mケープ

ルを柱聞に穴をあけて通しています。際瓦造ではア ーマ

{ ドケ ープノレを使います。

天目 ネオプレイ γ ケ{ プノレl主、

和田 あります。内部はビニ ールで囲み、問りを綿絶縁

した簡単なものです。 これはコ γ グリ ー トで固めても良

し、。

牛田 私l主沖縄工事でアメリカの図面を見ましたが、 ピ

ルの受電設備は簡単で安全性を保つ方式になっています

我々も取り入れたいが、供給会社の工事規程等にしばら

れて行う惑が出来ないのです。例えば、今では夜間 キ ロ

イ立まではf白人遮断器は不要でしょう 。

和田 技術の進歩と共に規定が古くなるのですね。

牛田 小さなピノレでも電灯用、動力周と別々の変圧器を

数台備えていますが、アメリカのように 2∞ボ ルト三柑

四線式変圧穏一基に置きかえたら良いでしょう 。資材も

浮くし! 蛍光灯にも有効です。供給会社で御検討の上実施
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して下さい。何だかこの会が陣情会になってしまったが

.  ( 笑声〉

和田 当然そうすべきでしょう 。

内田 陳情の続きですが ( 笑声〉電力事情の心配はいつ

なくなるのか。

和田 丸山発電所が28年 4 月頃運転したら良くなるでし

ょう 。景気につれ需要も贈すが、停電はなくなるつ多奈

川が出来ると更に良くなります。

柴田 需要( 土今後急カ ーブ で閉すと思いますが、例えば

冷暖房、洗濯機、冷蔵庫等々。

和国 一般家庭より工場の需要で、左右 されるようて・す。

貧乏国と殻備

t:t村 誌を変えて、蛍光灯について何か・・・、

笠原 蛍光灯は、 アメリカでは昭和13年、 日本では15年

に出来たのですが、戦争中は主に溶水位や飛行艇で‘ 使わ

れ、戦後農村で・誘蛾灯に使われました。叉商庖等ネオシ

が禁じられて使われ始めました。いずれもはだかのま与

で、 どうも味がない、そこでアメリカの真似をしてん {

パ等使われたのですが、掃除が面倒です。向 うでは掃除

の費用も始めから計算に入れています。蛍光ラ シプの技

術はアメリカに近く 、欧州には負けないです。しかし、

ネヂ一本にしても穴をあけてネヂ込むとか、紫外線に堪

える塗料が考えられていない等、まだ欠点があ ります。

内回 大体設備を良くする程良いのは当然だが、貧乏国

で、はね…… 結局国情に合った、 ということになりますね

ポンプでも 、アメリカではフリタシヨ γ を考えずに太い

メイプを使います。 ドイツでは摩綴を考えて、 きっちり

計ｾします。金のない日本がアメリカのマネをするのは

無理ですよ 。

中村 日本の文化水準から考えて、庄司先生どうぞ

庄司 労働基準法に反して、換気のひどいところが多い

です。 自然換気だけのところも多い。特に銀行喜多使用者

自身この方の知識が低いです。 この方面も多いに啓蒙す

ることですね。

田中 全面的に賛成ですね。設備が大切だと認められて

は来ているが、どれだけ知識が増したかは別です。先端

的模倣でなく途中が大切だ。例えば高島屋は上の方は良

いが、 機械室は暑くてたまらない。従業員のことを考え

た建物は従来少いでーすね。建築家が真剣に考えねばなら

ない。 さっき円本の電気斜金は高く ないと云われたが、

やはり高いですよ 、向うでは電気冷蔵庫の電気代はこち

らの氷代より安いですよ 。

般備とデザイナー

中村 デザイナーの立場からどうでしょう 内

武田 職業的には理想的なことをやるが、ひるがえって

大衆的なものは根本ペースが低いため出来ないのですね
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岩本 経済的制約と電力の絶対量不足、 この二点が日本

の技術を抽象的なものにしているので‘ すね。政治的な解

決を期待すべきで町す。

牛田 しかし一方デザ. イナーは電力を僻約することを考

えてほしいです。業務用電力と保安用電力を別吋の変圧

器にして、安らぬと きは保安用だけ動かすようにしても

相当節約出来ます。配線にしても蛍光灯に 1∞ ポノレ h を

使って、わざわざ小変圧器でー 2∞ ボルトにしている。始

めから 200ボルトにして送電すれば良いのに、 こうする

と電流も半分になります。

和国 人が使うのに低圧でないと危険です。

柴田 牛田さ んのお話には賛成です。予算の振分けを中

味にも 多く廻 して、外観だおれにならぬようにしてほし

い。突周を主とすべきです。

田中 どうも建築家が責められていますね( 笑声〉。アメ

リカではイ γ 〆ス I リアノレア ートデザイ シが云われてお

り、四つの条件があります。第一に視覚、第工に機能、

第三に構造、第四にコスト 、こ の四つが揃わぬと良い建

物ではないので、す。

西 川 公共建物等法規で設備を規制出来ないですか。

柴田 附帯設備のオ ーソリ テイは居ないですからね。 こ

の方が問題です。

岩本 私は建築は一つの環境を創るものだと思います。

外観だけでは建築家の仕事ではない、設備から家具、カ

ーテγ まで、我々の大きい要因で・す。つ まり遼境醸成の

方に力をそ 与がねばならないです。外気からの逃避がプ

リミテイプな建築行為であったということは、建築が自

然還寝室を変える行為であったということです。つまり建

築は設備なりということでもありましょう。

便所をどうする?

高徳 水洗便所の良いのは当然ですが、放流下水が完備

していないところでは、簡易海化1替の安くて良いのが出

来ないだろうか。 20人槽で十数万円かかるが。

田中 東京では15人樽を許しているし、兵庫でも検討中

です。大阪でも考えるべきでしょう 。

高橋 総合的な強力な研究機関がほしいですね。

岩本 7J <. i 3t 式になると 、小さくても良い平面が出来るの

ですが。

西 川 使所の取締りは、今潔袋衛生課でやっていますがt

建築指導課でやるべきではないでしょうか。

田中 東京ではそうです。叉工場公害に大阪では建築が

関係してないのも不思議です。

庄司先生、下水の完備はいつになると出来ますか ?

庄司 見込みありません( 笑声〕。簡易水槽はぜひ根本的

に力を入れて研究しなければなりませんの

内田 設備はどうも建築の後について行っているようで
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す。海化槽は充分研究されていますよ。

笠原 照明の方ですが、 この分野には黙線と紫外線とあ

りますの建築家はあまりこれを利用しません。叉アメリ

カでは大き い完まには紫外線を通さないガラスを使ってい

ますが、 日本ではそうせずに大きい窓を作ったりしてい

ます。私の方では、例えばある海岸と同じ状態にせよと

言われ u まそう出来ますの

回中 そんな事は大いに宣伝して下さい。

柴田 沼気工事で、隠ぺい工事のt，{I>.i縁はすぐだめになり

ます。窃泉が悪いのか湿気が入るからか、どちらですか

田中 湿気の問題です。

柴田 じくじくのコシグリートにメイプを埋込むからで

すね、 どこのピノレで‘ もうまく行っていません。夫パイプ

が細すぎるからでもあるでしょう。

中村 関電がO K したのを後に見たが、故障が多い。ど

うも闘慢の O Kは当てにならないです。( 笑声〉

和 田 むしろ需用家が責任をもつべきです。

パイプホールを広〈

中村 こ L で・司会を田中先生に荻っていた r きます。

田中 それでは司会無しでうまく行くようします。Ｈ ｾ 美

声〉伴さん、建築と設備の両方からの要求をー…一

伴 設備が建築に隷属している点は改めねばなりません

第ーにバイプホ{ ノレをゆったりとること 、第二に設備耐

用年数を考えること 、但し一寸これは考えにくいですが

岩本 バイプホ ールのスペースは、建物の坪数から大体

わかりますが、急ぐ設計のときスペ ースの計算をしてい

る畷がありません。何か良い表を作っていた r くと良い

のですが・

田中 設計後施主に渡してしまうが、その後どう迩営さ

れているか調べたことがありますか。

岩 本 我々の方はサ{ ピス部で調べています。

田中 そこでデ{ タ{ を出してくれないですか、早大の

すｾチｼーさんが出しているが 。

内田 私もぼちぼち集めています。

田中 調資されたことは発表してほしいです勺商売上か

御謙遜か、あまり発表されませんが・・・

高徳 私は戦後設備に転向しましたが、最近のピ ノレの械

機室や電気室は窮屈で天 )下が低く相当無理がありますっ

その反対にすごく広いのもあります。こ れは建築と設備

が平行していない良い証明です。伊藤滋ー さんが言ってい

るが、附帯設備ーとし、う概念、を去らないとし、けなし、っ両者

が充分打合せたのはやはり良い内沖縄エヰｾの設言十図を見

ると設備の図も立派です 3

西 川 学校教育もそういヲ方向に行ってほしいて、す3

田中 最近建築家が勉強しているのは照明ぐらいなもの

でしょう 。デザイ γ 上1I!: rJ i . していますから 3

柴田 も一つ、設備の維持貨も考える必繋がみつまずっ

設慌に金を一寸多く出した方が、後の維持費が少く てす

む場合が多いです。

田中 さっき設備のデ { ターがほしいという話がありま

したが、データーだけ貰ってうまく設計できるでしょう

iJ ' o  

武田 こちらも勉強しないと使えませんね。専門家に頼

らねば出来ないです。

岩本 建築; 主一つの綜合芸術だから、やはりいろいろの

専門家と 連絡 してやるべきで、只建築家は分業のまとめ

役ということになるべきです。

田中 設備設計事務所が必要になりそうだが・…・

岩本 必要だが出来ないでしょう。

内田 独専/ . 1 : ¥来ねば共倒れになるでしょう 。

笠原 設計事務所は施主の利益側に立っているが、設 備

事務所はそこまで行かないでしょう 。照明事務所は一二

ありますが、ま だ知れていません。

伴 設備にもいろいろあるから建築家がリードして協力

しなければいけなし、。

国中 庄司先生、我々に望むところをどうぞ。

庄司 建築は芸術だが、健康を考えないといけない。皆

さんから人間の快適についてテーマを頂いたら研究して

行きたい。私は今騒音を研究しているが、飽率の上から

も室内音響を考えてもらいたい。例えば、沼話室の防音

等考えられたところは無い。

田中 音は建築家はフア y !l シヨナリズムを持って本当

にこれを考えていた。最近環境主義が言われているが、

建築家は芸術のことばかり考えていると思います。本当

のフア γ グシヨ γ が考えられればもっと働き易い場が出

来るでしょう 。

岩本 t'l 笥は一つの雰到気であるから、設備で快適に感

じること肉体も芸術で・す。単に視覚ばかりが問題ではな

いでしょう。

田中 本日はどうも有がとうございました。 ( おわり J

(詮) この座談会に各出席者から 、交丞な 資料を提

示されて 、得がたいお話な ど、 ふんだんに諮られたので

すが、紙数の都合ヒ、止むなく当初の分社の約% に絡少

し、また資料などは掲載することができませんでした。

そのた め各出席者の言わんとするところを 正 しく伝えて

いないかとおそれます。したがって、 交交は企〈禰集委

員会にありますの この長決〈各出席者並びに涜者諸子; こ

おわびする次第ですe

x  x  

x  x  
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1、 市街地建築物法の存在した苦から、地震国わが国

の建物の地上高には約30というような制限があったので・

現在の大都市の消防馨の消化能力は、地 上3 0 mを最大極

限として企画整備されていた感がある 。それも 、消防法

以前には建物内の消火設備には関係がなく 、消防署は外

部から消火に努力すればよいという職賢しかなかったの

だし、しかも地上3 0 m近くの火災は実績に乏しく 、はた

して現有消防機能で充分かどうかの確信は深くはあるま

いと想像する。

そこへ最査は4 0 mだの4 5 mだのという建物が法規上許

し得ることになり 、それが突現しようとしてくると 、そ

の新築許可申請につき消防当局としての消火対策は心配

になってくる。

現在使用している布ホ { スの耐圧力は平均して ら- 10

k gf c m
2

がせいぜいで、たとえ2Ok gf c m
2

の圧力を出し

得るポンプを送っても 、その送水管の一部に布ホ ースを

使えば、ポ
γ

プの最高圧は出せなくなる。 ハシプ自動車

も使用有効高サがそんな高い建物に間に合うかどうか。

これらに一層の検討を加える必袈にせまられてきた。屋

内消火セシ設備もそれに適応した方法を採らなければな

らない。 消防署では新しい機能の計画がで、きたにして

らそれに全装備を切替えるには、予算を伴うから、改

善は遅々として進むまい。

そこでどうしても却m以上の地上高をもっ建物を新築

したい人は屋内消火設備に、上記の現有消防能力を補う

だけの設備を要求されても致方ないことを了承しなくて

はならないと思う。

東京都消防庁でも現在能力では不足しており、おまけ

に水道の水圧が超低圧で一層不利になっている。六大都

市ぐらいの消防局は、この対策を考慮しておかないと、

新築申請書を前にして、談義に日を送っていたら、申誇

者に気の毒である。

2、 どんなに金を倍まず、充分な消火設備をしてみた

ところで、その設備を頼んで・火の要心を怠つてはなんに

もならなし、。充分で複雑な精巧な設備であるほど、その

維持管媛、訓練手入、整備には一層の手数と注意とが不

断に必要になってくる 。精巧なほど故障は多くなり、お

まけにすべてを電気に頼っても、火事のときはその附近

の一部は送電を中止することがおこりがちで、送電にば

かりは頼っていられない。らまり気のきいた複雑な装置

や精密な装具は、よほど気をつけていなし、と 、イザのと

き無効だったり、とんだ事故がおこったりすることを資
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任者は心得ていなくてはならない。

3、 いまの各都市の消防条例に合格する消火設備は火

災保険会社の保険料割引の対象にはならない。火災保険

会社は別に自家独得の規模を設けている 。概して条例よ

りはもっと費用のかかる設備になる。なんとかして、条

例に合絡ーしたものは、すべて劉号! の対象にすることが保

険会社の社会公共性から言って穏当なのではないかと思

うのだが、どんなものだろう。火災保険料金は毎年払い

捨てるものである。大建築物などは別として、一般家屋主

は、建築資額だけはとても掛けられないくらいの高率に

感ずるほどの社会情勢である。だから一度焼けたち再び

もとの家は主主たない加入者が多かろうと想像する。これ

では各戦械に火災を含めた共済会などができるはずであ

る。都市の消防当后批消防用具の補充充実はしたし、予

算は乏しいし、つい都市公営の火災保険f訴訟を作って締

金も低くしその利益金をその都市の消防費にあてたいと

考えてくるわけでらる。昭 28. 7.  18 日朝j工業新聞は、Jた

災保険組合法というのが国会に提出されていることを報

じている。法制化しようとさえ考えるようになってき

た。火災保険会社では蛍業圧迫だと反対しているの

かようなことは、屋内消火設備と直接関係はないかも

しれないが、こうなることの、よって来るとこるをよく

内省する必喪も現在の火災保険会社としてはあるのでは

ないか。

5、 スプリシグラという消火設備の一種は、国際的に

認められており 、保険料の割引率も最高でらり 、その実

績も、初期消火率は確かに優秀でおる 。法規によって、

これを建物め特殊な一部に設けさせ、 または自己資金で

建物全体に設備することに、もとより異論はなし、。 しか

し、よく考えみてると、かなりな疑問の存する設備でも

あると思っている。 もとより設備後数年間は機能を信じ

得るが、 10年もそれ以上も永久に同一ヘッド、同一配管

のま L で、 しかも実際の試験も訓練も困難な設備である

から、かなりな不安を感じる事項が多い。

( 昭28. 8. 15) ( 筆者斉久工業株式会社監査役)



衛 生 設 備 雑 文

大 路 清 Rs 

o設備特集号を出すにあたって 、衛生設備について何か 誘因の一つは敗戦直後進駐して来た占領軍の設営建造物

書くようにとの編集委員からの御註文であるが、 とても ーこれは占領軍としては野戦地における最低限の需要を

そんな器でなく 、畿を持つことが苦手の築者はそれを開 みたす程度のものでおったがーにおける建設内容の教訓

いただけで正確のところ聞けても暮れても頭が重い。内 におうところ大であると思う。わずか20坪ないし30坪 程

容をどうもるか、どの程度にするか、またどの点に焦点 の宿舎を建築するにしても 、総工事裂の過半を投じて照

をあわすかを色々と考えてみたが、 日常雑務に追われて 朗通信、媛房並びに衛生設備を必ず設けている。それは

いる現在、とうていまとまったものはできかねる。そこ ぜいたくでなく人間がその活動をより効率化するために

で仕事の上で経験したこととか平素考えてることを二三 必要な設備として要求されたがためである。之が戦後に

奮いて去をふさぐことにした。 勃興した建築プ { ムに顕著に端的に現われて、事情の許

近代的の衛生設備といっても我国における膝史はわず す限りあらゆる建築企画に取入れられ、今日の設備業界

かに明治末期から大正初期にさかのぼる程度でようやく の隆盛をきたしたので、ある。

半世紀を経たに過ぎず、邦文の単行本も戦前はほとんど く〉住宅の内容も前記の考え方が反狭して戦後相当な変化

みるべきものなく 、大沢 ・桜井共蒋「建築衛生工学」が がみられる 。 よりよき生活へ- " for bet ter l i vi ng" 一

唯一のもので為ったと記憶する。そのほかの文献として という標語を目標として真剣な努力が払われている。最

は衛生工業協会誌ぐらいのものであった。ところが敗戦 i四 i築される中級住宅においてすら自動ポシプ( 但し水

後はおびただしい女献が続々として出版刊行されるに至 道施設のない場合〉水没使所あるいは電気洗潜機等が取

ったので系統的な、また学術的なあるいは理論的なもの 上げられる傾向にある。 この“ for better li ving" と

についてはそれぞれの専問書にゆずることとし、それら いうことは。明日への活力。即ち。生産向上。に直結す

の専問書にはあまり触れてないことを少し奮いてみた るもので 、人聞の活動はよりよき休養と快適な環境があ

い。 この雑文から何等かのヒ γ トを拾いあげて頂だくと ってこそはじめて十分にその真価を発揮できるものであ

すれば、これは読者の素地とその智識の賜であって筆者 る。我国の国民生活の一般水準からいって住宅政策が深

望外の幸せというものである つ 刻な社会問題であり、数百万戸の絶対数の不足のある現

ところでこの文献のさかんな刊行が何を意味するかを 在、質よりも量をとさけばれる折、一部住宅に設備の向

考えてみることも意義のあることである。それは戦時中 上をうんぬんすることはいさ L かピ y トはずれのそしり

稼度に物資が窮乏したことと戦力の拡充に重点が指向さ を受けるかもしれない。 しかしながら理想と目標はつね

れたため、一般に建築設備がかえりみられず、空白時f ¥' に高く掲げておかねば、いつまでたっても向上しなし、。

が続いた反動ともいへるが 、反商において、一般的にいっ ο東京とか大阪とかその他主要都市に活動の本拠を持っ

て建築そのものに対する考え方が大きい転換をしてきた ている一般勤労者のうち相当多数のものは箆房あり( 時

ことを忘れてはならない。すなわち建築はその設備を充 には冷房もある〉 、水洗便所あり 、電話のあるピノレディ γ

突せねばならない、機能的にいって人間活動の容器とし 〆あるいは工場に恩間仕事をしているにもかかわらず、

て電気冷暖房、換気並びに衛生諸設備といったいわば、人 さて自分の家に帰ってみてそれらの人々の幾% の人が7.K

体における内臓機関に相当するものを整備せねば、 もは 洗便所を持っていることか。 これについて古い話だが満

や近代的建築とはいえないと考えられるようになったこ 洲事変一一 こんな話はいさ L か逆コースめくがーーの直

とが最大の理由である 。水の出ない、湯の出ない 、照明の 後いまだ国際聯盟( 現在の国連ではない) のはなやかなり

ない、通信設備のない短冷房( 冷房は現在の段階ではま しとき、聯盟理事会の決議によって日本のいし、分が果し

だ一般には普及してないが) のないピノレディ γ グは、こ てどの程度真実なりやを現地におし、て調査するため、 リ

んにちではもはやビノレディ γ グの概念にはまらない。そ ツ・トシ卿を長とする満州、| 調査団の一行が東京湾頭に駆逐

れほど建築における設備は最近とくに重要視されるよう 鑑で・乗つけたが、その甲板に立ったりリツト γ 卿が人 口

になったが、このことは我国の斯業界のためまことに事 ぽぬ 万とかを擁した当時の東京の広大な市街を指しなが

ばしい現象である。こうした現象を見るに至った最大の ら、 「この東京の人口の果して幾% が水洗便所 を持って

お
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いるのだろうか、それにもかかわらず芝大な軍備と巨大

な舷隊を持っている。不可解なことである」と首をかし

げたと しづ話が伝えられている。水洗便所と軍備とは直

接の関係はないが 、世界の強国はいづれも燦房のある家、

水洗便所のある家に生活する国民から此立ってし、るのが

この地主求上の厳然たる事実で・あった。それらの国民とし

ては水洗便所は 日本家庭の炊事流し( あえて浴槽 といわ

ない、 日本には銭湯がある〉同様の住居としての。必需

設備。で、あった。リツト γ 卿が不可解となげいたのも不

思議で‘ はない。か L る寓話は二度とはかれないようにあ

りたいもので・t_，る。

。前述の通りわが国建物の衛生設備一一建築筒生と言う

とJム‘ 義においては照明、暖冷房、換 気、給水湯、排水道

気等の設備をいうが、本文では一般に考えられるように

。水。を主と して扱う範囲の設備を指すものとするーー

の歴史は前記のように明治末期以来 よ うやく半世紀にな

るかならぬ程度であり 、と くに近代的ピルデイ γ グは大

正末期から昭和の初めに建築せ られたものが多く 、最近

に至って水が出ない、湯が出ないとの声をきくことが多

い。 もっとも敗戦後占領軍が本土に進駐 して来て大都市

に焼失を免れた相当数の建物を接収して燦房衛生設備の

大がかりな改修が強行されたが、最近に至ってその接収

が解除され一部は更に模様醤がおこなわれたため、 これ

等の建物の管設備はおおむね新しくなっている。そのた

め上記の水が出な い、 湯が出ないの声もこれ等の建物で

はないが、こうした声の出る原因について少 し触れてみ

たい。

〈ο〉建物内に設けられる街生設備のうち程機量械( たとえばボ

イ ラ - ポ γ 7プ. の類〉入、器具( たとえば街生陶器

をのぞ〈と大部分は管で』ゐbる。! 接房設備についてもほぼ

同様で:.t_， る。 このため建築物内の衛生燦房設備の諸設備

を 。管工事。と称、せられることがある 。衛生設備として

取付けられる管を用途別にあげると 、上水給水管、弁水給

水管、給湯管、蒸汽管、雑排水管、汚水管、通気管と多

岐にわかれる。こ れ等の管はそれぞれの用途に品、じて銅

管、鉛管、真鍬管、ガス管( 鋼管の一種〉 、鋳欽管、石綿

セ メ y ト管、鉄筋コ γ グリ ー ト管、土 管、陶管等が適互

に使いわけされる。これらの管種の内建築物に使用され

るものは何といっても圧倒的にガス管が多い。

。ところで前記の水が出ないとか、湯が出ないとかいう

のは給水給湯管系の管内に生じたスケーノレのためで‘ ある

もちろん建物内の諸極の管についてはこのスケーノレの問

題と寿命の問題とを平行して考えねばならないが、; 後者

は管の内外からの腐蝕によるもので、ガス管を用いた蒸

汽管と鉛管を用いた排水管以外の場合は比較的重要な問

題でなし、。しか るに管設備において一般に閑却されがち
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ではあるが重要な問題は前記のスケ ール( 水垢叉は湯垢

などといわれる〉であって 、これは流体の性質と流れ状態

並びに管種によってその生成と成覧車度並びに成分をは

なはだしくことにしている 。衛生設備で最も多く対象と

なる水はｾＭ般に使用される市水道による上水道たると 、

井水道たるとその他いかなるものたるを問わず、化学的

にいって純水 (H 20 ) でなく無機有機の各種各様の不純

物を色々の割合でふくんでおり 、排水に至つては小さい

固形物、浮遊物、繊維片、糞尿、皮膚の親臨片、体垢、

毛祭、; 魚介、野菜片等その含まれる異物の極類と性質は

多岐多様にわたっている。しかるにスケ( ルの問題はむ

しろ排水管或は給湯管においてとくに重要な意味をもつ

ものである。

oスケ ールの生成、生長速度並びに成分は流体の種類と

管穫によってはなはだしくその状況をことにすることは

前述の通りであるが、給水管の場合上水のときは比較的

少いが弁水の場合は相当のスケ { ルを生ずるもので、井

水の成分にもよるカ> 15年ないし20年にして適水能を著し

く低下せしめる 。ただし原井水を海水処理をした場合は

スケ { ノレを生ず る程度ははるかに少くなる。最もはなは

だしいのは給湯管の場合であって、その供給源水の成分

にも よるが10年ないし20年にしてほとんど管絡を完全に

閉塞するがごとき場合も珍しくない( 以上いずれも使用

管種が亙鉛メツキガス管の場合であるが、兵銀管または

鈎管室容のときはそのスケ ール害ははるかに少くなる〉

oこの場合給水管にしても給湯管にしてもその管壁は内

外共極めて健在で新設されたときとその状態は大きい変

化をあらわさない。 しかるに管の取付の状況すなわちそ

の管経に対して管の長さは極めて大きしかっ多数の曲

折分岐等あり 、 また弁その他管附属品が随所にあるため

管の取付けられたま与の状態ではその内面を掃除するこ

とは不可能である。このスケ{ ノレ筈をのぞくため既設管

を取りはずして内面掃除をするか、 またはこれを廃棄し

新管を新たに設けねばならないが、古い建物では管の更

新のことなど考慮されていないため管の持出し、持込み 、

工員の近接潜入、あるいは工具の操作等が不可能の場合

がある。この場合には壁、床、天井等を一部絞らねばな

らず、場合によっては建物の使用を一時休止せねばなら

ぬこともある勺建築の設計に当つてはかふる点に充分留

意し専問技術家の経験と智識を活用し、 後日無理のおこ

らぬようにせねばならなし、。

く〉保守の点について二三触れてみたい。建物内の衛生設

備は必ずしも取綾上の過誤がなくてもときとき惑故とか

故障がおこる。この場合、圧力のある水とか湯が噴出し

たり 、排水が床にあふれたリするが、相当規模のピノレ等

で‘ あれば管理技術員が専属しているから直ちに応急の処

( 以下28頁へ続^)
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私は過去 1 年間の朝日新聞その他に記載された建築計

画( 主に原論〉、設備に関する投書や記事を集めてみた。

勿論これらの衣替は大衆の極〈一部の声であり 、記事も

実状を正しく伝えているとは限らないが、建築環境、住

金活の菌に浮び出た国民一般の金活の苦しさや矛盾を単

的に表しているものであり、建築技術に関係する者とし

て考慮しなければならぬ多くの問題をも日盲示していると

思うのでこれらの様身な記事を整理して、問題となる点

を明かにし、それに対する私の考えも述べ読者諸賢の御

参考に供したいと思う。

1. 玉みがかざればもうけなし

『ーヌドの親指がはじくパネの音、はねられた鉄の玉が

グギに当る音。ただそれだけの音だがこれが集ると 全く

すごい騒音若手ーとなる。盛り場のメチシコ答、築地帯で朝か

ら夜半まで遠雷のま口く海鳴りの如く伝ってくる。ことに

ひどいのは玉みがきの音で為る。附近の家から「ねむれ

ない」とか「子供が勉強出来なし、」と苦情が出るので大

阪肇視庁ではバチシコの方はともかく玉みがきの方だけ

でもと午後11時以後の玉みがきには防音装置をつけるこ

とを勧告したそうだが、ほとんど利目があったようには

思えない。 r玉みがかざればもうけなし」ではあるが、

玉は静かにみがくべし・・ .n (羽田 .8. 6) 朝日投書、言識

の中で一番多いのは騒音に関するもので、ある。公筈の苦

情申入件数についてみても大阪で昭和28年における届出

196件の内、騒音51件、ガス 日件、媒挺32件、振動30件、

排液18件、粉塵15件の I1債である。騒音源として最近特に

指適されるのは上述のメチシコの他にパイグモ{ グーが

あり 、新聞記事にはあまり表れないが基地周辺における

ジェット機の騒音がある。その他は従来と同じくラヂオ

宣伝用拡声器、自動車の瞥笛等が多い。 rガラガラへび

の如き自動車や電車の騒音、警笛の呼びはいわずもがな

スダ{ ターやエシジ γ 付の自動車まで雑音を街一杯にま

き散らしてゆく。その上宣伝カ{ は必要以上の高声で、

平和な住民の顔を逆さでするサーピス振り」その結果「

甚しい時には屋内で‘ の電話の応答はだめとなり 、 日常の

会話さえ中断される始末となる」そして「日中の騒音が

や L 静まるころには、プミとラヂオと中華そば屋が夜の部

として登場する J ( 1952.  1 L  27. 大阪、会社員〉。東京の

一助教授は「ー府のラヂオ屋のために数十府の佳宅が毎

外 論

石 原 正 雄

夜悩まされるのを見送らなければならないのが都会生活

であろうか」と半ばあきらめ、注意しても 「商売だから

」といって全然相手にしないラヂオ屋に手を焼いている

他の騒音より、ラヂオの方が始末の悪いことは多くの被

害者が体験しているところで京都の一学生も「長屋のた

てこんだ安下宿に住んでいる小生遠の下宿の附近では、

ラヂオが四つや五つはいつでもガーガーうなり立ててい

る有機だ」とこぼしている。こうこう状態は都会の下町

だけでなく「至れりつくせりのホテルでもロビーでは御

客さんにお構いなしにレコ { ドをならしているんだから

やりきれん… … こんな状態が十年も続いたら日本人はみ

な気狂いになってしまやせんかと心配するよ ・・ ・-観光日

本を害するものはグレイジ ーノイズだJ ( サタヂ戸レピ

ユ{ 編集長ノーマ y ・カズγ ズ: '1952. 10.  4) 。また田舎でも

「私の家は細い田舎道に面しているがこんな道でも近頃

ェγ ジγ 付自動車の走ることが急に多くなった。小型エ

γ ジν の音はトラツタやオート三輪より耐えがたい。シ

リν 〆ー内の周期の短い爆発音は粗末な消音器のため半

ば直接にひびいて来るからなのであろう」この勇ましい

者は「すで、に田m の向うから迫って来、一般と高まって

また印m の向うへ走り去るまで句聞にわたってー大ていの

物音を支配してしまう。到底警笛の及ぶところではなし、」

以上の如く日本中いたるところ音響エネルギ{ は自 由

に績行している有様だが、その対策はどうか。投書にも

様々な取i策的対策が現策されている。 r騒音取締法」を

杭則付で公布する。つまり警察の強権でもって取締ると

いう意見が多いがそれと同時に「自分さえよければかま

わない」という態度を改め「隣人愛は自己を制する謙虚

さから生れる」と いった公徳心にうったえる意見も多い

取締法はすでに昭和28年 9 月 1 日から横浜市で、全国で

恐らく初めての 「騒音防止条例」が実施せられているし

他の大都市でも騒音防止委員会があり 、夫々条令を作ろ

うとしているが 「笑劾の点ではあまり期待出来ずかえっ

て条令の手前困りはせぬかという声もある J ( 1953. 8. 

31朝日〉。京都でも最近市警交通課が自動車の警笛測定に

乗出し、まづ自動車から騒音追放を手がけることになっ

たがこれに対してあるタ F シー会社の営業部長は 「確か

に警笛は激しくなっているが現在の ような交通具と道路
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ではやむをえないのではないか」としてたんに取締や公

徳心だけで解決される問題ではないことを陥示している

疲れた運転手君はウ ロチヨロす る人聞をひく まいと して

神経質に警笛をならさずにはいられないし、狭い道路に

面した商庖は他を圧する音量で、宣伝拡声器を鳴らさなけ

れば効果はないのであり、そしてそれらの商庖の人々は

音ぐらい大きくてもノ ー リツのよいそ { タ { パイグで仕

事に精を出さなければならないとし、う現実に他人のこと

まで気にしてはいられないのも当然である。騒音防止は

実効がないという理由の一つは騒音を出すことに よって

利潤を得る仕事はあっても 、騒音防止によって逆に大い

に利潤をうるという仕事はないからで資本主義のこの

社会では結局利潤と利潤の対立の場に表れたもので・な什

れば解決も調停お行われない。騒音はこういった場に入

らないことが多い、というのは利害の関係は分散してい

て例えば工場の排ガスと附近住民の対立という ような地

主史的に固定していないというこ主、あるいは騒音の害が

人体に対して漸進的で・あるということも原因の一つであ

る。警察権力による取締が効力をもつのは警察権力の限

界以内であることも注意さるべきことで、力のない申小

企業が常に取締りの対象になる反面大企業法大自にみら

れる か くれたメカニズムを持つのでるあ。大工場の排ガ

ス、排液は騒音以上に直接的でまた大きな公害であるが

その僻・決はいつもうやむやになり周辺の住民は泣寝入り

といった過程が多いのはこの ことを示すものであろう。

2. 最も有効な騒音対策

騒音防止法などというものが全くナ γ セ Y スだという

ことは基地周辺の都姦べ行けば よく分る 。ジ ェット機の

離陸時の音は14. Ophone 以上でアメリカのー音響学者が

「最大の騒音であり 、処置のしょう がないー とサジをな

げた代物でおり被害は騒音だけでなく、振動、爆風をと

もなうか らワラ屋根が t んだり 、また農家で.は牛の乳の

出が怒くなったり 、 ニワ トリは卵をうまなくなったりす

ることで 、度々報じられた。 ( 1952. 7. 23. 朝日〉基地周

辺の学校が騒音のため満足に学習が出来ないことは当然

で文部省の調査によると 、全国で:.181校が70phone 以上

騒音になやまされているがジェット機の発着コ ースの真

下にある学校では瞬間的に110phone にも達し、その頒

度は恩聞で 1 時間に5 - 8固に達する。この騒音防止対策

は建築技術者の参加に よって次のようにたてられた (19

日 . 4. 26. 朝日〉

1、 都ラ校舎は危険防止のため優先的に鉄筋コングリ

ート 建とする

仏 教室のすぐそばに常緑樹を績えると 10phone位の

音は吸以するのでこれを行 れ

3、 基地縮設に面した窓は二重窓にする c

4、 ジェット機の発着コ ースの真下にあるところは特

にひどいので発着コ ースをかえてもらうよう運動
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する。

5、 騒音があまりひどい場合は校舎の移転も考慮する

また音に敏感な児童は疎開させる。

以上の{ 也、二重窓は経費、かさみ、 また夏期には閉切

っておくわけにもゆかないので困難だと云っている。根

本的な矛盾から様々な矛盾が表われてくる。穆Jを楠えれ

ば採光は不充分になるし、窓を関れば通風は出来ない。

しかもこれ らの赤j策のうち効果的だといえるものは学校

を移転させる方法以外にはなし、。 700以上の墓地は更に

ふえつ L ある 。そのうち我々は日本から移転しなければ

ならないという対策をきかされるかも知れない。 こ L に

も表れているが専問分野の限界を意識した技術者は人間

として騒音波に対する多識も出さず 1 個の職業的ドレイ

になり下る危険に面 している 。防音装置を作ることが技

術者の任務であり 、ま た学者としては騒音のメカニズム

等の基縫的研究が本分であるという 、筋道に間違いはな

いが裂をかえせば 「自分の研究に金を出してもらえるな

ら悪魔の仕事を手伝うことも辞さない連申が工業部門に

最も多かったことはこの前の戦争がはっきり寵閉してい

る。国民は他人事と思わな いで油断もすきもない御用学

者たちの行動を監視していなければならぬ。最後に一番

遺憾をこうむるのは霞民だからである J ( 週刊アサヒ 11

. 22手P15) と云はれる御用学者の立場に通づる恐れは

少くない。

3. ガス風呂中審

時に問題になったのは大阪市、西宮市、東京都で度々

生じた鉄筋アバートにおけるガス風呂中毒である 。中世主

死した人も出たし、入浴中卒倒してあやふく 命をとりと

めた人はかなりある。大阪東区法円坂町の市住宅協会設

立のアバ { ト での中毒事件に関して大阪ガス会社例が発

表したように 「今 まで需要のなかったところに一度にア

メートが建ち、需要がふえたので‘ ガス供給量が不足し、

このためガス圧が滅り空気の駿込量がへってガスの不完

全燃焼が起ったためだと思われる」 ということが主な原

因であろう 。 しかし不完全燃焼は操作がまづい場合にも

生ずる恐れがあるからガス会社は建設者側へ部屋の換気

口をつけるよう希望したのだが実現しなかったそうであ

る。中毒事件が生ずるにはいくつもの条件が章なり合う

必要がある。即ちガ「ス圧の低下、換気口のないこと、阪

聞の少ない鉄筋アバートであること 、更に居住者の換気

に関する無関心。 これらの条件のうち一つでもはづれて

おれば中若手は起らなかったかまたは軽くてすんだでゐろ

う。ガス圧が減るというてとは建設する 前に当然予想さ

れることである。ガ「ス会社がー箇においてガス風呂など

の宣伝に大当になり 、利潤をあげることに懸命になって

いるがその反面ガス庄の低下を計算することも、 不完全

燃焼を検査することもせず工事が進められているとしe た

ら全くおそろしいことで・ある。 よく自につ く「入浴しな



がら湯加減自由なガス 風呂」という宣伝文句には「但し

天国行も自由」という文句をつけたくなる。

次に換気口というような存在は、あってもなくてもよ

いような、たよりないものだという建築家の常識がこ

では生と死の条件を左右する存在にまでなっていたこと

も考えられる 。更にこの事件はたんにこの建物の設計者

や施工者や居住者の責任だけでなく 、我 4 の持つ学問、

技術のあり方を批判し、盲点をついているのではなかろ

うか。研究者、技術者にとっては自明なことであるとし

て対岸の火災視しておれる問題であろうか?

一酸化炭素の発生装置のような火鉢やコタツにたよっ

ている我々の生活は住宅の構造や生活様式と様々な菌で

矛盾を持っている。日太の住宅では換気と怒房は両立し

ない。多 くは援房でなくて燈手、援足であり 、外気は自

由に出入りするプリミイチイプな状態だから中犠もあま

り生じなし、。また箆房で・はないから座式生活もやめられ

ない。こういう矛盾をどうして解決してゆくか、様々な

対立する要素をどう解決するかという課題は建築とそこ

に行われる生活を広い視野から把援しなければならずし

かもそれは建築家、技術者が、国民の生活における建築

面の要求を取上げ整理、組織する過程がなければならな

い。そこに建築を専問とする研究者、技術者のプロメ{

仕事が為るのであり 、そうでなければ応用物理学者にま

かした方がうまく処理されるでゐろう 。

4.  不良殴倫問題

国民大多数の住宅における設備は給、排水、電気、ガ

スであるが、大都市においても給水人口は都市人口の60

- 7 0% であリ 、ガスの普及率も40- 50% にすぎない。従

って実際には所謂設備のないところでの生活が、問題と

して取上げられねばならない。農家において東南の日当

りのよい一角は馬小屋、牛小屋であり、鶏のヒナは電気

援房された主主で育てられるが人間はせいぜいイロリの端

で手足を暖め冷い万年床にもぐり込む。こ うした生活の

仕組に対してたんなる技術的改善の提案が突施出来るの

は中農以上の階層だけであり、貧しい階層に対しては貧

しさに基く、金活の仕組の致変 ( 共同作業、共同施設)

とかみ合せた技術の適用が考慮、されねばならない。例え

ば簡易水道を設けるためにはそれに対する農民の強い要

求が出てこなければならなL 、。農民の手によって施工出

来るような水道技術の改良、またそれを普及するための

教育の方法( 岩波の映画「簡易水道ーはこの点、において

すぐれている〉といったものが技術者の参加によって農

民と共に進められねばならな L 、c

一方 、者都1官l市における大部分の住宅はたとえ土上4 下7水1<て道、ガ

ス、笥気の設i備絡があるところでも設備の老朽

による危険な状態が非常に多くなつてきている。ガス管

の腐朽によりカス中路で一家 7 人が危く死にかけた (19

53. 1. 28大阪、朝日〉といった例もふえてきた。 71<. 道管 も

同様で潟水量は30% を上廻るし、71 ' < の出が惑いという声

はいたるところで聞かれ、配管の古いところでは平地で

ありながら一滴も出ないところも多い( 例えば朝日東京

1953. 3. 29水道が 6 年間も断水、百世帯に蛇口 1 つ、著波市

区小菅町 、料金だけはとられる〉。水庄のない所で・は水道

水に地中の不純物が混スし、時には排水に連絡している

箇所もある。また排水設備も同様で 、まともな下水道のな

い日本の都市では家をとりまいているドプとそれが集っ

てドプ川は我々の生活に身近なものである 。 ドプの7l ' <を

泥と共に道にまいてドプ掃除兼撒水の一石二鳥 ? をやっ

ている風景は至るところでみられる。下水の不備をかこ

つ声は騒音と問程度に新聞の設番制をにぎわしている。

大阪のー主婦は次のようにうったえている。 r川( 十

三附近〉には全くどす主義いというより 墨汁そのま L の不

衛生そのもの L ような水がよどんでいます。梅雨季には

毎年のように)11の水がはんらしんてそこらの住家の床下

や夕、ミの上にまで押よせてきます。」こんな大都市の下

町、低気l ! 地情では珍らしいことではない。 しかしこのよ

うな土地でなければ安く手に入らないから最近では公営

住宅もそのようなところに建てられている 。

電気設備はどうか。漏電の恐れはいたるところにある

消防当局はヒステリツグになって勧告しでもなんともな

らないのが現状である 。被援のない電球は被援のある包

球より多し、かも知れない。第 1 額も第 2 極も皆同じであ

る。また定額灯に対する不満はかなり多く、メ ート ノレに

したくても配線をnいとる金のない貧しい人々が包庄の

低下しているため40 Wを6 0 Wにかえたために2000円もの

追徴金をとられ値上げはいつも定額澄が高率で結局は泣

寝入りしている。街には電気器兵が生活の合理化をうた

って売出されていてもアイロ γ 一つ使えないというのが

定額燈を持つ人々の現状である。

我国の電灯の普及率は諸外国に比して高いと云われる

が 1戸当りの灯数においては極く低く灯数 1 の戸数が半

数を占めている。都市の商庖街における最近の照度は10

∞1ux を超えるところもかなりあって、 御答を 1 人でも

多く引ょせるための一種の誘蛾灯で、あるから回るさは年

々憎加する 。 ところが商庖街を出れば外灯もあるかなし

かで、住宅の多くは P 1 シェー ドに線電球て' ， 1 帖に 5 -

1 0 Wであるから商底街との照度差は三桁もちがう有機で

ある。推奨照度というようなものは年々大きな値をとる

ベ<g致t訂されるものてで‘あり札、合王理塁的な意味はなしい、が電力

会社やラ ; / 7プ. 製造会社にとつては重要なものにしておき

ｔたよｾｉ，い、 ｦ伏 ｔ 物で

ているカが: こオれL も同様な1性生格をもつもので 、人間の限は室

内のいたるところをぐるぐる見廻しているものだという

仮定はそれてーある 。 しかし我々は街を歩けばヘッドライ

〈以下10頁へ続く〉
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? 一一- 建 築 家 は 川 I川川11川 川11川川川11川川川11川川11川11

冨 =

i  保 険 の 規 則 も 識 つ て い る ベ き だ i  

雲 歪

建築家が建物の設計をする場合建築学の教うる所によ

り便利に、安全に、愉快に使用できる様設計する。然し

それだけではいけない。建築する場合は建築行政当局の

許可を受けねばならない。之は建築基準法に合っていな

ければならない。故に建築家( 土建築基準法について識っ

ている。叉消防当局の同; 意も得ねばならぬ談、消防法関

係についても一応は識っている。

処が建物が出来上って保険をつける場合、その保険籾

は火災保険の規則によってきめられる。五どは建物が防火

的に良いか悪いかによって安くなった高くなったりする

建築家はこ ι まで、は責任を負わない。施主がどの様に

高い保険粉を払わせられても我関せずである。しかし中

には建築家がちょっと保険の規則に注意していたら、僅

かの費用をかける事に より保険料をずっと安くすること

が出来るのだ。

例を二、三挙げてみる。

伊n 図に示す様な建物があったとする。外壁( 壁高

トーずーーキー詳ーイ

A  B  

する 。

は 2 K) は煉瓦 1 枚積、

小屋組は木造、屋根は

鉄板葺とする。建物を

煉瓦 1枚積で半分に仕

切ってそれぞれの出入

口には鉄扉がついてい

る。この建物は倉庫で

あってA にはアノレコ {

J レ、 B には綿布を収容

この建物の構造は保険の規則によれば 1 級に該当して

いる 。( 規則では特級A 、特級B 、 1 級A 、 1 級、 2 級

3 級、 4 級の 7 段にわけている〉しかし仕切りの壁が煉

瓦 1 枚では防火壁と認められない。防火壁なら 1 枚半を

要する。防火壁と認められないならば、A 、B 一つの危

険と見られ、どちらか危険な方の料率が全体に適用され

る。この場合アルコ ーノレの方が危険であるからこの糾率

できまる。

この界壁を 1枚半にする場合と 1枚にする場合と 、保

険斜はどれ位ちがうか、叉建築資はどれ位ちがうか計算
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中 ヰず 網

してみる。

数丞 単 価 価 額 保険金額

建物 30坪 50，α氾円 1，5∞， α)() 円 1，氏)()， O∞円

収容品A ( アルコ{ ノレ) 1，∞0，0∞円 1，000，∞0円

収容品 B ( 綿布〉 1，000，000円 1，000，000円

イ、仕切りの壁が 1 枚半の場合

保 険 金 額 適 用 料 率 保 険 料

倍率) (高除草)

円

A 建物 750，αぬ円 2. 10十9. ∞=11. 10 8，325円

収容品 L ∞0，∞0円

言f

11. 10 11. 1∞円

B 建物 750，∞0円 2. 10 

収容品 1. 000. α ぬ円 2. 10 

音f

19. 425円

1，575円

2. 100円

3，675円

合 計 . • • • • • • • • • • .  … .  • • • • • • • • • .・.....・ ・・・・・・ 23，100円

ロ、 仕切りの壁が 1 枚の場合

同

A. B.  建物 1，500，0∞円 11. 10 

収容品 2，∞0，∞0円 11.  10 

16，650円

22，200円

合計・・・… … … … … … … … … H ・H ・..… 38，8印円

{但しま喜本f将告は大殴市 3等地 1級建物の勧舎である。すA て 1∞0円

についての料率であ る)

即ちイの場合と ロの場合との保険料は一年に

38. 850- 23.  100 =  15， 750円

だけ追う 。之が煉瓦 1 枚半積とすべき処を 1 枚積とした

r けの豪から起る結果である。では煉瓦 1 枚と 1 枚半と

ではどれだけ建築設が違うか調べてみよう。

壁面積 5x  2=10坪

1 枚主賓と 1枚半枚との所要煉瓦の差、2145枚

1 枚積と 1枚半積との所要モノレタノレ盆の差 1立方米

上の所要建築費の差

単 価 数 量 金 額

煉 瓦 8円 2145 16. 800円

モルタノレ 8，000円 1  8，α氾円

計 24，800円

故に最初建築したとき 1 枚半にしておくとすれば24，800

円余計にか L るが、保険斜が15，750円少くてすむから二

年で元を取戻してしまう訳である a
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O1J2. 建物の周壁が鉄筋コ Y グリート造厚さ 12セ γ チ

あり 、その上に木造の小屋組が載っ

ており、切妻の部分 ( A の部分〉は

ラス 、モノレ f i l J レ塗であるとする。所

在地は大阪市の 3 等地 とする。

保険の規則によれば切妻の部分も

外壁の一部と見られるから、外壁の

一部に構造の患い部分があれば、その高い糾率が全体に

適用される。

イ、ラス、モルタノレ塗の場合、基本料率 6 円30

ロ、 鉄筋コ γ グリ ート 厚12セ γ チの場合 。 2 円10

保険金額を建物収容品共2，∞0，∞0 とすれば

保 険 金 額 糾 率 保 険 斜

イの場合 2，αJ O，O∞円

同

6. 30 12，回O円

同

ロの場合 2，αJ O，∞0円 2. 10 4，2∞円

即ち切妻の部分をヲス 、そんタノレとする場合と鉄筋コ

ｾＡｉ リ ｻ トとする場合との保険斜は

12，600- 4，2∞ = 8，400円

だけ一年間にちがう訳でする。

次に建築設の違いを調べてみる 。

切妻壁面積 10坪

一卜

l

k

引
ー
ー

」
生-dL442

備してある。 この場合の保険料の違し 、と建設費の違いを

調べてみる。 ( 大阪市の 3 等地にあるものと仮定する〉

K  K  

建物語積 9. 5 x  19. 0 = 180. 5坪

附 保 額 坪100，0∞円 とすれば

保険金額 180，0∞， 0∞円

同

基本料率 2. 10 

阿

保険料 2. 10 x 1回，∞0=378，( 削円

若し消火栓を B の位置にお き他の条件が規則に合致 し

ておれば 5%の割引ができるから

378，∞Ox O. 05=19，9∞円

だけ 1 年に117める保険紛が違う訳である。消火栓のバイ

プをA から B まで延長する費用を l K当 3，αゅ円と すれ

単 価 数 量 金 額

ラス、モルタル塗 7∞円 10坪 7，0∞円

鉄筋コ γ グリ ー ト造 2，5∞円 10坪 25，( 削円

即ちこの差額は 25，5000- 7，0∞ = 18，αぬ円

であり 、定は保険斜の 2 年半位で取戻してしまう訳であ

る。

fJ! J3. 鉄筋コシグリ ー ト造の建物に屋内消火栓をつける

場合の問題である。保険の規則によれば屋内消火栓はそ

の位置を中心として半径25 メー トルの円で建物の面積を

お L わねばならない。上図の場合 B におけば全面積が カ

パーできる。処が消火栓のバイプの長さの節約上A に設

l王、 6 K 延長するのに18，∞0円を要するが、之は一年間

の保険籾の金額以下である。

上に挙げた例は特殊な例ではない。よくぶつつかる例

で・ある。建築家が設計すると き少 し保険の規則を識つで

さえいれば解決する問題である。そ して之は施主に対す

る親切であり技術家の官任でもある。どう か建築家よ、

保険の規則も識ってtl いたい。

( 筆者 本協会理事 ・災害委員会委員〉

註 以上の問題について日本建築協会は二 月上旬に諮

古賀会を開催する 予定であります。
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忍 7こ ち の

建 築 史

(  8  )  

林 野 全 孝

中 期 ー そ の 4一

この項では、仏教のおこりから 、シナの仏教、 日本の

仏教と一通り眺めて、その建築の特に伽藍配置の流れを

考えてみます。

印 度 の 仏 教

B C土反均年 の印度は、 国苦L n、 ドレイ市j の階級差が

ひどく、宗教は、原始的なパラモ γ 教や印度教が巾をき

かせていました。 BCE65年、北方、 今のネバ - 1レにア ー

リアシ族という 、 ヨーロッ バに君臨した優秀な民族があ

り、その一族の高貴な身分として生れたのが、釈迦牟尼

( Si ddhat t a Gaut ama) でした。釈迦は貧富の差のひ

どいこの世の中のむじゅんを、はかなく思い、真理を求

めて、パラモシの教えのま L 紫桁苦行をしましたが、遂

に何物も得ません。そこで、苦行をやめ、真理を追求 し

ましたところ、菩提樹の下で正覚を得ました。真理は健

康で栄養の多い頭から生れることを知り、五人の弟子と

討論をして、結論を得ました。それは、自我を滅却し、

三態( 肉慾、不死慾、栄華慾〉を去るため、八つの正道

を行わねばならぬということでした。彼の教えは行為ゐ

教えであり、この八正道を実行することを説きました。

こ与に釈迦の偉大さはありますが、結局( 主、貧民たちに

あきらめを教えたようなものでした。

ところが、釈迦の死後、弟子達による宣伝的援造が行

われ 、 印度の神学と結んでは 、 ｪｾｾ 見末の多数の仏陀を作

り上げ、神秘的偶像崇拝教となり下りました。時に印度

は分裂と混乱の時期で、 BC3 3 0年頃、ギリシヤの Al e-

xander 大王の東征があり、 ペルシヤ 、サーサ γ から印

度の西方イ γ ダス? 可附近まで征服して来ました。こ れは

美術史上大変重大な事件です。なに しろ、未聞の印度文

42 

第 4 9 図

11: / ダーヲ菩麗自民。ギワシヤ彫刻の影響が見られる。

化にギリシヤの最も進んだ文化が入ったので‘ す。

Al exander は、彼の信条として 、ウエルズの言を借シ

るなら、 「ヨ ーロ ツパとアジアの結婚」といわれる程、東西

の民族や文化を結合させたのです。そのため11偶像11始め

多くの彫刻、装飾、建築にも 、ギリシヤや、ベルシヤ、

等々の影響も含まれるようになりました。後述の日本の

文化にも 、これらの影響を見ることが出来るのも 、全く

このためで・す。( 第49図〉

さて、 Al exander も、足を廷しすぎて彼の死後、戦

力媛わず、叉印度には、強大な Maur y a 帝国が出現し 、

様子は一変します。 この帝国の高祖、 Chandr a gupt a 

Ma ur y a の孫が、 有名な A soka 王で、す。 ( BC. 272-

232) 王は、信仰の自由をみとめ、特に仏教を国教と し

て、後には武力を廃し、教義による慈悲の政治を行った

と史上特筆されています。その前に、東方ガ γ ヂス地方

( グプタ〕の征服を考え、仏教の力によってこれを為 し

とげ、全印度を統一 しました。

As ok a 王時代の仏教が 、圏外に発展し、y ナでは A D

1∞年頃に、 速く西方から廻って入って来ています。

その後、印度は再び芦Lれ、パラモ γ 教が盛んになり 、仏

教は圧迫されますが、 A D土150年 Kani s hka 王のと

き、叉盛んになり 、叉分裂し 、A D土600年に盛んになり 、

有名な僧がたくさん出まし ｴｾ ｯ 羅代三蔵らが 、 シナから

天竺へ来たというのは、このと きのことです、 A D土1α ゅ

年以後、印度の仏教は、全く枯死 してしまいました。

シ ナ の 仏 教

さて、ー始めてシナに仏教が入ったのは、 A D6 7年東漢

のときとされていますが、実際にその遺跡を残している

のは 、4 也.紀末以後です。 4 世紀末には、有名な、憎憧

の干仏洞という石窟がゐります。( 実際の遺跡は古いの



が少い。〉

f教纏は シナのす' っと西にあり 、印度からは、 ヒマラヤ

山脈をこえられないので、東のサ{ サ γ 、叉はベルシヤ

を通り 、中央アジアに出て、そこから砂ぱくを東に行 き

ガ γ ダ ー ラから突に Ｔα ゎ ｫｭ で・ｾり着く地点で‘す。この

道を天山北路、同南路と奮い、二通りありました。機煙

から 、北東へは北軍車、南東へは梁へと更に 2α) ( ) kmの道

をたどって、やっと仏教がシナの中央に進出します。こ

れが、 5 - 6 世紀にかけてのことです。ここに雲間や竜

門などの石窟を見るこが出来ます。尤も、原始的な仏教

は、もっと以前に入っていました。 AD67年に入ったと

恩われる仏教は、AD 2∞年頃にかなりシナの中央に影

響されていたらしいですが、文献上の資料は、わずから

っても、突物の遺跡が解らないのでよくわかりません。

ところで、シナでは、当時、道 ・儒 ・老などの教えが

はびこっていましたし、特に保守的な 国でしたので、そ

うたやすく仏教が入ったとは思われません。( 我が国で

も同様) それで、 これらの仏教々畿を、いろいろとシナ

流に解釈をつけます。 これが、主なものだけで、 13にも

分れて、こじつけられたのです。つまり今御存知の天

台、真言、三論、華 厳、法量産、禅、等々の派は、すでに

5 - 6 世紀に全部出来ていました。そして 、内乱ひとた

び起ると、帝王がその内のどれかの派を利用して、敵国

の派と対立せ しめたのです。 ( 別表参照〉全く 、政策と

征服の手段に外ならなかったようです。こうして AD6∞

年、随、初唐の時に、直接に印度と交渉を持ち、三蔵( 高

僧にはほとんどこの名がつく〉法師が天竺へ教典をもら

いに行くようになりました。

しかし、いずれにしろ、釈迦の教えと程遠い印度の仏

教を、もう一回シナ流に曲けγこのですから、大変な仏教

でした。 これを日本で叉日本流に解釈したのですから 、
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伽重量配置の主なもの

議まき入る他ありません。

〈別 表〉

シ ナ | 特に 利用された宗派| 日本渡来の時

梁 。三論( 大) 。成実( 小〉

貌( 陳〉 摂 論 三 諭 ，烏

随 法 奉 天 台

初 底 。法相( 大) 。倶舎( 小〉 白 E且

中 庭
。妻賢 厳 。律

平

晩 底 真 言

日 本 の 仏 教

第 5 号に述べましたように、こうした仏教が、朝鮮の

聖明王の時代に ( AD土 日0) 日本に入って来ました。初

めて入ったのが、三論( 大乗) と成実( 小乗) といわれ

ています。 こうして、別表のように、 シナで栄えた}J慎に

日本に入って来ました。大乗とは国家護持的な宗教で小

予言とは日常行うべき道を説くものです。 このようないろ

いろな衆派は、 一つの寺で二つ以上研究されていまし

た。そして一つの寺にどれかの派を研究するグルー プが

あり 、 これを衆と言いました。例えば法隆寺、大安寺に

は 4 つのグループがありました。このグノレ ープ( 衆〉を総

称、して、大衆と言います。これが天平 4 年 4 月、大仏関恨

のとき、一寺一宗の規定が出来て 、衆という字を宗に改

めました。南都六宗は( 別表。印〉こうして成立します。

しかし、一体これらの仏教々穫は何を説いたのでしょ

うか。一口で言うと 、「現世を否定し、 一切空無を悟る

こと」でした。これが、現世を祈践する観音信仰や、薬

師信仰、来世を祈る浄土信仰、となり 、身 分 ・貧富の差

を因果応報とごまかし、完全に、生活苦から杭し

て政治を批判する限を奮い、金光明 ・法華 ・般若

の教えは、個人を空にして遊園のために捧げるこ

とを教え、重量厳 ・焚綱の経典は、それらをこえ

て、天皇中心の絶対服従の世界を教えたのです。

如何に宗教家が、ぺんかいしようとも 、仏教が支

配者の道具となり 、政策の手段となったことは事

実であり 、だからこそ弾圧されず、保護されて来

たのです。大多数の人民には仏教は救いの手段に

諦観を教えたにすぎませんでした。時に、神道と

結んだ仏教は、全く超国家的になり 、天平の文化

はこの天皇絶対のドレイ制文化の上に霊堂と咲いた

わけですっ

しかし . さすが気が引けるのか、寺院は申しわ

け程度に 、社会奉仕もしていました。仏教は五明

を任とす、 とあり 、その一つに、医方明というの

A. 会 堂

B .  士喜:

C. 箭 堂

D . 中 門

B 食 堂

F  僧 房

G. 南大門

K. 麹11i 1i
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盛岡石窟百字の一部阜商図。中央に塔を置いた窟が見られる。

置き、その前に広い場が

あり 、柱が廻っていた形

( 第52図〉から発展した

ものとすると、一塔廻廊

式の伽藍は印度の建築の

影響を受けていたと言え

ます。 ( Chai t ya はむ

しろ印度教のもの〉

平 面 P 1; 10 m 章

後に、北玉虫の「洛陽伽

藍記」からみて、この頃

には、仏殿一つに廻廊の

あるものが現れ、遂に塔

と仏殿が分脱して四天王

寺式が出来、後南北朝頃

から二第式が出現したよ

うです。従ってシナでは

4 世紀にはし、ろいろの形

第 5 2 図

BC7降、印度 Bomba y 州 Kar l a の支似 の配置がありました。こ

があり、医術を行い、叉孤児院、布施屋を持っていまし のように、 日本に来た配置の基本精神は、 遠く印度の

た。

仏教建築のあらまし

伽藍配置: 第 5 号に述べた、大野丘に J馬子が建てたと

いう塔は、単なる柱にすぎず、舎利も入れていなかった

らしし、。( 村田博士、学研報 28 年 6 月〉無論、仏殿も簡

単で、百E置も規定していなかったのでしょう。其の後、

四天王寺になると、シナ式の左右相暗になり 、法隆寺式

で、金堂と塔が左右に並びます。次第に塔が二つになっ

て、東大寺、大安寺のような配置に進みます。( 第50図j

ここで注意しておきますが、法起寺式は従来、法隆寺

と逆に、金堂が西、塔が東にある式とされていましたが

田中重久氏は、塔が伽藍中心線より少し予定にずれたもの

とされていますので、図はこれに従っておきましTニ。こ

の、金堂、塔を主体にした伽藍には、その廻廊の東西両

側、後には、講堂を囲んで三面に僧房を持ち、その他に

政屋や食堂、種々の倉が建っていました。 ( その個，々 に

ついては次号で述べます〉

ところで、こうした配置は、もともとシナではどうだ

ったのでしょう。村田治郎氏は、学会研報17号に、注目

すべき一文をのせておられます。( 昭和 27 年 3 月) それ

によりますと 、 2 世紀から 3 世紀にかけての、 シナの

伽藍は、塔を中心に、廻廊が廻っていた、只それだけの

もので、文献上知られる突例として、A D190年三巴意呉

志巻 4 、後漢寝巻 10③をゐげています。この塔l i 次号に

のべますが、塔と仏居室( 金堂) を一つにしたようなもの

で、その源は、印度にあります。叉雲間の石窟が( 第51

図〉丁度印度の Chai t ya ( 支援〉のように、搭を奥に

44 

hai t ya にさか上れます。街印度には chai t ya と、

Vi har a (第53図〉とのこ種あり 、Vi hara は石震の何

第 5 3 図

印度 A j ant a 窃 16号 Vi har ao 5 - 6 世紀のもの。正

面奥に犠像をまつり、廻りに倍沼{ 盗) がついている。

面かが僧房になっていました。私は、この建築の形込精

神的にシナの僧房から日本の僧房へと影縛して来たので

はないかと思います。印度では、この二つの石窟が左右

に長く並び、その前に木造の建物を建てたらしく、従っ

て配置は自在でした。( 次号に続く〉

( 筆 者 市 大 理 工 学 部 滝 沢 研 究 室〉
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あけま しておめでとうございます。 まず読者諸賢の御

多幸容を心から祈ります。昨年は数度の大水、大風あるい

は冷害などとうちつ r く災厄にいやな思いをさせられた

全くの厄年で した。読者の中にも直接その打撃をうけ難

渋されている方々もあると思います。心から御同情申し

上げるとともに本年の御奮発を祈ってやみません。

戦盛がおさまってからもう 9 度目の正月です。足掛け

10年になります。10年といえばときには一時代を画する

にたる年月ですが、その聞なすところなく、まず念頭に

来るものは身辺のことどもであるのはかえりみて恥しい

ことです。 しかしどうやら年々身辺も獲い、元旦ともな

れば心中ウツボツなるものなきにしもあらずです。 トソ

の香に気合いがぬけぬうちに新春の漫想をつ r ってみた

いと思います。

自動車の普及、特急列車の改善、さては航空路の開設

案にともなって国土は日に日にち Y まっていく感があり

ます。 くわえて敗戦の結果として突面積もずいぶんと狭

くなりました。 したがってロ ーカルな中心がかげがうす

くなり次第に中央のもっとも強力な中心へ駁収されてい

くのはことの勢だと思います。かく 、 くわえて陳情の盛

んなこの頃の政治の下では、江戸へ江戸へと草木もなび

くといったいきおいが感ぜられます。東京は政治、経済

文化、あらゆる面のいよいよ強力な中心となりつ L ある

ようです。 しかし地方に住むものとしてはなにか味気な

いものが感ぜられます。中央とはまたちがった持ち味を

もったロ ーカルセシタ ーが日本に散在する方が面白いと

思います。事実人口も産業もばらまかれているのですか

らそれぞれ独特なローカルセ γ タ{ が存立することが全

く自然なことでしょう 。

大阪は中央集中化のなかにあっても、なんといっても日

本の第 2 のセ γ ターであり 、文化も風習も簡単には東京

化されない、江戸ツ子のむこうをはる浪花ツ子の意気が

ゐり 、 ロ { カノレセ γ ターの第ーとしてその特色をいよい

よ発慨することが願われるわけで‘ す。建築はその土地主

地の文化の花ともいえましょう 。たど東京からはじまる

日本の流行の追随ではなしにあるいは風土人情に即した

霊祭において、特色をららわし、あるいはす L んでリ ー ド

する意気込みをもって造られねばならぬと思います 。

「建築と社会」は大阪のカラ ーを強く反映した雑誌であ

りしかも地方で発行されている建築関係の雑誌のうちで

最も強力なものです。地方建築文化とくに大阪乃至は京

阪神のそれを育くむ役割をもったものとしてその力強い

発展を心から期待するものであります。

ところで大阪という土地は、よかれあし かれ何事も 非

予言に現実的に処理していく土地であるようです。 γ ピエ

ト・リアリズムのまねではありませんが、大阪リアリズ

ムといったていのものが建築界にもあるのではないでし

ょうか。このリアリス' ムは大阪の特色であり 、よいいみ

でこれに徹することはその特色を発慨することになりま

しょう 。たとえば人情風土に即せぬ戦後の守りにくい法

令規準等には大いに批判を加え改善をはかることなども

その一つでしょう 。 しかしこのリアリズムは反面ともす

ればあまりに目前の現実にとらわれ、新しい試み、工夫を

いれるには消極にすぎるきらいがありますまいか。たと

えば大阪では若い建築家が育ちにくいということもその

あL われの一つで、ないでしょうか。 もらろん立派な仕事

をしておられる人々もありますが、総じてそんな傾きが

あります。いろいろなコシステトに応募する入、 さらに

入選する人の数が少いことでもわかりましょう 。若い建

築家が育つには建築主の理解はさることながら、彼等が

作品を世に問うものとしての建築関係の論説、記事、雑

誌のうしろだてが必要だと恩います。 こんないみから、

「建築と社会」においても 、と くに若い建築家の作品を

あるいはその批判等どしどしのせるように して頂きたい

ものだと思います。以上は建築家を例にとりましたが、

ともかく概して若いもの、新しいものがのびにくい傾き

があるようです。

しかしなんといってももっとも大切なものは若い人々

の意欲でありましょう 。私は今年中に満でかぞえても40

代の仲間スりをしなければならなくなりました。しか し

戦後60才をこえて働く人が多くなり 、ま た戦時中のプラ

シグ等があり私どももまだまだ若い者のうち十こスれても

らえると思っています。私はかねがね Thi r t y- ager の

役割というものを考えていま したが少し都合がわるくな

りましたので大正ツ子の役割と改めたいと思います。大

正ツ子は戦争中おそらくもっとも真面目に戦争に従った

世代だと思います。そして敗戦後は黙々として国土の復

興に第一線技術者としてたずさわったのも彼等でありま

す。いまや終戦来10年目をむかえて彼等はし、まや建築界

の中堅層を次第に形成しつ L あります。 しかし関西の大

正ツ子はいさ L か消極にすぎわしないでしょうか。私は

みずから期するとともに、本年は大正ツ子の意慾的な活

躍を期待してやみません。明治ツ子諸賢の綴躍遥ととも

に昭和 ツ子諸君の協力を主要することもいうまでもありま

せん。 しかしまた同じ世代の人々の協力、激励はさらに

重要であると考えます。

〈吉田寅之助)
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理 事 会

第 6 回定例理事会 ( 9 月10日〉於朝日ピノレ本会会議室

竹原会長外7名

議イ牛 1、 大阪商工会議所75周年創立記念事業基金参

加の件決定。2、 朝日ピル本会々議室をグラプ室に模様

変えと 、市大理工学部建築学教室図書室へ協会議護保管

の件、現状維持の意見強く主記会一任と決定。3、 事務

局職員補充の件決定。4、 ス退会々員詮衡 ( 入会者14名

)  5、其の他

第7回定例理事会 (11月12日木午後 4 時〉於朝日ピノレ

本会々議室. 尾崎理事外7名

議 件 1、 29年度会費値上問題主計会、主紀会の意

見と更に審議せし結果一応値上妥当と結論、なお理論的

詳細資3併を次回理事会迄作成と決定。2、 雑誌 「建築と

社会J 10、11月号合併の件赤字膨脹国の主因とした雑

誌費節約を編集委員会に対し要望し、更に十一月号休刊

を編集委員長に依頼する 。3、 来春二月学会主催による

建築施工規準講習会後援の件決定。4、 入退会々員詮衡

【入会者17名) 5、英の他

諸 会
. 6.  

1:1 

第18回定例午餐会 ( 9 月24 日木E 午〕於中央電気倶楽

部 参 加 者 竹 原 会 長 外35名

雨天なれど当日は国際物理科学者会議大阪会場として

賑かな中で当会理事会は午餐会を開催し司会中野理事に

依て行われた。順序は1、午餐、 2、挨拶竹腰会長、 3、

講演「化学の立場から建築に望むもの」大奴市立工業研

究所所長工博大島敬治氏、 4、挨拶東畑副会長、5 ，映画

「育審の設計」市建築局住宅課提供以上散会午後二時。

第19回定例午餐会 (10月14日7. K正午〉於日本国際見本

市会館 参加者竹腰会長外65名

ゼネグアに於て国際労働会議 I L O建築土木公共事業

委員会日本使用者側代表として出席される本会理事松村

雄吉氏の歓送並びに大阪建設業協会五周年記念事業とし

ての建設資材展示会見学をも兼ね行った。なお当番役と

して綜合部門の浅沼理事が司会された、順序、 1、 挨拶

東畑副会長、 2 午餐、 3 歓送の挨拶竹腰会長、 4 感謝の

挨拶松村雄吉氏、 5 閉会の挨拶浅沼理事、 6 建設資材展

示会観覧、以上散会午後三時

石井径氏有志午餐会 ( 10月24日土正午7 於大阪倶楽部

参加団体、大阪府建築士会、学会近畿支部、大阪建設業

協会、日本建築協会 参加者約51名

日本建築学会々長参議院議員の石井桂氏は学会の広島

大会においての帰路大阪に立寄られた機会に在阪有志が
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集い歓迎午餐会を開催した。司会に当会の東畑副会長が

当られ、回会有志下にこの催に参加された各位に謝し石

井氏に歓迎の挨拶を述べられた。JI 関序 1、午餐 2、歓迎

の挨拶大阪建設業協会長鴻池藤一氏、 日本建築学会近畿

支部長棚僑諒氏、3、御礼の挨拶石井径氏( 参議員当選に

至る総路、議員の動勢と運営、建設委員としての抱負、

委員会の動き方、今後の活動等述べられた。) 4、激励の

挨拶大阪府建築士会々長渡辺節氏 ( 士法改正を希望協力

援助望む旨) 5、乾査、以上終了

( なおこの後引継き同グラプにて石井径氏は学会支部懇

談会に出席され午後2時より 4時半迄、更に夜心斉僑金泉

にて晩餐会に集い参加者は石井桂氏、亀井幸次郎氏佐藤

弓嘉氏、鴻池藤一氏、渡辺節氏、東畑謙三氏、伊東五郎

氏、吉田安三郎氏、科困治氏、村田治郎氏、大和栄衛氏

の11名であった。〉

第20固定例午餐会 (11月27日金正午〉於中央電気倶楽

部 参 加 者伊東五郎理事外羽名

今回は当番は理事会の電気部門が担当近畿電気の佐藤

社長の司会に依り開催された。 JI蹟序 1、午餐、 2、講演

「電力情勢と料金問題」関西電力K K営業部長和田昌博

氏、3、挨拶主記代表伊東五郎氏、以上散会午後二時。

建般技術映画会 ( 9 月 4f j 金午後五時〉於大阪ガスピ

ノレ講演場、参加団体建築学会近畿支部、大阪府建築士会

大阪建殿業協会、大阪教職員組合大学部、日本建築協会

参加者 450名

水害は世人の憂うところであり建築後術者として各国

の治水状況を知ろうとする意欲から五団体の協力を得て

次記の映画観賞をなし、参加者l主非常な感銘を博した。

映画将来の設計、 リシカ ーγ トンネノレ、朝日ニユー ス (

水害特集 6 巻〉グオノレガ ・ドシ運河I以上盛会裡に終了午

後八時半

アメリカ映画建殴技術映画の会 ( 9 月24 日木午後四時

) 於産経会館 6 階アメリカ文化セ y ター講演場 参加者

約団名

会勢委員会企画の下に標記の如く開催、講演 「水力発

霞所の建築」関西電力建築課長原田守氏、映画 「ブ { パ

ー・ ダム物語J i 海水から マグネ シウ ム」を観賞した終

了午後 6 時

フランス現代建築講演会 ( 10月27R火午後 6 時) 於第

一生命十二階集会場参加団体 当会、学会近畿支部

稲門会関西支部参加者約120名

竹中王務庖設計部長ノJ、)ll i E 氏の斡旋に依り早大助教授

吉阪i盗JE氏の講演 「モデユローんと マノレセ{ ユのユ ニテ

イJ ( スライド併用〉を黙心に聴講し参加者は多大の稗

誌を得て午後八時盛会に終了した
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繁2回会軍事委員会 (11月17日火午後四時〉於朝 R ピノレ

木会々議室浅沼会勢委員長外 9 名

言葉事 1事業計画の給過報告、 2 会員倍加運動に就て

3 各委員会委員予との懇談、 ( 池田災害委員長、採尾教

育 委員長代理、飯田編集委員長代理〉終了午後五待合

教育と出版セミナー

第 4回 「建築と社会」編集委員会 ( 9 月14 円月午後 4 時

〉於朝日ピノレ本会々談室 中村線集委員長外7名

議 題 1、 水智特集号の進渉状況を松井係より 説明。 2

記念特集号の進渉状況と予算問題に就て協議。2、 設備

特集号の原稿到到病状況を松井係より説明。4、 新年号

の編集企画具体的には決定出来ず次回に送る。5、 編集

委員補充の件として横尾護e ' J : 氏を織選決定。6、 共の他

第 5回 「建築と社会J 編集委員会 ( 10月15 円木午後四時

〉於損智4呆険協会均議室 中村編集委員長外8名

議 題 1、 10月水害特集号の発行部数と販売方法に就て

協議し全国的に配布を企画する。2。 記念特集号に就て

審議進渉を計る。3、 設備特集号に就て一部松井係より

説明。4、 協会発展策に闘し編集委員会の任務に就て討

議する。5、 英の他。

第 6回 「建築と社会」録集委員会 ( 11月21円土午後二時

) 於朝日ヒソレ本会々議室 中村録集委員長外6名

議 題 1、 水管特集号の販売状況と 普及に就て討議し更

にこれに伴ない予算の膨脹対策に闘し合併号並十一月号

休刊の理由等寄記長より説明。2、 会全休予算と雑誌費

予算と論議しなお今後も4 . 0頁建で押し通すよう広告菌を

拡充し努力するに決定。3、 記念特集号が十二月号、設

備特集号が新年号と変更諒承4、 二月号編集企図に当り

手持原稿各委員検討し次回で決定することに決定。 5、

英の{ 也

事奪4回教育委員会 ( 10月20円金午後 2 時) 於朝円ピノレ木

会々議室 鷲尾教育委員長外7名

議 事 1、 建築技 ｈ ｾ ｾ 生育座談会 Ｈ 潜い人を対象として 〉

開催の件協議の結果、当協会の進路についての批判を含

めて座談会よりもア γ ヶー ト式にして委員長で縞集し、

雑誌に掲載するか、一応開催した主主¥検討するかを斡;: jr.

に一任するm: に決定。2、 実務教育に闘する調査研究に

ついての地建よりの報告は既に線集委員会に提111済の件

諒承っ3、その他

災害と予防のセミナー

第3回災害委員会 ( 11月2 5 R *午後 4 時〉於朝日ピノレ本

報

会々議室 犠尾災害委員長タト4名

議題 1、 建築設;}I と火災保険の講演会開催の件、建 築

家が火災保険斜率の構造規定を知ら しめる啓袋1'.E動を起

す事に窓比一致。2、 防災庶民住宅を次回委員会で討議

する事に決定。3、 木会朝日ピノレ事務室に防災保険相談

室を設ける事に就て理事会に具申する{ 牛決定、4、 その

他。

建材と設備セミナー

第8回建材審査委員会 ( 9 月 7 同月午後 2 時) 於朝円ピ

ル本会々議室並ー大阪造船 竹内建材副委員長外6名

議事 1、 浪花型スレ ート ( 東洋スレ{ ト K K) 近時ス

レー ト界不振に伴い市場品低下の徴あり J隙窓を斯すため

に期聞を延長と決定2、 突出 しと出 し窓 ( 却1 . 建製作所)

アイデア良く 、見るべき点はあるがなお研究を要するに

就き意見部作成発案者に渡すことに決定。 3、 タグミ瓦

( 立工産業〉瓦というより構法に凡るべきものあり。英

の構想は防風に主点が於かれている立場から.その点から

証明文集作成と決論。4、 ヤハズラス ( 大倉商事、山本

建材社) 施工現場見学検討する 。

第9回建材審査委員会 ( 10月 9 円金午後三時) 於朝日ピ

ル本会均議室 浦辺委員外11名

議事 1、 強力耐プノレカリ塗料T X ( 円本耐アノレカリ塗

料K K) 2、波野スレート( 浅野スレ ー トK K) 3、金属

タイノレ (佐渡島商庖) 4、 エパ ーライト ・スタシダー ド

メタノレ ( 大島Tc;，E8化工K K) 5、 エラスチツグホ ーロー

告d--!;1" ( R 叙i商工K K) 6、 エマノレリ シン 〈明研化学工業

所) 7、スタツコ( 同本スタツコ K K) 8、メネノレ離型斉1 ]

( 弘和産業K K) 等上記各建材に就き、審査検討協議す

る。

第10回建材審査委員会 (10月21 円水午後三時) 於朝 H ピ

/ レ本会々談室並浅野スレ { ト工場 竹内建材審査副委員

長外6名

議事 1、 波野スレ ート工場視察と審査をなす、結果こ

の工場規模、施設、行花ー著しく良好、製品叉優秀と認め

られた。

第 11回建材審査委員会 ( 11月13日金午後三時) 於朝日ピ

ル本会々議室 竹内建材審査副委員長外12名

議事 1、前回迄の建M'?審査経過報告。2、 ミスズ阪音テ

ックス (古・椛建f.1"K K) 審議検討、3、 円本スタツコラ

スタシダムドメタノレ。ェラスチツグス。波野スレ ー トヲ

以上製品に対し促良と認められるがなお検討を次回委員

会に廻すっ

ラテイと鋼弦コンクリート見学会 ( 9 月22日火午後一

時〉於K K片山鉄工所とオリェ γ タノレコシグリ ー トK K

大阪工場 会事事委員長代理岡本弘氏外羽名
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会

建材界の新製品工場も建築家として見学する必要を政

岡会勢委員が主唱されるに従い企画し成功を凡た。参加

者・は{ 首切パスに乗り先づK K片山鉄工所を参観 「ラテイ

」の製造状況を熱心に見学、次にオリェ γ タノレコシグリ

{ ト K K大阪工場に廻る 。同工場は未だ建設中で十分に

製造工程を見るに至らなかったが、係員の説明で錫弦 コ

ングロ ート が如何にして出来るかを見学することが出

来。一同は感謝して帰路に着いたっ開散午後四時半

内外木材工業K Kエ績見掌会 ( 10月29 日水午後一時)

於大正区千島町6 参加者約25名

家具と室内装飾界の維として内外木材を度々見学を

し、 会員にとって常に有益な知識を得ていたが、しばら

く企画が止ていたのを会勢委員会が再び見学することに

し、 会員一同製心に参観した。敷地約 1 万坪、貯木池約

1 千坪、工場建物 3 千坪、製材工場、木工場、ペニヤ工

場、ロータリー工場、スライサ{ 工場、汽鐘場、機械修

理工場、乾燥滋等に於ける設備機械は正に日本に於ける

屈指の機械に参観者は殺事えしていた。

建築見学セミナー

大和銀行川口支底パイプ足場見学会( 9 月12円土正午〉

於西区木田一丁目 参加者約m名

会勢委員会は先岩崎委員の斡旋に依り上記パイプ足場を

見学する。アメリカのどデー ・スキヤホ ー ドK Kの製品

で犬阪で初めて使用した。なお現場では大林組桑山工務

課長とピテ- . スキヤホ ー ドK Kの杉本氏から懇切な説

明を受けた。

大和銀行川口支庖のパイプ足場
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コンクリート床仕上工法見学会 ( 9 月19 日土午後二時

〉於尼崎 9 号地域神戸兵姑補給庁建築工事場 参加約30

名

会勢委員会は学会近畿支部‘と伴に近畿地建の好意によ

記の現場を凡学する事を得た、現場に於て近畿地建の現

場総主任の多屋斡夫氏から案内説明を受け各笥負現場ご

とに施工機械と施工概要の説闘 と実施状況を限の当りに

参観し、なお 「建築と社会J に掲載せしコ γ タリート工

法の言国王を想起しつ L 見学者は多大の稗益を得た。

上海香港銀行大阪支庖見学会 ( 9 月29 日火午後 3 時〉

於東区淡路町四丁目四三 参加者約40名

( 設計監督 ターナ{ メ{ マ事務所、ジャーデシマジソン

事 務 所 建 築 主 体 施工 K K竹中工務底、建築概要構造

鉄筋鉄骨コ Y グリ { ト 造、階数 地F皆 共 四 階 延 坪1日。

坪起工27. 9畿工.28. 10) 会勢委員会は上記建物を見学した

竹中工務后現場主任より建設概要の説明を受け、次に室

内温度調節の熱ポンプ式空気調整設備に就て桐田商会技

師より説闘を受け、聴取後二班に分れて係員の案内を受

けた、会場には設計監督者のイ { ・ ヂー・ フリ ーマ シ氏

も出席され、時々案内に混て色々話を伺った、終了 4 時

半。

柱離宮と西芳寺 (苔寺) 見学会 ( 第 1 回10月30 日金 自

午修一時至午後五時三十分) ( 第 2 回11月 6 S 金自午後

一時午至午後六時〉 参加者第1回30名 第2回32名

新建築の見学に対し古建築も見学する心味を会勢委員

会は立て秋晴れの京都郊外経川畔に集合、経離宮を見学

し次に苔寺に廻った。参観者一同非常に黙心に見学し稗

益すること多く盛会裡に終了した。

堺水族館及大日本製絡堺工場見学会 ( 11月18 日71<自

午後一時半至午後四時半) 参加者約40名

戦災のため痛手を被った水族館も堺市の手に依て再

び戦前の姿を再現した。一同その前で記念撮影を取り

次に新建築の大日本製糖堺工場を見学した。同建築は

設計、建築綜研究所々長山口女象、施工、大林組、工

事概要、製糖工場、ボイラ ー室、原糖倉庫、製品倉庫

堺水族館見学記念撮影



会

延 2，178. 4坪鉄骨造ユニオ Y ボード民、w・務所其イ也、鉄骨

迄アルミニューム狼延9 ・7坪、借切パスにて行j請をなす。

修学院、三千院、寂光院、見学会 ( 11月20 日金自午前

十時歪後五午時半) 参加約45名

会勢委員会企画の下に上記凡学会を開催10時半借切パ

ス乗車/ 1 焼、車中大和常務国手より後拶本日のスケジ ー

ユ{ノレを簡単に述べ後案内嬢説明てe涼; の町を眺望 しつ L

修学院に向い、門限到話、先指の工芸大学中村氏( 藤原

博士代理派遣) と会し、待合所前広場に集合同氏より説

明を聞く、やがて院内観賞し次に再び乗車して三千院に

向う。到着一時、三千院を観覧、寺僧説明後中村氏の建物

解説、建築、庭園に見るもの多し、田島応用並二葉屋寄

贈の消酒をハシニヤ湯として披路各自弁を執る。時々秋

空晴れ陽光さし入る。岡本弘氏会勢委員長代理して本日

会合に対し挨拶をなし会勢発展の協力を求められた。次

に中村氏より寂光院に就て説明ゐり最後に大和常務理事

より挨拶やがて一同観談しつ L 寂光院に向う。静寂その

もの L 寂光院到着 3 時半、無表情にして浮枇の外の感あ

る尼僧の諮る説明は、速く礼院の面影を偲ぶにふさはし

い。フド堂内陣庭園見るものー木にもDi ' 1 史的なものを感ず

る、山谷の地とて傾甥早く急ぎ帰路に措く 、洛北秋色を

満喫して解散午後五時半、盛会7こ終了した。

会 員 相 互 欄

移 転

報 ー

名 義 変 更

0 大元建股株式会社 天王寺区下味原町90の5

( 1日) 工藤建設株式冶社

0 大嘉熱工業株式会社北区高垣町23

(1日〉新高砂商会

メ ン バ ー 移 動

O 越田正勝 (1日大阪府建築部) ( 新奈良建築課長〉

0 稲葉重郎 ( 旧布施市建築課) ( 新建材株式会社取締役〉

O小栗治手 ( 旧長崎県建築課長) ( 新愛知県蛍締課長)

電話番号変更と増設

0 田辺工業有限会社

( 新〉土佐郷 ｀ ＷＴＳＷｾＹ＠

0 住友化工材工業株式会社

( 新) 土佐堀 ｀ ＷＷＳＱｾＶ＠

0 株式会社中道組

( 祈〉本社城東@ 800

大 阪 営 業 所 姻 川@ 5448 3761 

0 株式会社小坂井組

Ｈ 新 〉 痢川③ ＹＳＳＱｾＳ

新加入会員絡介

団 体 会 員

。置注建築事務所 O金陣l測量製図器械庖 ( 代表者〕八回茂義

( 旧) 神戸市生田区西野43 近畿広告社神戸支l苫内 東区京僑 1 の25

( 新) 神戸市生田区木町70松岡ピノレ T E L元町<]) 3470 0 三精給送機株式会社大阪出張所 ( 代表者) 小島栄

O 朝日石綿工業株式会社 城東区今福中 2 の36

( 旧〉大阪市北区曽得崎上1の28 0 三成工業株式会社 ( 代表者〕小堀林衛

( 新) 大坂市北区州山町46 T E L@ 2054.、 2095 同区九条南道 1 の741

0 梅本右i自株式会社 O 日本電気装備株式会社 ( 代表者〉田中兵満

( 旧〉大阪市西区江戸沼下通2 田辺ピノレ 生野区鶴僑北之町 2 の133

( 新) 大坂市西区新町北遥l の52 T E L@ 6お 8 0 株式会社摂津製作所 ( 代表者〉久保英次

修 学 院 離 宮 見 学 会 北区堂島西町16

H

判

許

町

世

間

製

造

販

売

器風通

竺

誌

は

光

司

信

頼
五

一

三

六

畏
d

ｅ ｩｩｬｬＧｴＱｅ唱略益活ｾ司

7  向 、大阪市西区江戸堀下通 2 ノ17

童ｾ J 益 田辺工業有限会社

← 電話土佐淑@2G77. 4471
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「 E E二 葉 屋 創 業 部 年 一 |

一一一一祝 賀 会 一 一 一 」

会員若林繁吉氏社長の下に堅実な歩みを続けられてい

る家具装飾庖二葉慶は本年創立35年に相当するので、去

る 9 月19 問、市内扇橋ナニワホテノレに於て祝賀会が催さ

れ、関係各方面に招待が発せられた。当円招ぎに応じて

参集したもの80余人、若葉社長挨拶と感謝の言葉に次ぎ

永年勤続者表彰式が新子された、終って列席の竹版本会

々長は来賓f ¥' 表して祝詞を述べられ万才等余興が催され

た 後 開 宴 北l場美人 酒聞を斡旋し量産かに利かに 8 時半解

編 集 後 記

フ ロアイ ノレ

牛田信次郎氏

J謹賀新年。先すι Fi i 頁の

祝辞をの ｾ させていただ

く。

本号は 9 月号に掲載す

る予定が 、水害特集号 、記

念ｾＹＺＮ特集 、 其 の他 Ｈｊｊ 司王 情

でi座れに1座れて遂に新年を迎え本号にな って しまった。

一日一日と進歩発展していく建築設倣界の現在において

昨年夏頃にいただいた原稿も若干合まれて いるので、あ

るいは、そのニユ ース ・パリユーに若干欠けるものがあ

るのではないかとおそれる。この点 、玉稿をいただ いた各

位 、並びに会員に対しー誌に深くお詑びする次第である 。

我 々としてはこの特集が今月号まで遅延されたのは何

と云っても遺俄であるが、 しかし年頭を1 i f f I る本号に設備

号として発行する司王が出来たのは、ともすれば建築主体

工事に比ペ設備は第二義的に考えられがちな今日の建築

界 、否社会に 、 まことに意義あるも のと云えるかも知れ

ない。

散 、非常な盛会であった。同社の益々発畏と祝箔を祈る

次第である。

二葉度創立35年祝賀会に おりる記念品贈与写真

設計資料の一端にでもなれば と思いその面の若手位にお

願いし、期待以 t の豊富な設備号とする事が出来た事に

ついて御寄稿いただいた各t立に厚く 感謝する と同時に御

礼申し ｉｾ げる。これを後会に今後一層近代建築の機能を

支配する この設備をますます進化させ、その役割を完揮

させて行きたいと願う次第である。( 牛閏編集香員記)

君主

本号の設備特集の企画について牛田氏と共に須賀栄一

編集委員の絶大な尽力を得たことを附記するく係)

建 壌 と 社 会

第 3 5 輯 第 1 号

売価 1 部80円 ( 送料共 〉

昭和田年12月25日印刷・昭和田年 1 月 1 日溌行

編集発行人 沖
田 誠

事E 行 所 計 団 法 人 日 本 建 築 協 会

大 阪市北区中 / 烏3 / 3朝日ピノレ

電 話 北 浜 ⑧ 1 3 3 壬- 9 番

振 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 6 番

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6  

印 刷 者 網 野 栄

大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6  

印 刷 所 株式会社研文社 電脂質崎@ 2白 押

4亙

必安共に世覧手小 Ｗｋｾ 撃を行〈

ピこ Ｍｊｾ 首 ｴ￟ｩ 霊 Ｊｬ τた

*  
1な

*  *  

文8Jl 塗別株式会最t
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